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開会 午前９時３０分 

 

○委員長（寺脇直子君） 

  皆さん、おはようございます。 

  昨日に引き続きまして、決算特別委員会

を再開いたします。 

  決算特別委員会の開会に先立ちまして、

一言ご挨拶を申し上げます。 

  皆様、連日ご苦労さまです。 

  本日も時節柄なにかとお忙しい中、ご出

席を賜りましてあつく御礼を申し上げます。 

  審査にあたりまして監査委員から、本庁

は財政状況が厳しいということと、財政調

整基金が枯渇していることの課題が指摘さ

れております。 

  昨日に引き続きまして、議会としては予

算執行が適正に行われ、行政効果が発揮で

きたのかどうか、また議会における予算審

査の趣旨が十分に生かされてきたのかなど、

確認しなければならない点が多々あると思

います。 

  委員会の限られた日数の中ですけれども、

十分慎重審議がなされるよう、各委員の皆

様のご理解とご協力をお願いいたしまして、

ご挨拶とさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

  昨日は、一般会計歳出の款４・衛生費ま

で終了いたしました。 

  本日は、款５・労働費から審査を行いた

いと思います。 

  なお、本日は、午後１時３０分より大阪

８８０万人訓練がありますので、午後の開

始は２時からとしますが、その分、午前は

１２時を少々過ぎても切りのよいところま

で進めたいと思いますので皆様の御協力を

お願いします。 

  まず初めに、１３８ページ労働費から、

１５０ページ商工費までを御説明願います。

１３８ページから１５０ページまで御説明

を願います。順次説明を求めます。 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  おはようございます。農林商工課、中谷

です。 

  そうしましたら、決算書１３９ページ、

労働費から、１５１ページ、商工費まで御

説明させていただきたいと思います。 

  まずは、例年と大きく変化のあった事業

を中心に御説明させていただきたいと思っ

ております。 

  まず、決算書の１３９ページ、事業評価

シート１５６ページになります。農林水産

業費、農業費、農業委員会費、なります。 

  １の農業委員会運営事業です。こちらの

ほう、例年の事務局運営にかかる経費に加

えまして、令和２年度は農地台帳の年度間

のデータ更新プログラム、こちらのほうを

作成費用として委託料８８万円が発生して

おります。こちらのほうは令和元年９月に、

大阪府のほうの共同調達ということで、基

幹系のシステムが、住基とか税情報システ

ムですけども、こちらのほうが入れ替わり

まして、農地台帳システムがそちらの情報

を取り込んでおりますので、システムの改

修が、プログラムの改修が必要やったとい

うことで、発生した経費になっております。 

  なお、この経費につきましては、令和３

年度は発生いたしません。 

  次に、決算書の１４１ページ、事業評価

シートの１５８ページ、農業振興費の３の

農業振興事業、こちらです。 

  こちらは、豊能就農支援塾新規就農者へ

の給付金、あと新規就農者への農業機械等

の購入費を助成する事業、こちらのほうに

取り組んでおります。 

  続きまして、決算書、同じページで、事

業評価シート１５９ページになります。４

番の農×観光戦略推進事業でございます。
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こちらでは直売所、志野の里の運営の支援、

あと農業用園芸ハウス設置等にかかる費用

の助成、あと産官連携でヤーコンの効能に

ついての臨床研究を行っております。 

  続きまして、決算書の１４３ページ、事

業評価シートの１６２ページになります。

目・農地費の５番目、補助整備事業でござ

います。こちらは牧地区の補助整備に当た

りまして、令和２年度は換地計画原案、こ

ちらのほうの策定をさせていただいている

費用となります。 

  次に少し飛びまして、決算書１４９ペー

ジ、事業評価シートの１６９ページ、款・

商工費、項・商工費、目・商工総務費の中

の２番目、商工事務事業でございます。 

  令和２年度におきましては、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で、家庭への負担増

と、あと町内店舗の売上げ減少の支援策と

いたしまして、とよのんお買い物クーポン

券を配布を行っております。 

  続いて、決算書１５１ページ、事業評価

シートの１７２ページなります。 

  款、項、目は一緒で、６の休業要請支援

事業になります。こちらのほうは、同じく

新型コロナウイルス感染症対策で、施設の

使用制限要請に御協力いただきまして、深

刻な影響を受けている事業者へ支援金を給

付させていただいております。 

  同じく決算書の１５１ページの事業費、

評価シートでいいますと１７３ページ、同

じ項目の７番目、休業要請対象外支援事業

になります。 

  こちらでは、先ほど申しました、休業要

請支援金の支給の対象にならなかった施設

の事業者で、こちらも深刻な影響を受けて

いる事業者への支援金の給付を、こちらの

事業で行っております。 

  以上、農林商工課が償還しております主

なものの御説明させていただきました。 

  以上でなります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  以上でよろしいでしょうか。 

  これより質疑を行います。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。おはようございます。 

  今一番最後に説明をいただいた、これ事

業評価シート１７３ページ、決算書は１５

１ページで、これは休業要請対象外ですね。

対象外の支援事業として、令和２年、７６

０万円出しましたというふうなことになっ

てまして、その内訳やと思うんですけども、

右側ですか、右上、支給金額が、中小企業

及び個人事業主それぞれ２７０万と４９０

万。この合計がこの７６０万というふうに

解釈してよろしいんですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今おっしゃったとおりでございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そうしましたら、その１個手前のページ、

行政評価シート１７２ページも同じように、

ちょっと質問になりますが、これは今度は

休業要請支援事業ということで、事業費、

令和２年決算が７７５万円。それに対して、

同じようにこの主な成果いうところを見る

と、法人が、支給金額、法人６００万で個

人９５０万ということで、これ、先ほどや

ったら合計して令和２年度決算額に一応な

ったんやけど、ここはちょっと違うんです

ね、金額が。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 
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○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  すみません。町が給付した額はすみませ

ん、これ記載実績のほう誤りで、これが満

額でして、大阪府のほうが２分の１と町が

２分の１なので、すみません、ここの実績

額の半分を町が負担したということになり

ます。 

  申し訳ございません。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今のところなんですけれども、ちょっと

確認をさせていただきます。 

  この休業要請支援外の、それから１７２

ページの休業要請の事業者に対しては、全

く申請漏れもなく、全部の事業者には行き

渡ったと思いますけれども、そこはどうで

しょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  事業者は、対象は、前年度の所得に応じ

て、所得外、前年度の売上げの半分以下と

かいうのがありますので、うちのほうはそ

こまでちょっと、全ての事業者において把

握はできませんので、当然この制度につき

ましては、事業者さん皆さん御存じやと思

います。十分そこは自分で精査、各事業者

で精査されて申請されてるものと認識して

おります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  大阪府が申請するようにいうことで、商

工課のほうに聞きに行きましたら、皆さん

申請されておられますいうことのお聞きし

ました。それはまだ中間的な認識ですけれ

ども。私が知ってるところに行きましたら、

こういうのありますが御存じですかいって

言うたときには、それ知らないと言いはっ

て、それで商工課のほうに確認に行って、

こういうふうな申請しないといけないいう

ことが分かったということで、１０万円頂

いてすごく助かりましたとおっしゃってま

した。 

  そういうときもあったんで、皆さんに行

き渡ってるものなのかなと思って今確認さ

せていただいたんですけども、その点十分

周知できるようなことを、報道というかや

って、啓発やっていただきたいなと思うん

ですけども。 

  これは府に直接申請しないといけないい

うあれなんです、ものだったんですね。そ

れをこうちょっと確認・・・。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  申請は、今おっしゃられましたとおり、

大阪府のほうに申請ということになります。 

  広報につきましては、うちのほうは町報

とホームページ、あと商工会のほうから各

事業所に案内は行ってるものと思います。

行ってます、報告もらってますので。 

  あと、ここは皆さん興味というか結構関

心があるところで、日夜テレビとかで報道

されておりますので、ほぼ事業者の方は御

存じいただいているものと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 



4 

  続きまして、私は行政評価シートの１６

９ページをお願いいたします。 

  これは商工事務事業という大事業名にな

ってまして、決算書が１４９ページです。

この行政評価シート１６９ページの小事業

名、お買い物補助券支給事業、あれクーポ

ン券ですね、を配布して5,８３９万6,００

０円という支出になってますというふうな

ことなんですけども、この右上には実績と

していろいろ書いておられますけども、利

用率が９５％かな、９5.１％というふうに

なってますが、実際このクーポン券発行し

て９５％の方が利用、９５％かな、この配

布したクーポン券の９５％が活用されまし

たいうことやけども、実際、これを実際使

っていただいて、町内のやはり売上げ減少

した店舗をお助けするみたいな感じでの今

回取組やったんですけども、効果とかはど

んな、何かつかんでおられますか。やっぱ

り売上げが減っているところがちょっとや

っぱり売上げ上がったなとかなんとか、助

かったなみたいな、そういうふうな感触は

何かつかんでおられますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  商店のほうに問合せというか、アンケー

ト調査というのはやっておりません。 

  しかしながら、単純に利用された枚数か

ら、全部で5,４６０万円ぐらいのお金は回

っていると、回っております。 

  利用状況見てみますと、やっぱり大手の

スーパー、オアシスとかカナートとか、ち

ょっと名前挙げていいのかどうか分からな

いですけど、そういうような事業者の利用

が約８０％、８０％上回る、８０％強とい

うことです。 

  考えられますのは、主に日用品とか食料

品が主になってくるかなと思います。やっ

ぱり、今まで以上にお金回るとなると、今

まで購入していなかったちょっといいのん

買おかとか、あとは衣料品とかプラスアル

ファというところ、遊興費、遊べるところ

はあんまりあれなんですけども、そういう

ところに回ったお金になってくると思うん

ですけども、やっぱりそこら辺というのは

利用はやっぱり少ないような感じなので、

直接的このクーポン券で今まで以上にお金

が回っているかというと、そこはちょっと、

そこまではなかなか至っていないかなとい

うところです。 

  どちらかというと、家庭の負担の軽減、

こちらにはもうもちろん寄与していると言

えるんですけども、なかなかプラスアルフ

ァで商店さんが潤ったというところまでは

確認ができない、できていない。難しかっ

たかなというような感じでは捉えておりま

す。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そうなんです。私も思うんですけども、

やっぱり今スーパー、そういうところでの

利用が結構多かったという結果のようでし

たけども、それどうなんですか。やっぱり、

あるところには結構このクーポン券が使わ

れるけども、いやそういった意味ではここ

の店舗にはあんまり使われてないんちゃう

かとか、何かそういうふうな、ちょっとア

ンバランスなところもあるんちゃうかなと

私こういうふうに思ったので。こういうク

ーポン券とかそういうふうなものを、やっ

ぱりどうしてもそういう傾向が出てしまう

んかなとか思ったりもしたんで。今後のち

ょっと参考にしていく必要もあるんかなと

こう思ったりもしたので、ちょっと意見を
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述べさせていただきました。 

  ありがとうございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  おはようございます。井川です。 

  成果シートの１６９ページ、同じページ

でございます。 

  新規企業さんに補助金交付１件となって

おりますけど、どこにどんな企業者さんだ

ったんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  企業さんはＬＡＩＤ－ＢＡＣＫといいま

して、余野の下中電化の前にカフェ、カレ

ー屋さん、あそこに交付させていただいて

ます。 

  内容といたしましては、店舗の改装に充

てております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかによろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  ちょっと井川委員の質問が気になりまし

て、企業支援するのは結構だと思いますが、

その場合、オープンした場合、最低何年と

かという、そういう条件あるんですか。確

かの街かど何だったかな、デイか何かのと

きにオープンしてすぐ閉めてしまったとこ

ろがあるので、そこは気になりますので条

件を教えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ５年は続けていただくということで規則

のほう、規約のほうに書いております。 

  ５年続かなかったら御返金いただくとい

うような形にしております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ちょっと質問なんですが、私の。これと

は関係なく。 

  １４１ページの、決算書の１４１ページ、

こっちの説明書に、１５９になるんだと思

うんですけども、ここの下のほうの１２に

委託料があります。これ多分ヤーコンの効

能の研究の予算だと思いますが。ちょっと

分かんないんだけど、ヤーコンの効能とい

うのは今まで全国で研究は進んでいなかっ

たという認識でよろしいですか。それと、

結果はいつ頃出るのか、お尋ねします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  まずヤーコンの粉末というのが独自の開

発ということで、株式会社ファイバーとい

うところと大阪大学の共同開発ということ

で、それの効能については、今までラット

ですか、使った実験、研究はなされておる

んですけども、人体を使った実験という、

研究というのがなされておりませんでした。

今回その研究をさせていただいたというこ

とになります。 

  報告のほうは今年の３月に既に上がって

おりまして、ホームページ、ちょっと目立

たなくて申し訳ないかもしれないですけど

も、ホームページのほうに上げております。

あと志野の里で今そういう関連の、ヤーコ
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ンの関連の商品扱っておりますので、そち

らのほうにも一応こういう効能がありまし

たということで、周知というか活用させて

いただいてるところでございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ごめんなさいね。 

  ということは、そんだけ目に入らないの

か。そもそも町も、打ち出すものが目に入

んないのか、私がよっぽど周りを見てない

のか、二つに一つなんですけども。宣伝し

てましたっけ、そんだけ。何にこの額かよ

く分からないんで。これは私の不勉強もあ

りますので、もっとこうしたらいいんじゃ

ないかというのは、また後々提案させてい

ただきます。ありがとうございます。 

  それと、同じく次のページのところにも

委託料が出てます。１４３ページの上。こ

れは何でしょうか。お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  １４３ページの上の委託料というのは農

×観光戦略事業というところやと思います。 

  こちらのほうは今お話しさせていただい

ておりますヤーコンの臨床研究の委託料に

なります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  では成果シート１５９ページで書いてら

っしゃる志野の里の売上金を出していただ

いているんですけど、コロナ禍にもかかわ

らず頑張っていらっしゃるなと、売上げが

どんどん上がっているのですごいなと思い

ます。 

  商品を出す出荷農家も増えている状態で

しょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  劇的に増えているということはないんで

すけども、豊能就農支援塾の卒業生で、ち

ょこちょこなんですけども、新たに就農に

携われる方が出てきてますので、微増では

ございますけども、徐々に増えてるという

ようなところでございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  志野の里のお知らせですね、ＬＩＮＥで

お友達になってたら入ってます。何かいつ

もかわいい商品の、今カボチャが出てると

か、今何が出てるというのをそれを情報を

得てるんですけど、あのＬＩＮＥは町が持

ってるＬＩＮＥじゃない、電話、多分スマ

ートフォンですよね。そしたらそのスマー

トフォンて豊能町さんが持ってはるスマー

トフォンなんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  志野の里のほうで、その運営協議会のほ

うでパソコンありますので、そちらで操作

しています。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  誰かの個人のでしてるなら非常に申し訳

ないなと思って。聞いてみてよかったです、
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志野の里のパソコンで。 

  ありがとうございました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  すみません、先ほどの成果表の１５９ペ

ージのヤーコンの件なんですけど、ヤーコ

ンの効能で、皆さんはたくさん見られて、

本当に売上げが伸びたというような、そう

いう実態はあるんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  報告書は仕上がりましたが、今年の３月。

先ほどお話させていただきました。ヤーコ

ンの出荷時期がまだこれから、今から、こ

の秋口からということになりますので、そ

の時期見計らって、もうちょっと宣伝のほ

う考えていきたいなと思っております。 

  したがいまして、今の御質問いただいた

ところで、まだそこまではいってないとい

うか、時期が違いますので、これからとい

うことになります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ヤーコン、割方知らない人がいてるんで

す。豊能町でヤーコンを主体的な生産物と

して頑張ってはるよということを言ってる

んですけれども。 

  私、金曜日の午前中にガレージセールで

１００円野菜でやってるんです。農家さん

５軒ぐらい持ってきていただいて、その中

にヤーコンも入ってるんですけど、ヤーコ

ンは本当に買ってきて置いてはるんですけ

ど。ヤーコンたしか２５０円でしたか一袋。

たしか２５０円ぐらいで、３００円か。３

００円か２５０円で置いてはるんです。皆

さん結構避けて残ってくるんです。どうし

たものか、何か売らないといけない。売ら

ないとというか、せっかく持ってきていた

だいてるので。私レシピを調べてばっとガ

レージのところに貼ったら、皆さん買って

いきはったんです、あとざっと来た人が。

だからそういうのが、料理の仕方がどうし

たらいいか分からないいう人が結構いてて、

買うことを避けておられるんじゃないかな

と思うんですけど。志野の里ではどうか分

かりません。そんなしょっちゅう行ってま

せんので。だけどそれが大事かなと思いま

した。ですから、食べ方いろんなレシピが

ありましたので、おいしく頂けることで、

もしよかったら壁に貼って、示されたらど

うでしょうかと思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  すみません、宣伝不足のところは否めな

いんですけども、今志野の里でヤーコンの

レシピとかいうのは貼り出しはさせていた

だいてるところなんです。たしかホームペ

ージもレシピ載せてたと記憶しているんで

すけども。ちょっと周知のほうがまだまだ

というところは否めませんので、今後もう

ちょっと力入れていきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  同じくその１５９ページの、この行政評

価シート、１５９ページのヤーコンの効能

の研究という部分なんですけども。せっか

くいい取組いうか研究されたと思うし、多

分こういうヤーコンそのものを特産として

いる地域いうのは結構、長野県とかあっち
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にもたしかあったんちゃうかなと思うんで

すけども、そんな地域では当然、今回豊能

町が取り組んだ、このようなヤーコンの効

能の研究いいますか、そういったことはさ

れてない。うちが初めていうか、独自の何

かやった内容ということになるんですか。

独自いうかほかに先駆けてやったという。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ちょっと今まで国内でそういうような研

究をされたというのは、情報不足かもしれ

ないですけど、我々が知る限りでは見当た

らないという。ただどこもやってないかと

言われますとちょっとそこは・・・。 

  もちろんネズミとかで、こちらヤーコン

の粉末作るときには臨床試験はやってます

けども、人体で試したというような、その

調査結果というのはちょっと見つけれてな

いような状況にあります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  それ、ほんまやったら物すごい豊能町の

アピール材料にならへんかなと私思って。

豊能町は、ヤーコンを人間を使っての実験、

実験やない、研究をしてこんな成果が出ま

したみたいな。日本で初めての取組ですみ

たいな感じで、どんどん、せっかくやから

豊能町の特産としてもヤーコンがあるし、

そのヤーコンを使ってのこういう研究結果

やから、もっとそれを使って豊能町をアピ

ールする材料に使ったらどうかなと思うん

ですけどどうでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今委員の御提案というか、確かにアピー

ルできる材料は十分あるかなと感じますの

で、今後そういうところアピールできるよ

うに、またほかの情報もちょっと入れなが

らさせて、できるところさせていただきた

いなと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  続けてすみません、行政評価シート１５

９ページ。例の志野の里の売上高が年々増

えていってると。私、ざっくり見て、これ

約２割、２割ずつぐらい増えていってるよ

うにお見受けしてますけども、それでいい

んですよね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  運営協議会、志野の里の運営協議会の決

算の資料からこれ出させていただいてます

ので、間違いないものと。今ちょっと計算

はしてないですけど、大体それぐらいずつ

増えているものと、間違いないと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そしたらこの２割アップずつしてきてん

のは、例えば令和３年もそうなるだろう、

令和４年もそうなるだろう、だんだんこう

増えていくみたいな感じに捉えられるんで

すか、今後のも。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 



9 

  今ちょっと問題になっておりますのが、

やっぱり露地栽培といいまして、外でやっ

てますので、時期的なところがあります。 

  通年通じて野菜がずっと提供できる状態

にはないのが一つ、もう一つはやっぱりち

ょっと建物自体というか、敷地の面があり

ます。今やっぱり野菜ぎょうさんそろうと

き、入ってくるときというのは、手狭感と

いうのがどうしても否めないところがあり

ます。 

  あと駐車場もちょっと問題とかも、やっ

ぱり広くないというところがありますので、

売上げ、今まではちょっと好調でずっと上

がってるんですけども、今後同じようなペ

ースで上がるかというと、そこはなかなか

難しいかなというところで、こちらのほう

ではそういう分析をさせていただいてます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  私も毎週のように志野の里に買い物行か

せてもらって、スタッフの農家の方いつも

ついていただいてます。いろいろお話も聞

かせていただくんですけども、やはり手狭

やなという。特に朝９時からのスタートで、

その９時前ぐらいに行ったら５０人ぐらい

ずっと並んで、整理券もらって私２０何番

とかそんなときもありましたけども。そう

いう状況でして、やはり朝一番というのは

非常にお客さんが殺到してるなという。そ

ういうふうな情景を何遍も見かけたんで、

そういった意味ではこの改善の方向性いう

ことで志野の里の拡充というか、あそこで

いいのかどうかは別にして、そういうこと

をしっかりと考えていかなあかんのんかな

というふうに、志野の里の店舗については

私もそう思うんで、しっかりと、それは今

後どうしたらええのか検討いただきたいな

と思うんですけども。 

  あともう一点、やはりさっき露地栽培と

おっしゃってましたけど、やっぱり同じ時

期に一斉に実る。キュウリにしてもトマト

にしても。だからその時期にだっとこう出

るけども、その時期が終わると今度商品が

もうなくなるというか、そういう商品なく

なるというふうなことになるんですいうて、

農家の方からいろいろ教えてもらって勉強

も私もしたんですけども。そういった意味

では時期をずらして、例えばキュウリをこ

の時期に植えました、この人は。でもこの

人はキュウリをちょっと時期ずらして植え

ましたとか、時期ずらすとか、あとは寒い

時期、寒い時期と言ったら語弊あるけども、

そういう時期でも野菜が取れるように、そ

ういった意味ではビニールハウスとかそう

いったものも活用してこの時期をずらして

しっかりと商品を作っていく。だからいっ

ぱい取れる時期に商品作ってもそれは価格

的には下がりますんで。だからそういう、

キュウリが取れないような時期にキュウリ

を作って売り出すと、そこそこの値段で売

り出せるとか、そういうふうな、時間差攻

撃やないけども、そんなんでちょっとうま

いこと、もうけていくいうたらおかしいけ

ども、商売していくいうか、そんなことも

よう考えていかなあかんのんちゃうかなと

こう思うんですけど、その辺どうでしょう

か。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  確かに今御指摘のとおりの状況かなと思

います。 

  今後は、やっぱり運営協議会のほうで、

そこら辺多少なりとも時期をずらすとか、

生産の調整というのは、ちょっと考えてい
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ただくようにはお話はさせていただきたい

なと思っております。 

  ハウスにおきましても、やっぱり夏のも

んを冬にとかというのはなかなか、設備の

ほうが大変なんで、例えばハウスで１週間、

２週間というふうに時期ずらすということ

は、その辺ぐらいは可能やと思います。そ

れでも全然変わってくると思いますので、

その辺の話を耕作者の方、また運営、志野

の里の運営協議会の役員の方にもお話しさ

せていただきまして、ちょっとそういうと

ころ御協力できるように持っていきたいな

と思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今の話なんですが志野の里、一般質問で、

道の駅白紙にしてこの後どうするんですか

とお尋ねしたときに、たしか何年か先にま

とめるようなことを答弁されてませんでし

たっけ。 

  何かのまち・ひと・しごとだったかな。

ちょっと私は自分の一般質問のあれ持って

きてなかったので、何年か先には一つの方

針が出るのかなと思ったんですけど。そん

な答弁されてませんでしたか。 

  勘違いかしら。 

○委員長（寺脇直子君） 

  坂田建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  都市建設部の坂田です。おはようござい

ます。 

  秋元委員の御質問、前回の一般質問です

よね。 

（発言する者あり） 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  ６月議会だったと思いますけども、その

中で豊能町の農×観光戦略推進計画がござ

いまして、それが今年度末まで一応延びて

おりますので、その中でもう一度検討して

いきたいという形で答弁させていただいた

と思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  来年の３月ぐらいには方針が出るという

ことで。どういう形か分かりませんけど。

これはこれでちょっと答弁がなかったから

確認したまでのことですので。お願いしま

す。 

  それで、さっきのヤーコンの件なんです

けども、ここにあるように効能、全国ない

のかというような質問をして、そのお答え

も自分たちのところではつかまえていない

ということなんですが、約３００万かけて

研究されて、この後粉末でファイバー社が

作ってますと。こういうところには何か特

許的なもの出ないんですか。 

  というのは、豊能町は多分宣伝して、効

果があればあるということが全国に知れ渡

っていく。いいことだけど同時にまねされ

ますわね。このところの歯止めなり何なり、

こういう特許的なところは難しいもんです

か。 

  それ、お聞きします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  まず一つ訂正、株式会社ファインです。

すみません。ごめんなさい、間違えました。 

  こっちが間違えていたと思います。すみ

ません。 

  特許の件につきましては、ちょっと不勉

強というか、そこまでまだ勉強いうか詳し

くないものなので、一遍そこら辺は今後ち
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ょっと勉強させていただきたいなと思いま

す。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ごめんなさい、ファインてたしか何かい

ろんな飲むものや体に摂れるもの作ってま

せん。ですよね。 

  ということは、そちらもこういう研究し

たからには、豊能町のこの粉末を使って商

品開発をして、要するに会社を通して売っ

てこうというふうな流れは期待はできるも

のでしょうか。 

  あるいはそこまでしていただきたいんで

すけど、ちょっとこれは無理ですか。 

  ３００万円出しました、研究しましたで

はちょっともったいないので、今後の展開

を期待します。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今その粉末はできてるんですけども、そ

れを利用して何らかの商品できひんかなと

いう開発をしているようで、今そこちょっ

と注視しているような、見てる状況になっ

ております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  では成果報告シート、１５８ページで、

豊能就農支援事業でお尋ねしたいんですけ

ど。塾生が７人、就農者が２人、新規就農

が２人というのが多分先ほど志野の里への

出荷されてる方、微増に増えたという人か

なとは思うんですけど、この方たちは豊能

町に転入していただけたんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  もともと豊能町の方おられるんですけど

も、就農支援塾卒業されて入ってきたとい

う、豊能町のほうに入ってこられた方はま

だ実績はないです。 

  その青年就農給付金の２名とかというの

は、この給付金５年間受けられますので、

去年に出てきた方というわけでもないです。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  農業形態なんですけど、農地を購入なさ

って根づいていらっしゃるのか、あるいは

購入できないけど借地でされてるのかどち

らですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  全て利用権の設定ということで借りてお

られるというのが現状です。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  いずれは購入なさって、農業を生業とし

て成り立っていけるような展望にはなるん

ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  現に農業中心でやられてる方もおられま

す。ただ、やっぱりその規模とかそれぞれ

の、兼業でやられる方もおられますので、
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そこら辺の意向はありますので、何とも言

えないところです。 

  あと、やっぱり農業だけで生計立ててい

くというのが、かなり全国的に、特に小規

模、うちのほうはそんな大規模な農地とい

う、北海道とか東北のほうみたいに大きい

農地がないので、やっぱりそこら辺の生産

性というところで、収入それだけを生業に

というのがやっぱり難しい。なのでこの新

規の就農の給付金というのも活用しながら

というところになってきます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  行政評価シートの１５６ページをお願い

いたします。 

  農業委員会運営事業という大事業名にな

ってまして、決算書においては１３９ペー

ジになります。ここの右上の主な成果、成

果いうかな、実績の中に、令和２年度にお

ける遊休農地から耕作地へと活用された農

地の面積ということで、トータル、田んぼ

と畑足してトータル三万二千何がしやから

３ヘクタールちょっとですよね、活用され

ることになりましたというふうに書かれて

あります。片や課題整理という部分では、

要因の特定ということで、遊休農地が依然

増加傾向にあるというふうにも書かれてあ

りまして、要はこの令和２年には３ヘクタ

ール有効活用される農地が誕生しましたと。

それに対して逆に毎年休耕地になっていく

部分もあるんやけど。何が言いたいかいう

と、要は休耕地がやはりなくなるほうがい

いので、その辺りどっちが勝ってるんかな

思って。この活用された、遊休農地から活

用されたほうが多いのか、その逆に遊休農

地になってしまったほうが引き算したら多

いのか、その辺りは何か調べておられます

か。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  令和２年の農地利用状況調査でいきます

と、新規発生は残念ながら4.７ヘクタール、

約4.７ヘクタールあります。解消がここに

事業評価シートに書かれておりますように

約3.３ヘクタールなりますか、弱なると思

います。ということで、令和２年度の調査

におきましては、新規発生のほうが残念な

がら増加しているというような状況になっ

ております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、休耕地がやっぱり何ぼこ

の耕作地へと活用していったとしても、や

はりそれを上回るスピードで休耕地が増え

ていってるということなんですね、そした

ら。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  残念ながらそういうような状況は間違い

ないと思います。 

  ただちょっと明るい材料というか、徐々

にですけども、やっぱり豊能就農支援塾や

ることによって、その卒業生が実際に農地

を借りられてというところで、解消されて

いるところも徐々には増えていっていると

いうのは確かです。 

  やはり、その農地を所有されている方も、

貸すというところがまだ周知が、手段とし

て自分は耕作できひんけどもそれを貸そう
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というところまで、周知がなかなかできて

へんかなというのは実感しております。そ

こで、今年からになるんですが、一応チラ

シ作らせていただきまして、ホームページ

にも空いてる農地というか、耕作できない

農地を貸してくださいということで、アナ

ウンスさせていただいてます。今ちょうど

８月から９月にかけて農地パトロールとい

うてその調査させていただいてます。推進

委員さん、農業委員会の推進委員さんおら

れまして、今遊休農地調査しているんです

けども、そこの所有者に対しまして、その

案内、チラシまいてもらうというのと、あ

とパトロールが終わってから次のぐらいに

東地区と吉川地区になるんですけども、そ

のチラシを町報と同配をさせていただこう

かなと。一定そのパトロール終わった段階

でアナウンスさせてもらおうかなという計

画をしております。 

  そういう形で農地を借りたい方結構おら

れるんですけど、貸してもらえる方へのち

ょっとアピールという、周知というのが今

ちょっと足りひんかなといってそこに今力

を入れていこうとしているところでござい

ます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  その畑を必要としている方は、需要やね、

結構あるんやないうこと聞いて、私はまあ

うれしいなと思うんですけども。そういっ

た意味ではしっかりと、この畑、田んぼ貸

してくれませんかいうアピールをしていく

いうことで、それは結構効果出そうですか、

それやったら。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今ちょっと即に、すぐにというところが

なかなか難しい状況という。遊休農地でも

すぐに農地にできるような荒れ方やったら

いいんですけども、やっぱりもう遊休農地

とはちょっと言い難いような、山林化しつ

つあるようなところも中にはあります。や

っぱりこの農地、皆さん貸そうかというと

ころというのは、やっぱりちょっと言葉い

いんかな、へんぴなところ、ちょっと水が

取れへんとか、ちょっと農道に接してへん

とかというところは、比較的遊休農地、比

較的じゃない、遊休農地、やっぱりそうい

うところから発生してきますし、貸そかと

言わはるんですけど、今度借りる側として

もなかなかそこって入っていきにくい。ま

してそういう経験がない方なので入ってい

きにくいという。今そこら辺でジレンマと

いうか、出てくる農地と借りたい農地がう

まくマッチングできないというところの問

題が出てきている。また、貸すときにもや

っぱり耕作できる状態にせなあかんので、

もう放棄、耕作を放棄してしまった方が、

耕作できる状態にお金をかけてやるかとい

うところの問題もありますので、そこら辺

も、どういう施策が今後できるかというの

が、そこちょっと課題かなというか、今後

我々が考えていかなければならないところ

かなというところで認識はしています。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  何かこの農地もそうやけど、空き家もそ

うやけど、やっぱり必要とする人はおるけ

れども、なかなかその提供する人がいてな

いみたいな空き家のほうもそんなふうな事

情も聞きましたけども、こっちも一緒なん

ですね。 
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  いろいろ課題あるけども、それうまいこ

と乗り越えてもらわんとあかんなと。やは

りこの豊能町の産業の大事な、基幹産業い

うたら言い方悪いけれども、農業でもある

し、そこしっかりやはり手入れていかなあ

かんなと思いますんで、引き続きちょっと

頑張っていただきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  では、成果シート１６６ページ、森林整

備事業で、実績を上げていただいておりま

す川尻と余野の山で5.５１ヘクタールの整

備をされておりますけれど、これは共有林

なんですか。 

  それと、環境税でこれをなさったんでし

ょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ちょっと今手元に資料ございませんので、

確実かどうか。僕記憶している限りは私有

林やったような気がしてます。また後でち

ょっと調べさせていただきたいなと思いま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  では後ほどでよろしいでしょうか。 

（発言する者あり） 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  すみません、追加で。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  環境税を使ってやっている、整備されて

いるかという御質問に対しましてですが、

今回のは国の交付金でありまして、環境譲

与税というのは使っておりません。 

  令和３年度、今年は環境譲与税のほうを

利用しまして、計画の基本方針の策定です、

森林の整備の基本方針の策定と、２００万

円ぐらいで間伐のほうを、そちらは森林環

境税を利用してやる予定にしております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  では次行きます。 

  成果シート１６７ページです。野生鹿の

被害防止事業です。 

  こちらは獣害柵の設置をされております

けど、これに対しての補助ということにな

っております。この獣害防止の柵は仕様は

自由ということになってるんですか。 

  いろんな柵があると思うんですけど、こ

の仕様は自由で、その使ったお金に対して

の幾らの補助という感じの補助制度にされ

てるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  柵に関しましては、設置のほうを今保管

しているのが、何ぼや、２７台あるんです

けども、そちらのほうは猟友会さんのほう

通じまして、町内の山林に配置していただ

いているということです。 

  報奨金につきましては、その捕獲された

頭数によって報奨金を渡している。あと見

回りの分として、定額で見回りと柵の設置

移動、というところを猟友会さんのほう

で・・・。 

（発言する者あり） 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  補助のほう。すみません。 

  今、柵のほうじゃなくて有害の柵ですね、
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電柵とか個人さんがやらはったやつのほう

ですね。 

  一般的に、有害獣が入ってきいひんよう

な防止柵、電柵もそうですし、あんまりお

られないですけど漁網とかというような分

も対象にさせていただいております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  この報告の中に、被害面積とか被害件数

とかないんですけど、それは調査はされて

ない状態ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ちょっと今手元にございません。報告は

受けてるということで、今手元にございま

せん。すみません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  報告は受けててここには載せてないだけ

で、ちゃんと把握してますよということで

すね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  そういう理解でいいです。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  では、次行きます。 

  成果シート１６８ページです。内水面事

業で、多分鮎つかみ取り体験はコロナ禍の

ためできなかったということなんですけど、

この、小さい枠といったらそうなんですけ

ど、１万4,０００円は何に使ったお金でし

ょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  基本的にここの内水面事業といいますの

は、東能勢の漁協の事務局も町のほうで持

っておりますので、そちら事務局のほうで

使った通信費でありますとか消耗品という

ところになります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  行政評価シートの１６６ページ、先ほど

の森林整備事業です。間伐を実施というそ

の部分の関連の、ちょっと質問をさせても

らいます。 

  これ、間伐をした木といいますのは、こ

れはどんなふうにその後活用いうかされて

るんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今間伐を行っている伐倒木につきまして

は、やっぱり豊能町の場合、地形が急斜面

とか狭小地というところのなってくるとこ

ろが多くて、なかなか商品的の価値が出て

こないということもございまして、今は林

地残材という呼び方してますけども、山林

に放置しているという状況なので。ただ放

置と言いましても、今伐倒してへん木もあ

りますので、もちろん枝とか等分に切って、

邪魔にならへんようには置いていますけど

も、今運び出すというところはやはり採算

性のところで合わないので、山林放置とい



16 

うところになってます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  もったいないなという気もしてるんです

けども。と言いますのは、まだ今も続いて

る思うけど、ウッドショックいうて世界的

に材木、木材かな、の価格が物すごい高騰

してまして、そういった意味で豊能町いっ

ぱい木生えてるから今チャンスやなと私思

ったりもするんやけど、切って切って切り

まくってそれを売ったらその経費回収でき

るんちゃうかなとか、さっき結構お金かか

りますねん言うてはったけども、できるん

ちゃうかな、チャンスちゃうかなとかも思

ったりもするんやけど、その辺りどうお考

えですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ウッドショックのほうですが、一応これ、

端発したんはアメリカのほうで、コロナ禍

の対策として住宅ローンの減税したこと、

あとコロナ禍で郊外に家建ててそっちで在

宅ワークされるというようなことで、急に

需要が高まったというところで、輸入材が

減ったというところに起因してるというと

ころであります。 

  今回の間伐材というところになりますと、

やはり住宅を建築するときに使える材料か

というところがありますので、なかなかそ

このウッドショックとこうリンクができる

ような材料じゃないというところがありま

す。 

  そういうところで、なかなか利用できる

状況にないという現状でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  すみません、戻りますけれども、遊休農

地の件で質問します。 

  １５８から、１５６ページにもあります

けれども、その遊休農地の件なんですけど、

なかなか減らないいう話もありますけれど

も、個人個人が、退職者の方が結構農業し

ようということで、個人で交渉して借りて

る方も結構多いんです、私の知り得るとこ

ろでは、作っておられる方。結構そういう

のであちこちに持っていっておられたり、

家族の、配られたりとかそういうので、何

ていうかな、楽しんでやっておられるんで

すけども。希望ケ丘でも農地を２畝、田ん

ぼ借りてできましたというて言うてはる人

もいてます。そういうようなことで、楽し

く作っておられる方が多いので、そういう

ところはまだ把握はされておりませんよね。

ただここでは遊休農地を皆さんに使ってい

ただくいうような周知的なことは、ここで

はやっておられるんだと思うんですけれど

も、その点はいかがですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  遊休農地、すみません、農地の利用状況

調査といいますのは、誰が借りてるとかと

いうところは見ておりません。今の現状を

見てますので、例えば、その今知り合いに

借りてやられてるというところは、遊休農

地には入ってきてないはずです。ただ、今

委員からおっしゃられてた、個人で借りて

というのは正式な方法ではないので、なか

なか周知するとかというのはうちのほうか

らはできる立場じゃないです。 

  あとやっぱり問題なのは、やりたい人っ
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て結構特に、まちの人という言い方がどう

か、適切かどうかは別としまして、やっぱ

りやりたい方って結構おられるんです。た

だやっぱりそこ耕作ができひんというのは、

やっぱり法律というか、農家でないと借り

れないというところがありますので、豊能

就農支援塾ということをやり始めて、ある

一定技術を身につけてもらって卒業した方

が、一応いきなり農家ではなくて、準農家

というような豊能町独自の、大阪府にも準

農家ありますけども、豊能町独自で準農家

というような形で、農地を一定借りれるよ

うな施策を今までやってきて、それがちょ

こちょこ今そういう方々が遊休農地なりを

借りていっているという状況になります。

だから普通の、そういう農家とか準農家で

ない方が農地借りるということは法律上で

きないので、そこはちょっとネックかなと

いうとこがあります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  こちらの決算書の１４７ページの、先ほ

どのこちらの報告書の１６６ページの森林

整備事業の現状ちょっとお尋ねしたいんで

すけども。たしかナラ枯れやら何やら前取

り組んでいたと思います。今のこの整備事

業というのは、そのナラ枯れとかあるいは

倒木を中心にしたものなのか、そうではな

くてここに書いてあるように、手が入らな

いから代わってしましょうという方向で動

いているのか。豊能町ナラ枯れは、もう全

部、一応目立つところは切ったのかどうか

お尋ねします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今ナラ枯れとかという話ございました。

こちらのほうはもうほぼほぼ、というか解

決しておりまして、もう整備できてるとい

うような認識しております。 

  森林整備のほうはやっぱり間伐、そのま

まほったらかしというのが今までやっぱり

長年あったので、そこら辺の間伐とか、山

いろいろ機能持ってますので、そこを災害

起こらへんような形で整備していかなあか

んかなというところで今やってるところで

ございます。だから間伐とかというのがや

っぱり中心に、今のところは中心になって

いるような現状であります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  前、千葉でしたね、台風が来てざっと木

が倒れてきてえらいことになって、何年前、

二、三年前だったかな。豊能町も結構そう

いうふうな、山とか林の中走る道がありま

すので、そういうところ十分注意していた

だきたいと思うし、単純に高台寺登る道は

大丈夫かなというのが幾つかありましたん

で、ちょっと全体見回るのは大変なお仕事

でしょうけどもよろしくお願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  決算書の１４５ページ、主要成果報告書

の１６５ページの森林管理事業であります

けれども、先ほどからまあいろいろ利用と

かいろんな方法、質問あるんですけども。

これ豊能町はほとんどが民有林なんです。

だから、そうすると町が積極的に民有林、

民有地を、に対して働きかけて、やっぱり
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適正な利用、有効な利用をやっていかなあ

かんと思うんです。この前も問題になって

る戸知山の件もそうですけども。だからき

ちっと住民さんのために有効を図れるよう

な体制を整えるいうことは基本やと思うん

です。だから、あんなばかみたいな訴訟が

起きたりなんかするようなことなく、やっ

ぱり住民と一体なる町の行政、その推進を

図らなかんと思う。そうすると今もう、こ

の前も一般質問しましたけど、土地がむち

ゃくちゃ安なっとると。中国人も買いに来

とると、そういうようなこともありますん

で、やっぱり個人の土地も町の土地であり

国の土地であります。そういう意味では有

効活用できるような、やっぱりきちっとし

たそういう法整備もせんと、この間みたい

なばかな無駄な金を使うというようなこと

になりますんで。その辺今後積極的に法整

備、特にこの間言ったように残土処分とか

そういうようなことも考えて、ほかから圧

力がかかってくると。それを住民と一体に

なってこの土地の有効利用を図るような法

整備をせなあかんと思うんですけども、そ

の辺積極的にやってほしいと思うんですけ

ども、どうですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  森林の今整備が行き届いてへんというの

は全国的な問題でございまして、ほったら

かしにすんのがちょっとそこはやっぱり災

害防災の観点からも問題があるということ

で、国のほうで環境森林、すみません、森

林環境譲与税という制度で、何年からやっ

たかな、皆さんからそういう税を徴収して、

それを各市町村、山の面積とか人口割とか

あるんですけども、それで分配していって、

その中で森林を健全に整備しろというよう

なことで、そういう環境譲与税というのが

創設されました。今後はやっぱりもちろん

そういうお金が入ってきますので、健全に

守れるように、今計画のほう策定しており

ますけども、まずは人が入るところから、

いきなり山の奥やってもあんまり意味ない

ので、人に関わるようなところから整備し

ていく計画を策定していってる途中にあり

ます。そういうような形で計画的に環境譲

与税を使いながら森林整備のほうを進めて

いく予定でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  もちろん国の体制、国もやっぱりそうい

う森林保護いろんな面でやっていきますけ

ども、今まさに地方分権の時代になって、

我々のまちは我々でという方向にいってい

るわけです。ええとこ取りでええとこだけ

やったってあかんので、やっぱりきちっと

自分らの自己責任で、やっぱり我々、住民

と一緒になってこのまちをどうするか、こ

の山をどうするかやっていかなあかん。今

僕が言うたのは個人の山が多いということ

が基本なんで。じゃあ個人の山を町が一体

となって有効利用かつほかからの圧力がか

からないような、やっぱり基本的な法整備

はきちっとせなあかん。この間の土砂法の

ほうで、そうです。だから住民と一体にど

うなれるかということが基本やと思うんで

す。今言われた土地の整備、保全それはよ

う分かる。これを、ほかが来て圧力かかる

いう部分では、そういう保護するようなこ

とを協力的にやっていかんと、なかなか外

圧もあるし、その辺をきちっと法整備せん

と。言うて悪いですけども、安もんの土地

を買いあさる業者というのはまともな業者

は少ないから。そうすると、やっぱり今回
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みたいに町が何にもでけへんでですね、あ

あいう形になるんで。無駄な金使て５００

万も払て。だからそういうことにならんよ

うに、今後法整備も含めて住民さんとのそ

ういう協議会みたいなものもつくってもえ

えと思うんです。そういうことも含めて、

積極的に対応してほしいと思いますんです

がどうですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  都市建設部の坂田です。 

  豊能町のほうでも平成２６年２月に大規

模な建設発生土の崩落事故が発生しており

ました。それで今回の一般質問、土砂条例

のときにはちょっとお答えできなかったん

ですが、今現在、建設、山を切り砕いて建

設発生土の発生から埋立てのそういう一連

の流れにおいて、適正にその処理を推進す

るために、全国一律に適応される最低限度

の基準を設定しようということで、その建

設発生土の適正処理に関する法律の制定と

いうものを平成３０年度から近畿ブロック

知事会、１０府県知事でやってる、あるん

ですけども、豊能町のほうもそちらのほう

に今要望したりしてるんですが、そちらの

ほうが国に対してそういったものなどが抑

えようということで、今年度もこれから、

多分１０月か１１月ぐらいに要望していく

ことになるかと思いますけども、そういっ

た形で、全国一律のそういうものをやって

いこうということで、法整備の要望をして

いっておるところです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  国は国のいろんな規制、それから整備が

あると思うんです。だから町としては、今

後我々のまちをどうするか、我々のまちは

我々でという形でやる形で、やっぱり対症

療法では駄目です。やっぱり根本的な、完

全治療というか、そういう法整備が必要や

ないかなと思うんです。この間みたいな、

示談でしょうもない５００万払うような、

ああいうばかなことしないように、その辺

を事前にやっぱりきちっとした対応、適応

じゃなくて対応をしてほしいと思いますが、

町長どうですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。 

  森林それから農業も含めてですけれども、

課題がたくさんございます。 

  今、法整備というところですけれども、

その法整備の部分として、土砂条例であり

ますがそういう部分はある。その中では抜

けがあるというのが現実にあると思います。

それから我々も他責といいますか、本来は

国の施策というところで構築されてきた内

容が、今現在において森林などは放置がさ

れてる、または維持ができない状態になっ

てきている。そこで慌てて国のほうも森林

の保全、それから所有者不明の森林もたく

さんあるというところで、そういうところ

も調査をしていくという形で、今後国のほ

うの方策として、こういう方策が望ましい

というのが出てくると思います。我々のほ

うも先手を打ちながらということで、豊能

町の場合では民有林ではありますけれども、

一部のところは共有林というところで管理

をされているところもありますし、それか

ら主宰者というところでは、やはり森林組

合の方々も含めてですけれども、高齢化で

なかなか進まないというところの実態もご

ざいますので、それらを踏まえて農林商工

のほうと協議をさせていただいて、そして

受益者または本来お持ちの方々の今後の在
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り方というのもしっかりと協議をさせてい

ただきたい。そこで抜けてる法があれば条

例でつくっていくということも、もちろん

していかないといけないと思いますので、

皆さんの御支援よろしくお願い申し上げま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  町長おっしゃったように受益者に対して

プラスになるような、住民の、ここの住民

のプラスになるような対応。だから長期的

な展望に立った対応が必要であって、根本

的なそういう方針を立てていただく、これ

を要望しておきます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  成果表の１６５ページ、決算書の１４５

ページをお願いします。 

  森林管理事業のところなんですけども、

先ほども出ておりましたが鳥獣保護などの

問題がずっと毎年のように出てきておりま

す。私も最近聞いておるんですけれども。

森林組合の高齢化とかいろいろありますが、

狩猟、狩猟資格持っておられる方の高齢化

も聞いておりまして、そこでこういう、捕

獲するのにも大変な作業なので、そういう

狩猟者の養成の補助とかいうようなここに

は２３万9,０００円上がってますけども、

全くそこには入っておりませんのですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今委員からお話いただいた分につきまし

ては、ここの森林のところではございませ

んで、評価シートのほうの１６７ページ、

計算書は１４７ページの部分になります。 

  事業としましては野生鹿、猪等農林業被

害防止事業というところで、その狩猟免許

を取得される際に講習があるんですけども、

そこの講習費用を全額負担いうか補助する

というような事業あります。令和２年度に

つきましては、残念ながら利用されて狩猟

免許を取得された、講習料の助成を利用さ

れた方はおられませんでしたが、ここの事

業の中でそういう講習を受けるための費用

を補助、助成するという、全額ですけども、

講習料を助成するという事業はここにあり

ます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  周知はホームページなどでされているん

ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  すみません、残念ながら今のところやっ

ておりません。 

  そこら辺の周知につきましても、ホーム

ページとか広報で機会あればやっていかせ

ていただきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  お願いいたします。 

  遊休農地とか、そういう就農支援で頑張

ってやっておられる方々に対してもこうい

う鳥獣被害いうのは大変困難なことで、困

っておられるいうことですので。食べられ

てしまった、せっかく作ったのにいうこと

がありますので。その点についてはやはり
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周知して資格取りたい人がよく分かるよう

にぜひお願いいたします。周知のほうよろ

しくお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  観光事務事業も範囲に入ってましたね。 

  成果シートの１７０ページ、お願いしま

す。決算書は１４９ページになります。 

  この事業名、小事業名、観光事務事業と

いうふうなことで書かれてありまして、実

績が右上にいろいろ書いてございますけど

も、観光協会への補助金とか、妙見口のト

イレの維持管理費とかいろいろございます

けども、要はこれ観光関係に絡んでる費用

だとは思いますけど、まず１点目はこの４

２３号線、国道、ずっと南から上ってくる

と、このちょっと箕面と豊能町の境目をち

ょっと超えたとこらへんに、ようこそ、よ

うこそやったかな、豊能町に、黄色い看板

がございましてね、あれが結構何かもう汚

れてるんですけども、あれはまあ観光協会

の持ち物やから豊能町がどうこうすること

はできへんのかなと思うけど、あの辺りち

ょっときれいにしたほうがええんちゃうか

みたいな、そういう御意見を頂いた方もい

らっしゃるんやけど、その辺りどうなんで

しょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  御指摘ありがとうございます。 

  ちょっと観光協会のほうと相談させても

らって、予算とか誰がするかという問題あ

ると思うんですけども、そこら辺ちょっと

観光協会のほうとちょっと話はさせていた

だきたいなと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  それと、これも観光に絡むことですけど

も、私ちょっと若い頃ワンダーフォーゲル

言うかね、山登るいうそういうクラブに入

ってたこともあって、この近隣の山を制覇

したいと、６座いうかね、青貝山とか天台

山とかいろいろあります。全部制覇したこ

ともあるんですけども。それでちょっと感

じる部分が、そんときに一緒に山歩きされ

た方からの声とかもあるんやけども。案内

板といいますか、そんなんがちょっと不備

いうか大分壊れかけてるとか、そういうの

も何かちょこちょこ見受けられるいうなん

もございますんでこれは非常にちょっと由

緒あるものやなみたいな、そういう部分も

実際吉川のほうにあったりも、何やったか

なあれ、雷が落ちた松、何とか松いうんで

すけど。それも何も説明の何かこんな建て

書きみたいなそんなんもないし、雷が落ち

た松あっこですよみたいなそんな案内板も

ないしで、そういった意味で結構皆さんが

山登って見に行ったりできるようなそうい

うものがいろいろあるんやけども、そこの

案内するその立札いうかそんなんがちょっ

とまだまだ不備なんかなみたいな、そんな

んも見受けられたり、コースがこっち行っ

たらええのかこっち行ったらええのか分か

れへんとか、そんなんもあったりして、そ

の辺りの整備もやっぱり観光で人に来ても

らって、それ山歩きの観光かも分からんけ

ども、そんなんでもやっぱりしっかりやっ

てもらおうというふうな思いがあるんやっ

たら、そういう部分もしっかりと手を加え

ていって、やはり多くの人に来てもらう、
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楽しんでもらう、要は交流人口増やすとい

うことにもつながる思うんで、その辺りも

しっかりと、この観光の部分でもちょっと

手入れていかなあかんのんちゃうかなと、

このように思うんですけどもいかがでしょ

うか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  案内版につきましては、確かに過去に設

置してそのままで、ちょっとぼろぼろにな

ってるとか、分かりにくいというところは

確かにあると思います。 

  そこら辺、観光協会さんやっぱりそんな

に潤沢でないんで、予算が。やっぱり徐々

にやっていっておられて、なかなか一遍に

整備ができないというようなところもあり

ます。 

  今年されようとしているのが、山ん中で

はないんですけども、案内板、字書くとい

うのも一つの、案内板大きいの、由緒ある

史跡とか書くのも一つなんですけども、今

考えておられるのは、今年多分されるとい

うことで聞いてるんですけど、ＱＲコード

で読み取って、説明書がスマートフォンに

出てくる。それって結構そんなに難しいこ

とではないような感じで聞いておりますの

で、観光協会さんそういうところで今取組

始められておられます。 

  今頂いた御意見、山の中の道路標識がち

ょっと見にくいとかもちろん十分承知で、

観光協会さんの役員の方も歩かれて、ここ

整備せなあかんな、ベンチを整備せなあか

んなとかいうのは十分認識されております。

今伺った意見も、またお伝えしときます。 

  一遍にはいかないと思いますけども、

徐々に整備できるところ、観光来ていただ

いてその方に優しい観光のやり方というの

は、今後徐々に、今もやっていただいてい

るんですけども、そこら辺も町としてもで

きる限りの支援、協力はしていきたいと思

っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  今おっしゃったコースの案内板というか、

それのＱＲコードいうのはもしかしてあれ

かな、箕面森町のあっちのほうの山ん中の

案内板はそんなんやったんかな、ちゃうか

ったかな。ちょっとごめんなさい、ごめん

なさいね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今その森町の山の辺はちょっと存じてな

いです。今観光協会でやろうと思われてる

ことはその山のではなくて、まち歩きとい

うか、例えば神社とか史跡があってこう巡

れるところで、ちょっと説明が欲しいなと

いうようなところを考えておられてる段階

です。 

  やっぱり順序としてはそっちのほうが優

先度高いというか、観光、巡られる方が多

いところを先にやっていこうかなというと

ころなんで、山まではまだ考えてはおられ

ないんですけども、そういう話、今日聞か

せていただきましたんで、お伝えして、

徐々にやっていっていけるところからやっ

ていっていただきたいなということで伝え

ときたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  今ぱって思い出したんやけども、千早赤
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阪やったかな、行ったときにあそこお墓が

あって、そこにそういう何かＱＲコードで

ぱっとスマホでやったら、あれ何か動画か

何かで説明されてるようなやつがあったよ

うな気がしますねんけど。せっかくＱＲコ

ードでやるねんやったら、そういうのもち

ょっと取り入れてやったらどうかなと今一

瞬ぷっと思ったんやけど。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  ちょっと同じ答えになると思います。 

  観光協会さんにはこういうのあるでとい

う、コンテンツあるよというか、こういう

のやってはるよということはお伝えさせて

いただきたい。あとどう対応されるかとい

うのはちょっとまた観光協会さんのほうに

お任せということで、取りあえずここでは

そういうことでお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

○委員（寺脇直子君） 

  そしたら私だけ、私から１点。 

  成果報告書の１５８ページ、決算書の１

４１ページのとよの就農支援塾事業なんで

すけど、これ令和決算も全てでこれ特定財

源なんですね。その横に要因の特定といっ

て後継者の問題、高齢化、担い手不足問題、

生産者の意識改革、財政面での問題という

この三つの今の現状についてちょっとお伺

いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  やはり後継者不足というのは、何ていう

かな、全国的にというか、問題で、やっぱ

り若い人が外に出ていってしまうとか、後

継いでくれる方がおられないというのが、

これちょっとどうしようもないような状況

です。 

  なくそうというのはもちろんさせていた

だいているんですけども、どんどんやっぱ

り高齢化されて耕作していないというのが

状況です。そこを打破するために、やっぱ

りやりたい人、そこはおられますので、そ

ういうところを支援するために支援塾とい

うのを開校させてもらってます。その担い

手になっていただけるような方を養成しよ

うということでやらせてもらってます。 

  今そういうような状況で、今年に関しま

しては受講生ちょっと一気に増えまして、

１７名の方が受講していただいている。そ

ん中で就労につながるのがどれだけいてる

かといったらまた別の問題になってくるん

ですけども、一応関心、知り合いの知り合

いで教えてもうてこんなんがあるというて

だんだん増えてきてるような状態、状況で

す。 

  ただ受入れ側としてはもう１７でやっぱ

り多い、多過ぎるという問題もありますの

で、もうそれが今の状態ではいっぱいいっ

ぱいかなというところです。 

  先ほども申しましたとおり、借りたい人

はいてるけど貸せる農地が出てこないとい

う問題があるので、そこのバランスがある

かと思います。 

  財政面的なところに関しましては、やっ

ぱりビニールハウスの助成金とかというの

が望まれてる方がやっぱり多いです。そこ

に対して十分に支援できるかというたら、

やっぱりそこで財政面のところもあります

し、あともう一回戻りますけど、新規就農

者、やっぱり就農するためにはある一定初

期投資といいますか、農機具の購入、安価

なものではないですので、そこがネックに

なってくると思います。そこへの助成制度
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というのは原課としてはあったほうがより

トータル的に、就農支援塾だけやって何ぼ

卒業生つくっても、そこが就農につながれ

へんかったら意味ないので、そこの一体的

な流れで、就農支援塾すんねんやったらそ

この就農、新規就農に関してどうサポート

していくかというところの予算とのリンク

は必要かなと思います。 

  予算についてはそういうような状況です。 

  今現状としてはそういうような状況かな

と認識しております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  今農機具とかが非常に高くて支援が必要

だということなんですけども、一番高いと

いうか、どれぐらいの金額なんでしょうね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  その規模とか機械の大きさによってもう

全然ピンキリですんで、ちっちゃい耕運機

とかやったら二、三十万とかであるんです

けど、そんなんでこう実際田んぼ耕せるか

というたらできないです。やっぱりそれな

りのトラクターといったら７０万、８０万、

１００万とかというレベルになってくるの

で。耕運機一つ、耕運機じゃない、トラク

ター一つとってもそういうような状況です。 

  規模によって、最初はやっぱり小さいと

こからやらはるんですけど、だんだん軌道

もし乗っていって耕作する面積どんどん増

やしていったら、それなりの設備、機器と

いうのは必要になってくるかなと。そこは

ちょっと規模によって違いますので一概に

は言えないです。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  ないようですので、一度ここで暫時休憩

いたします。 

（発言する者あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  次は１５０ページの土木費から１６２ペ

ージの消防費までと、２０２ページの災害

復旧費から２０６ページの予備費までを御

説明願います。 

（発言する者あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  そしたら再開は１１時１５分とします。 

（午前１１時０４分 休憩） 

（午前１１時１５分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  先ほどお答えできなかって保留させてい

ただいていた部分の御報告させていただき

たいと思います。 

  まず、森林整備につきまして、その森林

整備したところにつきましては、民有林か

公有林かというようなところですが、全て

民有林ということで令和２年度はさせてい

ただいています。 

  ２点目、農業被害の面積とかというお話

です。最新値が現状値で分かっております

のが平成３０年度、ちょっと数年前なりま

すけども、そのときで被害の面積は１５５

アール、被害金額としまして２７３万円、

こちらが平成３０年度ですが、こちらのほ

うが一番最新の状況の報告としては上げて

る数字でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは次に、１５０ページ、土木費か

ら１６２ページ、消防費まで順次御説明を
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願います。 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村です。おはようございます。 

  それでは私から、まず建設課で担当して

いる部分、ちょっと決算書前後するかもし

れないですけれども、報告させていただき

ます。 

  決算書の１５３ページ、事業評価シート

の１２８ページをお開きください。 

（発言する者あり） 

○建設課長（仲村晴好君） 

  １２８です。 

  款８・土木費、項１・土木管理費、目

１・土木総務費、２の土木事務事業。これ

のうち１２の委託料４１万8,０００円は令

和３年度からの１０年間に地籍調査事業を

推進するために地籍調査事業の基本計画策

定に要した費用でございます。 

  続きまして、決算書同じく１５３ページ

の事業評価シート１２９ページ、３の土木

災害予防事業。これですけれども、１８．

負担金補助及び交付金５１８万5,０００円

は崖地近接等危険住宅移設事業で、ときわ

台２丁目の土砂災害特別警戒区域、いわゆ

るレッドゾーン内の住宅地の移転等の補助

に要した費用でございます。 

  続きまして、決算書同じく１５３ページ、

事業評価シート１３０ページ、款８・土木

費、項２・道路橋梁費、目１・道路維持費、

１の町道維持管理事業のうち、１２．委託

料、業務委託料ですが、1,３４３万9,８０

０円は道路台帳の補正業務、それから道路

附属施設の点検業務などに要した費用でご

ざいます。 

  決算書１５５ページをお開きください。

事業評価シートの１３１ページ、お願いい

たします。目の道路維持費、２の交通安全

施設整備事業のうち、１３．使用料及び賃

借料、物件使用料ですが、これが５９６万

７６０円でございます。 

  これにつきましては、道路の街路灯のリ

ース代に要した費用でございます。 

  同じく決算書の１５５ページ、事業評価

シートの１３３ページをお願いいたします。 

  目２の道路舗装費、１．道路舗装事業。

これにつきましては、１４の工事請負費、

これの主なものにつきましては町道吉川中

央線工事と余野山手線舗装工事、それから

ときわ台東２号線舗装工事で、町道吉川中

央線舗装工事につきましては、国の社会資

本整備総合交付金事業の舗装修繕事業で整

備したもの。それから余野山手線、それか

らときわ台東２号線につきましては、公共

施設等適正管理推進事業債によりまして整

備に要した費用でございます。 

  続きまして、決算書同じく１５５ページ、

事業評価シート１３５ページをお開きくだ

さい。 

  目３の道路改良費、２のときわ台駅前線

整備事業、これにつきまして１４．工事請

負費3,００５万3,９８０円はときわ台駅前

ロータリーの整備に要した費用でございま

す。 

  決算書の１５７ページをお開きください。 

  事業評価シート１３６ページ、同じく目

３の道路改良費でございます。 

  ４の光風台４丁目通路整備事業、１４の

工事請負費６６９万6,０００円は、光風台

４丁目と川西市大和東５丁目の間の通路整

備の工事に要した費用でございます。 

  決算書同じく１５７ページ、事業評価シ

ート１３７ページをお開きください。 

  目４・交通安全施設整備費でございます。 

  １の通学路等交通安全施設整備事業、こ

れの１４．工事請負費については、カーブ

ミラーの不具合箇所８基、照明灯の支柱腐

食による建て替え工事に要した費用でござ
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います。 

  少し決算書飛びます。２０３ページをお

開きください。事業評価シートの１３９ペ

ージをお願いいたします。 

  款１１・災害復旧費、項１・農林水産施

設災害復旧費、目１・耕地災害復旧費、１

の耕地災害復旧事業でございます。１２の

業務委託料４７３万7,７００円は令和２年

災の豪雨です。これにより被災しました農

地及び農業用施設の災害査定設計書の作成、

これ３３件分でございますけれども、これ

に要する費用でございます。 

  １４の工事請負費は令和２年災の災害復

旧工事と平成３０年災の木代地区土石流災

害復旧工事に要した費用でございます。 

  決算書の２０５ページをお開きください。

事業評価シートの１４０ページをお願いい

たします。 

  同じく災害復旧費の公共土木施設災害復

旧費でございます。１の公共土木災害復旧

事業１４の工事請負費につきましては、平

成３０年災の宮浦川災害復旧工事に要した

費用でございます。 

  建設課からは以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。おはようござい

ます。 

  では、私のほうからは都市計画課のほう

にて、例年と違っている部分を主に説明さ

せていただきます。 

  まず決算書の１５９ページ、事業評価シ

ートの１４６ページをお開きください。 

  ８．土木費、５．都市計画費、１．都市

計画総務費、２．建築物管理事業の１８．

負担金補助及び交付金のうち、耐震診断補

償については、５件で２５万、耐震設計改

修補助については１件で５０万で、昭和５

６年５月末以前に建築された旧耐震の木造

住宅の耐震化に要した費用でございます。 

  続きまして、決算書１６１ページ、事業

評価シート１４９ページ、８．土木費、５．

都市計画費、３．公園費、２．公園緑地街

路樹等管理事業の１２．委託料の業務委託

料5,８４７万７８７円で、主なものは５地

区、ときわ台、東ときわ台、光風台、新光

風台､希望ケ丘の公園緑地街路樹の管理業務

となっております。 

  続きまして、決算書１６３ページ、事業

評価シート１５１ページ、４．自転車駐車

場運営費、１．自転車駐車場管理事業、１

２．委託料２９９万8,５６８円のうち、２

６９万5,０００円は光風台第１自転車駐車

場を閉鎖し、第２、第３駐車場へ移転する

ための実施設計業務に要した費用でござい

ます。 

  こちらまた少し飛びますけども、決算書

２０５ページ、事業評価シート１５３ペー

ジ、１１．災害復旧費、２．公共土木施設

災害復旧費、２．公園施設災害復旧費、１．

公園施設災害復旧事業のうち、１２．委託

料９６８万9,９００円は、一昨年７月の豪

雨により被災した緑地の測量業務と詳細設

計業務に要した委託料です。また、１４．

工事請負費9,９００万2,２００円について

は、その被災した緑地の応急復旧に要した

工事費でございます。 

  都市計画課からは説明は以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  萩原総務課長。 

○総務課長（萩原哲也君） 

  総務課、萩原です。どうぞよろしくお願

いします。 

  私のほうからは決算書１６３ページ、そ

れから事業評価シートの４９ページになり

ます。消防費、消防費の目１・常備消防費

の消防広域化事業になります。 
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  １８の負担金補助及び交付金の消防事務

委託負担金としまして約２億9,７００万を

支出しております。それからこの中には町

の負担分としまして、退職金分、これは旧

豊能町職員１名分と、箕面市職員の２名分

になるんですが、これが約1,８００万、そ

れから車両の更新としまして、ポンプ車２

台、それから積載車１台分の車両の更新に

かかる費用が1,３７０万、これを含んだも

のとなっております。 

  続いて決算書１６４ページ、それから評

価シートの５０ページ、目２・非常備消防

費の１、消防団活動事業になります。これ

は消防分団の車両更新事業としまして、１

７．備品購入費、機械器具費などから1,３

１９万5,０００円を支出しております。こ

れは余野分団の消防ポンプ車を老朽化に伴

い買い換えたものでございます。 

  総務課からは以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  おはようございます。行財政課、山内で

す。よろしくお願いいたします。 

  私のほうからは交際費と予備費について

御説明させていただきます。 

  決算書２０７ページ、主要施策成果報告

書１１ページを御覧ください。 

  公債費償還事業の元金及び利子でござい

ますが、償還の内訳は主要施策成果報告書

１１ページ、令和２年度、元利償還金の欄

に記載のとおりでございますので御参照を

よろしくお願いいたします。 

  令和元年度に比べまして、元金は5,３５

２万5,０００円の減、利子は４４９万2,０

００円の減となっております。 

  元金が減額となった主な要因は、昨年度

に行いました、借換債の借入に伴う償還金、

１億1,００７万4,０００円の減と、令和２

年度から元金の償還開始による5,９５９万6,

０００円の増が主な要因となっております。 

  利子の減額要因は償還額が増えることに

よる利子の減や、償還完了が増えたことに

よるものでございます。 

  また、主要施策成果報告書１１ページの

右下のとおり、町債残高は５６億9,６０６

万円で、前年度と比べまして１億6,０８２

万1,０００円の減となっております。 

  残高が減となりましたのは、元金償還額

が新規発行額を上回ったため、残高が減と

なるものでございます。 

  なお、町債残高のうち、地方交付税によ

り歳入される額は約４８億5,０００万円で、

町税などの独自財源で償還する額につきま

しては８億5,０００万円程度となっており

ます。 

  続きまして、下の欄の予備費でございま

す。主要施策成果報告書は６１ページにな

ります。 

  予備費でございますが、主要施策成果報

告書右側の３．主な成果の欄に記載のとお

り、ふたば園備品購入ほか３件に充当して

おります。 

  説明は以上になります。 

  よろしくお願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  まず、成果報告書の１２９ページ、お願

いします。これは土木災害予防事業となっ

てますね。決算書は１５３ページでして。

この小事業名で崖地近接等危険住宅移転事

業ということで、先ほどときわ台２丁目の

おうちの移転というふうなことで説明がご

ざいましたけども、要はこれレッドゾーン

のかかってるおうちの移転いうふうに説明

ございましたけども、こういうところの、
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移転をしなければならないかなみたいな、

レッドゾーンとかで、そういうところはま

だほかにもあるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村です。 

  件数自体は把握はしておらないんですけ

れども、ハザードマップでそのレッドゾー

ンにかかってるところの住宅を大体勘定す

ると七、八十軒ぐらいはあるということで、

多くても１００軒未満やとは思います。そ

ういった対象は実際は把握してないですけ

ど、そういうのはあるということで。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  これは結局費用を、移転のための費用を

出してくれるというそういう制度なんです

けども、その七、八十軒あるかもしれない

というような御家庭の方も、この移転した

ほうがいいですよみたいな、そういうふう

な声かけみたいなんはそれはどうなんです。

されてるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  直接個別に案内はさせていただいておら

ないんですけれども、ホームページとあと

広報紙、それから毎年行政連絡協議委員会

議で各自治会の自治会長さんに周知の依頼

をしているところでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  その行政連絡会議で、自治会の会長さん

にこんな制度あるよいうのは声かけはさせ

てもらってても、その自治会長さんが、自

分のエリアにレッドゾーンにかかってて、

ちょっとそういうことしたほうがいいなみ

たいなおうちは、こことこことここやなみ

たいなことは把握してはれへんかったら、

多分伝わらないのかなとかいうふうに思う

んやけど、その辺りはどうなんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  一応今の現段階では自治会長さんにお任

せしているという現状なんですけれども、

また今後町のほうで検討させていただいて、

どのような周知の仕方がいいのかというの

はまた検討させていただきます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  このレッドゾーンとかにかかってるおう

ちいうのは、多分すぐ横が山手やとか、そ

んなおうちや思うし、最近の何かこの雨の、

豪雨の状況見とったら、結構山崩れて家が、

この間もありましたよね、そういう災害が

結構頻繁に起こってるということもあるの

で、しっかりとその辺りは知ってもらう、

伝えていくいうか、それしっかりと行って

もらいたいなと思いますんで、引き続きど

うかよろしくお願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  成果シートの１２８ページです。小事業

名になると地籍調査推進事業ですけれども、

これ１０年間の計画でというふうに書いて

らっしゃいますけど、結局はこの地籍調査

をして何を生み出すのか。例えば固定資産

税に反映させるためにこれをしていってる

んですか。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  固定資産税に反映させるためというのも

ございます。あと一番大きな目標といいま

すか目的なんですけれども、大規模災害が

起こったときに、元の境界が復元が早くで

きるというそういう大きなメリットがござ

います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  すみません、今の地籍調査の関連でお伺

いいたします。 

  この評価シートの１２８ページの一番右

下、改善の方向性ということで、令和３年

度はときわ台５丁目地区に置いて云々とこ

う実施予定ということで書いてありまして、

課題となっている職員の育成については、

国や大阪府等の研修制度を積極利用という

ふうに書いておられますけども、実際これ

は調査そのものは委託業務というふうに聞

いておったんやけども、職員さんの研修と

いうのはそれとどういうふうにリンクして

るんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  確かに地籍調査行うに当たって、測量と

かあと現地の説明とか、そういったところ

は業務委託でさせてもらう予定しているん

ですけれども、地籍業務全体の司令塔とな

る者は町職員で行わないといけませんので、

その地籍業務についてのノウハウとかやり

方、それ全て町職員が知っておく必要があ

ると思いますので、それは研修で身につけ

ていきたいということでお書きしておりま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  この研修いうのは、すみません、私どん

だけの時間かかる研修なのか私分かんない

やけども、結構職員さんの数も限られてる

んで、その辺り大丈夫なんかなというふう

にも思ったんですけど、これはどうなんで

すか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  研修自体は１週間ぐらいかかるようでご

ざいます。それは何とかやりくりしてほか

の業務に支障ないようにさせていただきま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  成果シートの１３２ページ、光風台駅前

エスカレーターの管理運営事業について伺

います。 

  今これ遠隔で監視されてると聞いてます

けど、令和２年度は、何かそういうすぐ行

かなきゃいけないような事故というのは発

生したんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  能勢電さんに遠隔で監視していただいて

おるんですけれども、昨年度はそのような

緊急事態はございませんでした。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 
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  井川委員の質問でちょっと思ったんです

が、このエスカレーターの運用事業ありま

すね。五百何万かけてます。これもともと

はシルバーにお願いするより安いというふ

うな認識でなったと思うんですが、金額的

にはそんな安くない。これ何か、今回だけ

というのが入ってるのかな。前のこれ金額

ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  シルバー人材センターさんには以前駐輪

場と一緒にエスカレーターの監視もお願い

していたかと思うんです。記憶が、私の記

憶というか、資料持ってないんですけれど

も、たしか1,０００万、約1,０００万ぐら

いの委託料をお支払いしてたんではないか

なというふうな記憶があります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  そのぐらいに記憶してます。 

  だから金額的には安いんだけども、スタ

ートしたときもっと安かったんじゃないか

なというのが１個と、それから前年度より

高くなってますね、ちょっと金額。これは

どんな内訳でしょう。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  エスカレーターの能勢電さんへの監視業

務なんですけども、１８０万弱なんですが、

昨年度につきましては道路改良費の中で計

上させていただいてまして、今回こちらの

エスカレーターの管理のほうに費目移しま

したので、見た目がこう増加してるように

見えるということです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  私のほうからはこの行政評価シートの１

４１ページですね。災害復旧費ですか。公

共土木施設災害復旧事業という小事業名に

なっておりますが、決算書は２０５ページ

になります。 

  この中で４番の課題整理というところで、

課題の内容につきましては国費を活用した

災害対応にはマンパワーが必要やという。

その下には国費を活用した災害対応に熟知

した職員の不足ということと、その横の要

因の特定というところには、職員の不足い

うて上の段も下の段も書いてるんかな。何

か書いておられるんやけども、やっぱり職

員が不足いうのはもう紛れもない事実なん

ですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  少し建設課の悲鳴をちょっと書かせてい

ただいたんですけれども、災害が一度発生

しますと現地調査、それから測量して設計

して査定を受けて、査定の後工事をすると

監督になりまた検査になるということで、

物すごく負担がかかってしまいまして、そ

れやりながら他の業務、本来業務をしなけ

ればならないということで、そういう意味

で書かせていただきました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  前々から、職員が結構建設課大変苦しい

みたいなことは、前々から私、地籍調査の

一般質問したときもそんなふうなたしか話

やったかなと思いまして。 
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  こういう災害がなかったらまあええんや

けども、災害はないとは言い切れないんで、

いつ起こるか分からないのが災害やと思う

し、そういった意味ではマンパワー不足い

うのも確かやし、先ほどの地籍調査でも何

か１週間もね、空けていなくなるいうか、

職員さんがね。そんなふうなこともあり得

るんで、やはり職員の増強いうか、そんな

んも場合によってはもう十分必要な部分か

なと思うんやけど、その辺りはどうお考え

ですか、町長。 

  町長がええのか仙波部長がええのかちょ

っとごめんなさい。どっちか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。総務部仙波です。 

  職員の方々から、そういった悲鳴が上が

っているというのは重々承知している部分

もございます。ただ、一般質問の際からず

っと指摘しておりますように、本庁の財政

状況もなかなか厳しく、もちろん災害に当

たっては、当然全庁的な協力の下で当たら

ざる負えないと考えておりますが、基本的

に各課、各部のほうから人事ヒアリングを

行った上で、その適正な人員配置というの

を考えた上で、現在人員の配置を行ってい

ると考えております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今仙波部長からもありましたように人事

ヒアリング。人事ヒアリングのところから

上がってくるというところ、このものに関

してはですね、毎年この建築職の部分とそ

れから保育士さん、この方々は上がってき

てます。私も就任をしてから積極的、積極

的というか許される範囲の中で取っていく

という形で公募を実はしていただいたりし

てますけれども、その人も入ってこないと

いうのも事実でございます。今の実態はよ

く分かっておりますので、原課とともに協

議をしながら、やはり専門職というのは将

来を担う重要な職員であるというところで

すので、努めてまいりたいと思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  状況はしっかり把握いてるんやけども、

財政的なものもあってという御意見でした

けども、しっかりとね、状況は知ってはる

んやったら何とかね、対処できるように。 

  そういった意味でも私もずっと申し上げ

ましたけど、ＤＸそういったもので業務改

革をしていくというのもね、早いことやっ

ぱり、やらなあかんのかなと思うんで、引

き続きどうかよろしくお願いいたします。 

  その同じページの、同じ１４１ページの

今度は主な成果いうとこでですね、台風２

０号の災害、河川宮浦川３か所と、こうな

ってましてこの復旧工事を行いましたって

なってまして、さらにその一番下の６番、

改善の方向性というところについてですけ

ども、河川等の日頃の定期点検を強化し予

防保善の徹底を図ると、こう書いてるんで

すけども今回のこの上の台風２０号災害の

宮浦川のこの災害というのは、どうなんで

すか、予防保善という意味では、何か定期

的に何か点検をしておったら防げた可能性

があったんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  大雨が降りますと必ず河川を建設課の職

員見に行きます。少し護岸が崩れていると

か大規模な災害に発生するおそれのあるも
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のについては軽微な修繕工事ですので、そ

れはさせていただいてるんですけども、こ

の宮浦川については空石積みといってモル

タルとかで固めていない、石がこう、護岸

に積んである川なんですけれども、それは

パトロールでは分からない。大雨が降ると

崩れてしまう弱い護岸でしたので、そうい

った意味で事前にパトロールをしておって

もこのケースは分からなかったということ

でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そうですか。ということは防ぎようがな

かったということのようですけどもね。そ

れは、人間が見に行ける場所ではないとか、

そんな見に行けるんやけども人間の目で見

ても分からないというふうな、そういうふ

うな意味合いで。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村です。 

  見に行ける箇所です。見に行って正常な

護岸であったにもかかわらず大雨で崩れた

ということです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  それは、もう致し方ないのかなと、こう

思うんですけども、やっぱりこの災害を未

然に防ぐという意味合いにおいては、やっ

ぱり常日頃からのチェックいいますかね、

何か変化してないかとか、そんなんも多分

されるんかなと、この河川にかかわらずで

すね、されるんかなと思うんやけども。こ

の令和２年度でドローンをね、購入されて

ますよね。それは総務でも使いの建設かな、

のほうでも使いのというふうなことは聞い

ておりますけども、そういった意味では、

しっかりドローンとかの活用なんかも今後

考えていかれるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村です。 

  河川なんかは道から、公衆道路から見え

る河川については目視できますけれども、

川の中を入って見に行かなければならない

とか田んぼのあぜ道を通りながら見に行か

なければないとかいうところは、少しパト

ロールに手間がかかりますので、今後ドロ

ーンを使った点検なんかも、行ってもいい

んじゃないかなと私は思っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  成果報告書の１３６ページに、光風台４

丁目の道路ができたよという感じで書かれ

ております。改善の方向性として広域道路

の事業化を川西市と進めていくと書いてら

っしゃいます。これは自動車が常時通行で

きる道路のことを指してらっしゃるんです

ね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  はい。議員おっしゃるとおり自動車が通

れる広域道路を考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  今あるのを拡張ではなくて、別の場所の

ちょうど７センチぐらいのとこですよね。

違うのかな。何でもいいです。別のところ

をお考えですね。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村です。 

  今ある通路ではなくて別のところで考え

ております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  山の状況も変わってきてます、所有者も

変わってきてるし、進めていっていただき

たいな。というのは、もういつも見ても一

の鳥居抜ける道が通れないというのがあり

ますしね。ぜひ、川西さんと。すいません。

よろしくお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今の件で、所有者は吉川の方というふう

に聞いておりますけども。都市計画道路が

国道のほうにあるわけなんですけど、それ

は持ち主と相談して進めていくゆうような

ことを、１年か２年ぐらい前におっしゃっ

てたと思うんですけど。なかなか了解が得

られなくて、もっとなんて言うのか、土地

代を上乗せするような、そういうようなあ

れ話もあったように思うんですけれども。

大阪府と交渉もするということでしたけれ

ども、そういうのは進められておられるん

ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  都市建設部の坂田です。 

  まず、都市計画道路というお話がありま

したけども豊能町の先ほどお話してます車

が通れる車両が通れる道路については、豊

能町の部分については都市計画道路ではご

ざいません。川西さん側のほうが都市計画

道路になっておるということです。 

  それから土地の所有者さんとのお話なん

ですけども、土地所有者さんのほうがちょ

っと変わったというか変更になりましたの

で、まだちょっと土地の交渉、用地交渉等

はまだ、これからにはなりますけども、あ

る程度土地の所有者さんのほうからお声が

あれば、今ちょっと豊能町で待ってる状況

でして、ちゃんと相続と分けてる等の関係

で。それが進めば、また交渉のほうに、ま

た開始していきたいと考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  所有者が変わるいうのは名義が変わると

いうような話なのかな。ちょっと分かりま

せんけど、そういうふうなことも、ちょっ

と遠くから聞いたことがあるんですけれど

も。しかし、あそこは待ち望まれた道路で

早く自動車が通れるようにね、してほしい

と。救急車がすぐに大和のほうに行って病

院に行けるような、そういうような状況を

早く作ってほしいいうのは従来から言われ

てて、しかし周辺の方たちが、なかなかね、

進められないいうのも事情がありますけれ

ども、その点、今後は話は進めていくいう

ことでよろしいんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  都市建設部の坂田です。 

  交渉については土地所有者だけではなく

て川西市さんとも去年度ぐらいからですね、

協議のほうも進めております。先ほどもち

ょっと、その中で川西市さんのほうからは

都市計画道路になってる部分については、

川西市さん側のほうはもう既に市所有の土

地になっております。豊能町のほうはまだ

ちょっと、豊能町の所有にはなっておりま
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せんので、まず豊能町のほうでそちらのほ

う進めてからになりますよね、という形で

川西市さんのほうからはそういう話を受け

ておりますので、土地をまず取得するのが

まず先決かなと思ってますので、その辺は

川西市さんのほうでまた別で一の鳥居のほ

うに舎羅林山というところの道路が府道豊

能池田線につながるという話も出ておりま

すし、あと国道４７７も１１０ミリで今通

行規制かかります。連続雨量でかかります

が、それが道路の防災整備によりまして１

５０ミリになるという形でも、数年かかり

ますが、なっておりますのでその辺受けて

広域道路については慎重に検討していきた

いと考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  舎羅林団地が中心なって、今物流センタ

ーの方向で今進められて来年度ぐらいから

何か工事が進むということ聞いております

けれども、そうなるとまた道も、そういう

ふうに便利になっていく分があるのかどう

か分からないんですけども、豊能町に入る

道の方が狭いのに、あそこに大きな車両が

入ってくるいうことになるいうことをね、

危惧されていて川西側のほうからもそれを

心配してくださってる方いてます。その点

で十分ね、豊能町も把握されてですね、話、

川西市との話もしっかりとしといていただ

きたいなと思います。そこはこれからのこ

となんですけれども、それは一つお願いい

たします。 

  それともう１点、ごめんなさいね。１３

７ページ、シートのほうです。１５７ペー

ジ決算書なんですが、ここに通学路交通安

全整備事業があります。常日頃から頑張っ

ていただいてると思うんですけれども、東

と西の事情が違いますので、西も大分５０

年ほどたってきて道路やあちこち老朽化し

て大変ね、道路も傷んできてるいうことで

ありますけれども、しかし通学路について

は歩道がほぼあって安全性は守られてるか

なと思うんですけど、西地域ではね。 

  東では途中までは歩道がありますけれど

も途中から歩道が切れて、用心しながら子

どもたちが通学してるいうような状況があ

るいうことですね。その辺の安全性につい

てはね、守られていってるのかどうか、そ

の点ちょっと確認させていただきたいと思

います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  西地区につきましては大体町道というこ

とで、通学路の交通安全対策は町のほうさ

せてもらってるんですけども、東地区につ

きましては、大概が希望ケ丘を除いて府道

とか国道になっておりまして、この国道４

２３号線ですと、上手工作所の辺りが歩道

がないというのは認識しておりまして、こ

れにつきましては、大阪府さんのほうに要

望を毎年しておるところでございます。 

  安全が大事やと思いますので、こちらも

その辺は要望していきたいと思っておりま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  先月か先々月、大きな事故がありまして

ね、子どもの通学の際に、ちょっとアルコ

ールが入った方が突っ込んだっていうこと

での大きな被害があって、そういうことは

今まで豊能町では起こってないと思います

けれども、しかし通学時間帯には働いてお

られる時間帯でもあるので、そういうとこ

ろでの行き帰り安全にね、やっぱり子ども
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たちが通学の際守られるようにですね、ぜ

ひ大阪府に強くこれは要望していただいて、

ここにも道路の費用なんかが削減されてる

いうようなことも書いてありますけれども、

国土強靭化ということに取り組んでる国と

して府としてもですね、やはり道路の建設

など、また道路補修などですね、費用を削

減するいうのはもってのほかだと思います

ので、その点は強く要望していっていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  決算に関する質問でお願いいたします。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  主要施策成果表の１４９ページですね、

１番の小事業名と、それから５番の小事業

名とどちらも結構大きなお金がかかってる

んですけれども区別化どのようにされてる

んですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  １番目と５番目ですか。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  すいません。似たような名前になってい

るので例えば公園も上も書いてるし下も公

園、何て言うんですかね、建設課のほうで

ちゃんとされてるとは思うんですけどどち

らも大きなお金なのでね、お知らせくださ

い。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  御質問のほうなんですけども、小事業名

の１と５でよかったですよね。 

  １につきましては経常でして５のほうは

臨時の事業になるんですけども、１のほう

については先ほど御説明させていただいた

５地区の公園緑地街路樹の管理事業のほう

になるんですけども、５のほうにつきまし

ては支障木伐採計画策定業務とかあとは緑

地の安全対策、それからときわ台の擁壁の

改修工事等に関する事業で、小事業名似た

ような名前になってるんですけども、都市

計画のほうとしては公園緑地の整備という

観点から、やっぱりどうしても似たような

名前になってしまうわけでして。 

  すいません、以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  その同じ１４９ページ、同じね、今の行

政評価シートの１４９ページかな。多分こ

れで今小事業名の５番目、今話あった公園

緑地整備事業というところになるんかなと

思いますけども、決算書でいきますと１６

１ページかな、１６１ページの備考欄ずっ

と見ていくと１４番、工事請負費というこ

とで、今いろんな工事やりましたみたいな

んが書いてます。多分この辺りの金額がこ

っちの事業評価シートの５番の公園緑地整

備事業の中に含まれてると考えたらいいん

ですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  委員おっしゃるとおりです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ちょっともう少し、詳しくお伺いします

けども、この中で公園整備事業というのが

２つあるのかな、光風台５丁目の１号公園

の整備、それからその下、東ときわ台３丁

目公園の整備となってますけども、これそ

れぞれ公園の整備、工事ってどういう整備

を指してるんですか、内容的に。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  公園の整備と書いておるんですけども、

公園の中にある支障木のほうの撤去費用等

になります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  私、てっきり公園整備やと書いてあるの

で例えば公園の中、何か傷んでるとかね、

そういうものの整備ではないんですね、こ

れ。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  委員おっしゃるとおりです。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  確かに支障木の伐採も大事かなと思うん

ですけども、公園そのものがかなり傷んで

るというところも見受けられるんです。 

  例えば私の地域の隣かな、東ときわ台９

丁目の公園、府道から入っていく、あの公

園ですけども、あそこ歩道から公園に入る

境目のところに桜の大きな木かな、あって、

がたがたになってる、入り口が段差ができ

てる。そういうふうな危険性とか、あと公

園に何とか入ったら今度公園は一部、この

コンクリートか何かで下ね、固めてるんや

けどそのコンクリートがもうぼこぼこにな

って穴がぼこぼこ開いてる。 

  そういうふうな公園の傷み方がひどいと

いうか、そんな状況になってるところもあ

るんですけども、公園整備って私そういう

のを指すんかなと思うんやけど、そんなん

ではないんですか。そういうことは整備に

はならないんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  そういったところも御指摘のとおり公園

整備の位置づけの内容にはなってきます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そうしましたら、この２年度では支障木

の公園整備という位置づけでやりはったけ

ども、そういう実際、その公園の実際傷ん

でる、そういうところも今後お金ないかも

しれないけども、公園整備という位置づけ

でやっていくことは考えておられるんです

か。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  委員御指摘のとおり今、今年度、昨年度

からですけども武庫川女子とですね、産官

学で公園の在り方というのに今現在取り組

んでおりまして、全ての公園に対等に費用

をかけることは、なかなか財政面から厳し

いですのでその中でも優先的に人が集まる

公園には費用を入れていこうとか、ここは

誰も遊んでないんであれば古くなった遊具

は全部撤去してしまって、広場化だけして

おけば何か違う目的で使えるんではないか

とかいうのを今後検討していってる最中で

すので、そういった意味で今後は公園整備

を考えていく方針を立てていきますので、

もうしばらくお待ちください。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは今具体例出してるけども、

あそこは手を入れる形じゃなくて別な形で

何かやっていく可能性も当然その検討した

結果出てくるだろういうことね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  委員おっしゃるとおりです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  すんません、お昼になって申し訳ないけ

ど決算書のほうの２０７ページ、これ主要

施策のほうは・・・ 

○委員長（寺脇直子君） 

  ２０６までです、２０６の予備費までで

す。 

○副委員長（西岡義克君） 

  公債費は入れへんの。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入ります。公債費入りますね。さっき言

ったように入ります公債費。 

○副委員長（西岡義克君） 

  公債費の件やけども、このね主要施策報

告書の説明書が何ページですか・・・ 

○委員長（寺脇直子君） 

  成果シートが５９ページですか。 

  公債費償還事業は成果報告シートの５９

と６０ページがあります。２０７は決算書

です。６０ページのほうでよろしいですか。 

  元金と利子で分けてますね。 

○副委員長（西岡義克君） 

  すんません。これにね、詳細がない思っ

たらこっちの地方債現在高の状況一般会計

いうの、何ページやこれ知らんけど・・・。 

○委員長（寺脇直子君） 

  成果報告シートは１１ページになります。 

○副委員長（西岡義克君） 

  １１ページになってるね。これでね、さ

っきから財政のことばっかりで厳しい状況

なんかはね。この中で何か地方債が減った

ということ聞いたんやけど、原因ちょっと

聞かせてもらえますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  行財政課、山内です。 

  公債費の増減理由につきましては、元金

の減につきましては、借換債去年１億1,７

００万あったんですけどもそれは元金で返

してましたので、元金の分の金額としては

上がってきておりますので、その分が減っ

た原因が大きいと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  その借換の分が8,５００万ほど減ったか

らそれでこれ減ってるいうことやね。分か

りました。この中で１番から１２番まで公

債費があるんやけど、一番大きいのは１１

番やねん。臨時財政対策債。これ、わし、

いつも言うて、もう耳にたこみたいやと思

うんやけども、これ、いろんなこと聞いた

り本読んだりで何かすると、これは国も悪

いんやろうし地方自治体も悪いんやと思う

んやけど、これはもう禁じ手ですわ。やっ

たらあかんことやっとるわけです国が。大

体この地方債の趣旨は、やっぱり地方自治

体が均衡的な財政運営ができるように、足

らん分を補助する制度です。小さい町ほど

ちゃんと、住民さんのためにできるように

地方交付税があるわけです。その地方交付
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税の中の一部をお前ら借金せえと言うてき

とるわけです。 

  もちろん、これ、もともとは地方分権な

って地方でできることはやりなさいいうこ

とから来てんねんやけど、これは仕方ない

けど。これ一番大きいのはこの臨時財政対

策債ですわ。全体５６億のうちの４０億、

４０億がですね、この臨時財政対策債です

わ。一般的に言われてる、いわゆるこれ赤

字公債ですわ。建設公債でも何でもない。 

  建設公債というのは今いろんなことが住

民さんのためにやるのに、将来的にもわた

ってもプラスになることやるから分散して

借りれるわけ。これは見ますと臨時財政対

策債って、今いる一番大きな人件費とかそ

ういう現在いるとこのあれを借りてる分が

多いんです。今使って将来に借金残すいう、

だからこれ禁じ手やて書いてるんです。全

くな赤字公債です。これまた入のとこでま

た聞きますけども。だけどこれはやっぱり

ね、これがあるから多分この何ですか、支

払いのための何やったかな、そうそう、財

政調整基金がなくなってるわけです。財政

調整基金でとにかく見た目は黒字にして決

算していく。実質的な単年度は赤字ですけ

ど。ところがこの財政調整基金がなくなっ

たら、どうしようもないわけです。今もう

決算報告の中ではもうなくなるやろと、２、

３年うちにという話が出てるんでこの辺の

具体策。さっきからすぐには出えへんと思

うんやけども、この辺をやっぱり意識して

ね、やっぱりやっていかなあかんのちゃう

かなと思うんですけども理由だけ、この臨

時財政対策債を少なくするためにはどうし

たらいいのか。私も頭悪いからよう分から

んけど。ちょっと答えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  行財政課、山内です。 

  臨時財政対策債につきましては、本来普

通交付税で措置されなければいけないもの

だと思っております。国の財政状況厳しい

のでその交付税で措置しないといけない部

分を臨時財政対策債という形で各市町村に

起債できますよということで一定の金額を

出ている状態です。 

  この臨時財政対策債につきましては、元

利償還金につきましては１００％交付税措

置されるということで一応毎年の参入率、

財政需要額のほうに入ってきております。 

  この臨時財政対策債減らす方法と言いま

すか、につきましては、もう交付税の措置

の算定率を国に対して上げてくださいとい

うことを要望していくしかないのかなと考

えております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  そうやね、その交付税の率を上げると、

もしくはこの臨時財政対策債やめてくれと、

地方交付税いうのはそのためにあるのに何

でそこんとこへつるねんと。というように

次のあれに入れますと、だけど需要額が減

るわけですよ逆に言えば。これは地方自治

体一体となってやっていかなあかんことや

と思うけども、根本的な解決せんと、これ、

もう悪いけど準備金というかあれがないか

ら、だんだん目減りして、ずっとやね、こ

の財政調整基金、ここ数年全国の財政調整

基金減ってるわけですよ。それは僕も会社

やってるけど、現金で払わんといわゆる先

払いのあれでやるんやけど、民間はそれ払

わんと潰れてまいますやん。行政はそれは

ないからやってるのかどうか。ただ地方分

権なったときにやっぱり自分の責任でやっ

ていかんと住民は救われない。その辺も考
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えてやっぱり今山内君言われたように、率

を上げる、これはやっぱり国に言うていか

なあかんと思う。せやないと趣旨が違うも

の、間違ってるもん国が、でしょ。それか

ら臨時財政対策債、そりゃ国も厳しいけど

地方自治体も厳しいんやから。国頑張って

正規の形に戻しなさいやと。臨時財政対策

債なくしなさいと。この二つやと僕も思い

ますねん。その辺も考慮して積極的に国に

働きかけていただいて、これもう要望しと

きますわ。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望でよろしいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  決算書の１６３ページ、こちらの説明書

のほうでは４９ページの消防広域化事業に

ついて、２億9,７３１万8,６１６円なんで

すが先ほどの説明ですと退職金が入って１

名分、ポンプ車か何か買われたとおっしゃ

っていたような気がするんです。ちょっと

これ内訳をまず教えてください。 

  それと、ちょっと不勉強で申し訳ないん

ですけど全面委託してるところに上の人件

費一人分が出るのが、ちょっともうひとつ

理解できないので２点お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  萩原総務課長。 

○総務課長（萩原哲也君） 

  総務課、萩原です。 

  先ほどちょっと御説明させていただいた、

まず退職金なんですけれども、旧豊能町の

職員と箕面市の職員の分になるんですが、

退職金の考え方というのが御存じだとは思

うんですが、業務委託する前、するまでは、

それぞれに前に属してたところが持つと。

業務委託した後、後に関しては人口割等の

案分で計算するという形になってるんです

ね。 

  なので豊能町の旧豊能町職員が１名いて

るのでその分が1,８００万のうちの1,７０

０万ぐらいはこちらの職員の１名分という

形です。あとの１００万円は案分、箕面市

との案分で計算された二人分という形にな

ります。 

  それから車両の更新については、ポンプ

車の２台分と積載車の１台分という形にな

って、これのかかる費用が1,３７０万とい

うことなんですが、令和元年度と令和２年

度と比べたときに5,２００万ほど下がって

るんですが、その内訳としましたら先ほど

言いました旧豊能町の職員が令和元年度は

２名やったのが１名になりましたね、その

分大きく1,７００万ほど下がってるという

ことと、あと通信指令システムの改修とい

うのが令和元年に大きな改修がありまして、

これが3,０００万ほど負担金がありました

んで、これらと、あと車両の更新で令和元

年度に関しては、救助工作車というちょっ

と高額な車両の更新がありまして、今回の

分と令和２年度と比べたときに５７０万ほ

どの減額になってると。それらを合わせて5,

２００万の減になってるということでござ

います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  上の人件費の１名というのは今の中の説

明に入ってたんですか。ちょっと私理解で

きなくて。ここの人件費９００何万上がっ

てますわね。この１名というのは、どうい

う１名なのかはちょっと分からない。もう

一遍説明してください。 

  それとですね、ポンプ車とかそうやって

整備充実してるんですけど、豊能町の東西
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のとこに新たに配備されたってことはどう

なんでしょうか。 

  それともう１点。箕面これからもう一つ

消防署建てるような話聞いてるんですけど、

それはもしそうならば、そこの建設費なん

かも今後かかるのかどうか３点お尋ねしま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  萩原総務課長。 

○総務課長（萩原哲也君） 

  すいません、失礼します。総務課、萩原

です。 

  人件費です、決算書に出てきている人件

費になるんですが、これは消防団担当の職

員分ということですので、田村課長補佐の

分ということでございます。はい。これは

こちらが負担する分ということです。 

  こちらが負担する、豊能町から出てる分

ということですね。言うたら、ほかの人件

費の負担分いうのは箕面市の負担金の中に

入ってくる分なんで、それとはちょっと別

だということになります。 

  それから車両の更新なんですが、積載車

の１台分には豊能署の分が１台になります。 

  それから今後箕面市のほうで増えるとい

う分に関しては、今後の分に関しては、も

う全体で見ますので案分で経費がかかって

くるということなので、人口割が９０％そ

れから面積割が１０％で、大体今のところ

１５％弱の負担になるということです。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  １点目の人件費、消防団とおっしゃって

ましたね。といったら、なぜこの後ろのほ

うの非常備消防費のほうに人件費が上がら

ないのかな。ここに上がってはまだ理解で

きるんですが、ちょっとこれが分かんなか

ったんで、いずれにしても消防団の担当者

ですね。うちの職員は分かります、ここに

上がってるから。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  総務部、仙波です。 

  この人件費事業につきましては先ほど申

し上げておりますように、町の職員として

採用といいますか引き続き採用している職

員の１名分の人件費です。この職員がどう

いった業務をしているかというと、先ほど

申し上げましたように、消防団担当という

ことで消防団の業務もしておりますが、こ

の常備の消防、いわゆる箕面市との調整

等々も含めまして、そういった、要はどち

らの業務もしておるというところで、便宜

上常備消防費として計上しておるものでご

ざいます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  分かりました。それとですね、さっきの

箕面でこれから新しい消防署作ったときに

豊能町は案分するんですね。そこを確認し

ます。消防署建てるってそんな安い話じゃ

ないんでね。また、そういう計画あったと

思いますがこの辺お尋ねします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  萩原総務課長。 

○総務課長（萩原哲也君） 

  案分になります。はい。案分なります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  萩原総務課長。 

○総務課長（萩原哲也君） 

  建設されてからの分になると思うんです

が、失礼しました。 

  建設の費用に関しては、箕面市管内の分
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であれば箕面市のほうが負担しまして、そ

の後の維持経費に関しては案分という形に

なります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  建設費の心配ないですね。出さないです

ね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  総務部、仙波です。 

  今回箕面市のほうで、要は新しく庁舎を

建てるということで消防設備の増強を図り

ます。今回の分の建設費、今回箕面が建て

る建設費につきましては、箕面市のほうが

負担するというふうなところまでは確認を

しております。ただ今後、そこから以降ち

ょっとどれだけ建てるんかとか、どういう

ふうにするんかっていうとこら辺は、まだ

未定なんですけれども、今回の増備計画以

外の今後のイニシャルコストについては、

現在まだ話はしておりませんので現在のと

ころはまだちょっとお答えすることができ

ません。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  なかなか難しいと思います。一方では広

域で話も進めてますから、全部そろってし

まったらまた別の話になる。ただ、この後

箕面で建てる分は、箕面と豊能のそういう

期間だけは、豊能町は建設費は出さないと

いうことは前提にしていただきたい、これ

は。約束していただきたい、これは。本当

の広域になったら話は別ですよ。これの大

阪全体の、それ一番望ましいです。今の言

ったとおり箕面と豊能町の間だけでしたら

建設費は持たないでいただきたい。やっぱ

り、それは私の要望としてお約束していた

だきたい。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  総務部、仙波です。 

  そういったことができればと思いますけ

ど現在のところこれからの協議という部分

もございますので、今現在私のほうでちょ

っとお約束することは、ちょっとできない

のかなと考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  それでしたらこれは、話は基のっていっ

たら経費節減ですよね、人件費ですよね、

本当にそうなるかどうかは、やっぱり次の

段階はきちっと考えていただかなくちゃい

けない。大事なことだと思うんですよ私。

ですからお約束してくださいと、そういう

ときなったときには、ちゃんとこうなりま

すよと。だけども試算してみたらやっぱり

これのほうが、まだまだ人件費浮きますよ

とか、やっぱりこれは議会にもきちっと説

明するものだと思いますんで、ちょっとよ

ろしくお願いします。要望ですから、別に。 

○委員長（寺脇直子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。御要望というこ

とで、これはしっかり聞かせていただきま

す。今後もですね、庁舎の建設とか、それ

からいわゆる消防団から役割分担も、また

は地域的なものも変わってくると思います。 

  時代に合わせて変わってくると思います

ので、それはそれぞれに合わせて協議事項

だと思いますので、我々が本来負担すべき

ものは負担はするというスタンスで交渉に
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臨んでいきたいというように思っています。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  先ほどの交際費の件ですけども、これや

っぱり建設公債を増やさなね、建設公債を

増えるということは基準財政需要額が増え

るわけです。基準財政需要額が増えるとい

うことは結果的に収入である税金が減って

いくんだから、だから地方交付税が増える

と。だから、できるだけ臨時財政対策債じ

ゃなくて一般建設公債を増やさな、施策、

行財政の施策をとってほしいと、これ要望

しときます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  それでは１２時３０分になりましたので、

ここで暫時休憩といたします。 

  なお、本日は午後１時３０分より大阪８

８０万人訓練がありますので、午後の開始

は２時からとします。 

  萩原総務課長。 

○総務課長（萩原哲也君） 

  すいません、ちょっとお話の途中申し訳

ございません。実はですね、今雨が結構降

っておりまして先ほどのほうですね、大阪

府内で大雨警報が出されてる地域がござい

まして実は急遽ですね、大阪の８８０万人

訓練自体が中止になりました。こちらの職

員の避難訓練ももちろん中止になるんです

が、今日はですからエリアメールもこない

ですし町からのエリアメールもストップさ

せていただきますので。はい、よろしくお

願いします。なのでちょっと予定してた時

間というのが必要じゃなくなったので、そ

の辺りよろしくお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  分かりました。 

  それでは、今大雨警報により大阪８８０

万人訓練が中止となったということですの

で１時３０分より再開いたします。 

  １６６ページの教育費から１８８ページ

幼稚園費までを御説明願います。 

  これより暫時休憩といたします。 

（午後０時３０分 休憩） 

（午後１時３０分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

  １６６ページ教育費、教育総務費から１

８８ページ幼稚園費までを御説明願います。 

  順次、説明を願います。 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こんにちは。こども未来部、入江でござ

います。 

  それでは教育総務課関係の主なものにつ

いて、決算の科目順で説明させてもらいま

す。 

  決算書は１６７ページ、主要施策成果報

告書は１７９ページをお開きください。 

  項の教育総務費、目の事務局費の説明欄

は２の学校園管理事業でございます。 

  主要施策成果報告書の構成事務事業の３

つ目の学校園の個別施設計画の策定事情で

ございますが、これは町内６小中学校と３

園所の長期修繕計画を策定したものでござ

いますが、学校再編を想定して４０年の長

期修繕計画を策定したものでございます。 

  この計画の策定は学校再編整備にかかる

国の施設整備補助金の申請の前提条件でご

ざいます。昨年、総合教育会議で学校再編

の考え方が示されたことや、学校再編の計

画を盛り込んだ内容としております。評価

につきましては、昨年一定の成果はござい

ましたので評価は昨年度から一つ上げてＤ

からＣという形にしております。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  すいません。義務教育課、吉澤です。 

  皆さんこんにちは。よろしくお願いしま

す。 

  私のほうからは新規事業に関わるような

ものを説明させていただきます。 

  一つ目は事業評価シート１９７ページ、

決算書１６９ページを御覧ください。 

  スクールカウンセラー活用事業です。令

和２年度新規事業として上げた分です。中

学校のほうには、もう既に府費でスクール

カウンセラーの配置はされてるんですが、

小学校のほうではスクールカウンセラーの

配置はなく小学校のほうでもいろんな課題、

問題がありまして、要望されましたので配

置のほうをさせていただきました。児童だ

けではなく保護者、それから教員のカウン

セリングや悩みとか問題に対する指導助言

とかを行っております。 

  続きまして、子どもの学習支援事業です。 

  これは令和２年度、年度当初にですね、

議員さん、それから特別職の報酬の一部を

頂きまして、コロナで後れを取ってる教育

の保証をしようということで教員以外のサ

ポーターをですね、各学校に配置して事業

支援をしようということで、検討しまして

させていただいた分です。年度途中で国庫

のほうの補助もありましたので一部それも

充ててやった分です。 

  続きまして、家庭学習通信機器整備支援

事業というものがあります。これは何かと

いいますと、タブレット端末が１台子ども

たちに配付されまして、持ち帰った際に各

家庭で通信環境が整ってない家庭に対して

ルーターですね、Ｗｉ－Ｆｉルーターを貸

与するということで必要台数、予備調査を

したんですが、そのときに８０台ほどが必

要ではないかというのが分かりましたので、

その分を購入させていただいた事業になり

ます。 

  続きまして、遠隔学習機能強化事業です。 

  これはですね、反対に学校から各家庭へ

通信をする際に必要となるもの。例えばウ

ェブカメラでしたり先生が発する声とか授

業内容を送るためのマイクとか、そういっ

たものを購入するための事業になっており

ます。先ほどのルーターも合わせて国庫事

業として補助を頂いてる分になります。 

  続きまして、すいません。保幼小中一貫

教育推進事業です。これも当初予算にはな

く補正予算でつけていただきました。内容

としましては、義務教育学校設置に向けた

学校運営協議会の準備委員会を設立するた

めの委員さんの報酬、それからその委員会

に入っていただく顧問の先生の謝礼金、そ

ういったものですね、準備会にかかる様々

な費用として予算を立てさせていただきま

して、活用させていただいた分になります。 

  私からは以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  それでは、次に決算書１７５ページ、主

要施策成果報告書は１８２ページをお開き

ください。 

  １３番の就学援助臨時支援金給付事業で

ございます。この事業はコロナ禍での就学

支援事業として令和２年度に新たに事業を

設定したものでございます。これは令和２

年度に要保護・準要保護の認定をした保護

者に対して、対象の児童生徒１人当たり１

万円を臨時給付しております。決算では対

象児童は９１になっております。これは令

和２年度の事業で２年度限りの事業として

設けております。なお決算額はですね、８
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９万円となっており９１人ですと９１万円

の決算額になるはずですが、うち２名はで

すね、事務処理上１６９ページの就学援助

事業いうのがございますが、そこで就学援

助費と合わせて臨時給付をしておりますの

でよろしくお願いをいたします。 

  次に、同じ決算書１７５ページ、主要施

策成果報告書は１８３ページをお開きくだ

さい。 

  説明欄の１４の小中一貫施設整備事業で

ございます。この事業は学校再編整備に伴

い新たに設定した事業でございます。 

  事業費は東西それぞれ施設一体型の義務

教育学校を整備する学校再編の考え方に基

づきまして、学校再編整備にかかる東西地

区それぞれの基本実施設計の予算が、昨年

１０月の臨時議会で認めていただきました

のでこの２月に契約し、前払い約３０％で

すが2,１００万円を支払ったものでござい

ます。設計期間は令和４年度までとしてお

ります。現在基本設計を行っているところ

でございます。 

  次に、決算書は１７５ページ、主要施策

成果報告書は１８５ページをお開きくださ

い。 

  項の小学校費、目１の学校管理費、事業

は２の小学校管理事業でございます。この

事業は小学校の修繕や工事など施設管理や

給食事業などが主でございます。小学校の

施設整備の環境改善といたしましては、猛

暑対策として小学校の特別教室や図書室な

ど学校の要望を踏まえですね、各学校５教

室に空調を新たに設置しております。 

  また、全小学校の給食室にも新たに空調

を設置しているものでございます。 

  また、光風台小学校につきましては、ひ

かり幼稚園のランチルームとして一部活用

しておりますが、そこにも新たに空調を整

備しております。 

  次にですね、決算書は１８１ページをお

開きください。主要施策成果報告書は１９

０ページをお開きください。 

  項は、項２・小学校費、目２の教育振興

費、説明欄の事業名は１・小学校教育振興

事業でございます。この事業は学校の教材

購入費、児童生徒が学ぶための情報機器の

整備などの事業でございます。昨年度は国

が推進するＧＩＧＡスクール構想に基づき、

全小中学校の児童生徒に１人１台のタブレ

ットパソコンを配付し、小中合計９１４台

を購入いたしました。 

  また、同時に小中学校の高速通信ネット

ワーク機器を整備したものでございます。 

  この事業は小中合わせて7,８００万円の

備品の事業でございました。この事業では

そのうち小学校にかかる事業費約5,０００

万円を費用として記載をしております。 

  次に、決算書は１８１ページ、主要施策

成果報告書は１９１ページをお開きくださ

い。 

  項３・中学校費、目１・学校管理費、事

業名は２・中学校管理事業でございます。 

  この事業は中学校の修繕や工事等の施設

管理や給食事業が主でございます。施設面

の環境改善では小学校と同様猛暑対策とし

て、中学校の特別教室など各中学校５教室

に空調を新たに設置しております。 

  また、吉川中学校におきましては、校舎

のトイレを一部和式から洋式に改修をして

おります。 

  次に、決算書１８３ページ、主要施策成

果報告書は１９４ページをお開きください。 

  項３・中学校費、目２・教育振興費、事

業名は１の中学校教育振興事業でございま

す。この事業は先ほど御説明した小学校教

育振興事業と同様の内容でございます。 

  ＧＩＧＡスクール構想に基づき、中学生

にも１人１台のタブレットパソコンを購入
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した事業等でございます。 

  以上で説明は終わらせていただきます。 

  よろしくお願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  これより質疑を行います。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  では、成果報告書１７９ページについて

伺います。主な成果のところでですね、ウ

イルス対策としてパルスオキシメーター購

入ということで２５万5,０００円上がって

るんですけど、どこに配置して何基買った

のか聞きます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江です。 

  すいません、先ほどのパルスオキシメー

ターの購入と合わせて体温計等ですね、学

校のちょっと希望聞いて購入したものでご

ざいまして、ちょっとどこの学校に入れて

るかというのは、ちょっとお時間を頂けれ

ばと思うんですけど。 

  お時間を頂ければと思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは後ほどということで。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  はい。すいません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  では、成果報告書１９７ページにいきま

す。学力向上事業といたしまして、中学生

まなび舎教室を開いてらっしゃいます。一

応お金としては３２２万7,０００円上がっ

てるんですけど、これコロナ禍でも閉めず

にずっと開けれてたという状況でこのお値

段なんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  コロナ禍の影響ということでしょうか。 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  去年ですね、緊急事態宣言が発令されて

る間は開いてませんが、それが一旦解除さ

れたときには一部やっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  開催した回数掛ける何ぼの、何て言うか、

お値段ではなくて、これは何回開催しても

同じお値段なんで、そんなに返りがないっ

てことですか。それとも元年と比べたら少

し少ないので、それはコロナ禍で開催しな

かった分ですよってことなんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  事務事業評価のところでは、書いてるま

なび舎だけではなくて、それ以外のことも

やっておりまして費用がかかってる分にな

ります。まなび舎については、令和元年度

に比べると回数は少ないです。ですから、

それにかかる費用については、例年よりは

少なかったということです。それ以外に必

要な経常的にやってる事業がありますので、

それにかかる費用は通常どおりあったとい

うことです。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  次いきます。言葉の学習向上推進事業な

んですけれども、中学生の英検と小学生の

漢検に出したということなんですが、それ

ぞれ何人受験できて支援できたんでしょう
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か。 

○委員長（寺脇直子君） 

  時間がかかるようでしたら後ほどでよろ

しいでしょうか。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  では、成果報告書の１９９ページで、そ

うですね主な成果というところで、いじめ

問題等についてってまとめていただいてる

んですけど、やっぱり専門家が関わる事例

が増えているって書いてありますが、この

関わった件数というのも把握されてますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課の吉澤です。 

  その関わってる件数というのも具体的に

細かいところまでは分かってません。学校

に聞かないと分からない部分もあります。 

  そこにかかってる専門家、スクールカウ

ンセラーとかスクールソーシャルワーカー

は学校のほうに入っていただいてますんで、

その月に何日関わったかということで報酬

の支払いをしております。そこの中の件数

の報告というのも延べ人数で、関わってる

内容というのも継続してる分もあります。 

  新たな分もあったりしますので、それを

分類するのはちょっと、なかなか難しいの

で件数として何件ありますと言いましても、

それがイコールそこで起こってる件数とい

うわけではないので、ちょっとその御報告

は難しいかと思います。すいません。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  では、教育委員会さんも逐一どんな問題

があったのかって把握しておく必要がある

と思うんで、件数までは分からなくてもそ

のこと自体は御存じなんですよね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  はい。月末にですね、報告書というのを

頂いております。どういう事案でその方々

が関わってるかというのを、事細かに個人

名までは上がってませんが、こういう事案

でどこどこの学校に行きましたという報告

をいただいています。 

  また、その専門家の人たちを集めた会議

を持ってます。学期ごとに。そこで今抱え

てる課題とか問題とかを、事務局とその先

生方と共有して次にどういう形で関わって

いくか、また違う専門家を入れたほうがい

いかどうかという確認とかもしております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  次、２０６ページの成果報告書でお尋ね

いたします。主な経費というところで教育

保育給付費負担金というところなんですけ

ど、1,３１０万９９０円とあと償還金が２

５２万8,５５０円発生してるみたいなんで、

この償還金は給付、一旦受けたけど対象外

だったっていうので国や府に返したという

意味なんですか。その償還金の意味をお尋

ねします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  ここで上がっております償還金といいま

すのは例を挙げますと、子ども・子育て支

援交付金。いろんな事業でしてるんですが、

それをまずは実績で出しましてその翌年に
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確定した分、多ければ今回のように償還金

としてお返ししますし、少なければまた別

途頂くと、そのようになっておりますので、

一旦頂いた国や府の交付金、補助金等をこ

こで精算したということになります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  今のその成果報告書２０６ページですね、

その小事業名、子ども・子育て支援事業の

金額的な部分なりますけども、令和元年決

算と令和２年決算の差で1.５倍の差があり

ますけど、その辺りの内容はどのような内

容でしょう。 

○委員長（寺脇直子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  大きくここで金額が増えておりますのは、

負担金補助及び交付金。これは町内に住ん

でおりまして、町内の私立の認定こども園

等に行かれてる子どもさん。その施設にこ

ちらからお支払する負担金なんですが、元

年度は幼児教育保育の無償化が１０月から

でしたので６か月間、２年度は１年間あり

ましたのでその部分で金額が増えておりま

す。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  決算書の１７３ページ。こちらのほうの

説明の資料のほうでは２００ページと２０

５ページに関連してる障害者の、何て言う

のかな、支援と言ったらいいかしら。２０

０ページの説明書、２００ページ読ませて

いただくと教職員が中心となって支援をす

るって感じで、いろんな作業療法士とか言

語聴覚士、巡回をしているってことなんで

すが、まず１つ、この９０万ぐらいの予算

でどんだけのことができてるのかっていう

のは、各学校回って、学級数もあると思う

んで、何回ぐらい回ってらっしゃるのかっ

てことを、まず教えてほしいんです。そし

てもう一つ併せて、２０５ページのほうに

も同じような指導内容や支援方法というこ

と書かれてるんで、これは両者の違いも併

せて教えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課の吉澤です。 

  すいません、回数についてはちょっと今

手元に資料がないのであれなんですが、内

容はどちらも一緒です。２００ページのほ

うは小中学校のほうに、作業療法士とかの

先生方に巡回相談ということで各小中学校

を回っていただいております。２０５ペー

ジのほうは保育所、幼稚園、こども園のほ

うに回っていただいてる方の報酬になって

おります。内容的には作業療法士と言語聴

覚士と機能訓練をしていただく先生です。

その３人の先生方に各小学校、中学校の場

合は各学期ごとに、２回ずつ入っていただ

いております。１日拘束その先生はしまし

て、その１日の間に子どもたちが入れる人

数分だけを各学校で設定していただいてま

す。ですからその行く日、それから学校の

状況によってその日対応する子どもの数は

変わりますが、内容的には例えば言語のち

ょっとしんどいお子さんに対して、学校側

からどういう関わり方をするとその子ども

さんの成長がよくなるような指導ができる

かというのを、子どもの授業をしてる様子
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を見ながら、それから取り出して、取り出

してという言い方あれなんですが、ほかの

特別な科目の中で子どもさんと関わってい

ただいて、どういう療法が必要かというの

を見ていただいて、その担任の先生なり、

学校であれば管理職と、それから支援の担

当の先生にこういう指導が必要ですよとい

う助言指導をしていただいてます。それぞ

れ専門職ですので豊能町だけの専属ではあ

りません。ほかのところ回っていただいて

ますので、来ていただく回数はかなり限定

されております。その中でいろんな指導助

言を受けて、学校の日常生活の中、あと保

育所、幼稚園、こども園の生活の中で、そ

こにいてる教職員が補っているという状況

にあります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  この方たちが関わってることでかなり、

何て言ったらいいかな、周りの声から聞く

には非常に評判いいです。こういったこと

は豊能町が取り組んでくださってるってこ

とに対して感謝の言葉、結構聞きます。そ

れは障害を持ってる方じゃなくて、その周

りの方々も。やっぱり早いうちからその子

にとって何が問題なのかを見つけて、取り

組んでいくってことに対しては、非常にい

い評判は前から聞いてます。ちょっと気に

なりましたのは、ここ最近ある親の方から

自分の子どもさんが多重障害と言ったらい

いか、よく分からないですけど、自閉症だ

ったって分かんなかったって言うんですね。 

  別な障害を持っていたから。ですから、

もしそれが早く分かっていたら親として、

もうちょっと違った対応があったんじゃな

いかなというふうな、そういった声も聞き

ましたので。その方は大分もう成人されて

ますよ。今の報告書ってのは担任の先生、

学校関係者っておっしゃってましたけど、

親も入れて報告なり指導なりってのは入っ

てるのかどうかだけお尋ねして、よりこれ

を充実してほしいなということで終わりま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  ありがとうございます。お褒めのお言葉

を頂きまして。本当にうれしいです。 

  保護者のほうにも、そういう方々が入ら

れますよと学校から通知をしていただいて

まして、保護者が特にその先生と面談がし

てほしいという場合には、学校のほうに来

ていただくことになるんですが、保護者の

方も交えて訓練の内容、それから面談等し

ております。それ以外にも各学校、学校の

ほうの話ばっかりになりますが、担任の先

生と個人面談等のときに、どういう指導が

いるかとかいうお話、それからおうちの様

子を聞きながら、その子どもさんに一番必

要なものは何か、またそれ以外に変わった

ことがあれば聞いていただいて、その専門

の先生が来られたときに、こういう事象が

あるんですけど、どうですかねと聞いたり

とか、そういうふうなつなぎのことも学校

の先生もしていただいてますんで。ですの

で、たまたま今、秋元委員がおっしゃった

方は、分かりづらかった事例やったと思う

んですが。それ以外にも先生方はいろんな

ところで見ながらですね、子どもたちの様

子を毎日見てますんで、そこで気づいた点

を保護者と情報共有しながら、専門職の先

生が来たときに相談されてるというふうに

聞いております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江です。 

  先ほど井川委員のほうから御質問ありま

したパルスオキシメーターの件でございま

す。購入しておりますのは東ときわ台小学

校、光風台小学校、吉川小学校でございま

す。各１台入れさせていただきました。 

  これは５月の補正で予算をお願いしたも

のでございますが、当時パルスオキシメー

ターか、あるいは非接触体温計等が不足し

ておりまして、どちらか学校の希望を聞い

て購入したものでございます。 

  あと３校は体温計を希望されたというこ

とで、合計は２５万5,２６２円というよう

な決算になっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  すみません、先ほどの秋元委員からの巡

回相談、回数なんですけれども、申し訳あ

りません、２年度は５３回実施しておりま

す。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  成果表の２０１ページで決算書の１７３

ページです。保幼少中一貫教育推進事業の

ところで８３万9,０００円を決算で上げて

おられます。これはコミュニティースクー

ルの準備を進めるためということでござい

ますが、これまで設置されてそこで行われ

た成果というか、そういうのが出てると思

うんですけれども、どのような内容でしょ

うか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江です。 

  すいません、今義務教育課が下に調べに

行っておりまして、その今の御質問、また

ちょっとあとで御解答させていただきます。

すんません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  成果報告書の、何ページやったかな、１

８５ページですね、小事業名は新規採択教

科書関連図書購入事業ということで、８１

８万2,０００円という金額が上がってます。 

  これってすいません、何年ごとに新しい

この教科書ですかね、こういう金額が発生

するようになってたんでしたっけね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江です。 

  ４年ごとに見直すというような基本的な

サイクルになっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  すいません、先ほど、すいません、井川

委員がおっしゃられたまなび舎なんですが、

回数です。令和２年は６月から１２月だけ

しか開催できてませんが、中央公民館で２

８回、西公民館で３２回です。 

  コミュニティースクールの関係ですよね。 

  昨年度は準備会を開催しております。東

能勢中学校区、吉川中学校区それぞれ開設

しまして、大体人数的には２０人ぐらいの
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委員さんを各学校から推薦いただいて、委

員として委嘱をしております。それ以外に

顧問の先生として東能勢、東地区につきま

しては、小松先生と言いまして京都大原学

院の設立されました先生に来ていただいて

おります。 

  西の吉川中学校区のほうにつきましては、

初田先生と言いまして京都開睛館のほうの

初代校長であられる先生に来ていただいて

やっております。具体的に準備会のほうで

は、まず小中一貫校というのはどんなもん

かということのお話からしていただきまし

て、どういった関わりが地域の方々できる

か、それから組織の形態ですね、学校運営

協議会というのはどういうものかというこ

とを、まず関わっていただく方々に分かっ

てもらおうということで研修会をしており

ます。 

  西地区につきましては、緊急事態宣言等

でなかなか回数を開くことができませんで

したので、まだ、どういう形態でするかと

いう説明までしかできておりません。 

  東地区につきましては、その運営協議会

の中、準備会の中からですね、それぞれ部

会を設立しまして必要な項目内容を話をし

ております。 

  まず、子どもたちの通学路の確保をする

ことから通学路の選定委員会、それからＰ

ＴＡをどういうふうな形でしていくかとい

うことでＰＴＡ部会。それぞれ協議会の準

備委員さん以外にＰＴＡにつきましては、

東能勢小中、それからこども園のほうの保

護者会の方に入っていただいて、どういう

形態でＰＴＡをやっていったらいいかとい

う話を今も継続してやっております。 

  通学路安全部会につきましても、その協

議会の委員さん以外に今登校の見守りとか

していただいてる地域の方、それからそこ

にもＰＴＡの方も入っていただいて、まず

はどういう通学路になるかという確認です

ね。どういう経路を通ってきてるかという。 

  そういうところから話をして安全に通っ

てもらうにはどうするか、それから小学校

は班で登校してますんで、それが中学生も

入ってできるのかとか、そういった細かい

ところも今継続して話をしているところで

す。今後は必要に応じてですね、議会のほ

うでも御説明させていただきましたが、子

どもたちの制服、それから新しい学校の校

歌、校章、そういったものですね。を決め

ていく部会を立ち上げてやっていきます。 

  また、学校の先生方にも御協力いただき

まして、豊能町の小中一貫の目玉でありま

す９年間のカリキュラムを、ごめんなさい、

１５年間のカリキュラムを作っていくとい

うことがありますので、それについて先生

方に保幼小中の先生方に入っていただいて、

教科のこととかですね、活動についてとか

も今話をしていただいております。 

  また、管理職と事務局で学校の運営をど

うしていくかということで、運営部会とい

うのも立ち上げて今話をしているところで

す。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  大変複雑な内容で頑張っておられるんだ

なと思いますけれども、コミュニティーホ

ールのこの運営協議会ですか、の方たちは

相当の時間を要して、これは何年ぐらい、

大分かかりますよね、この日程いうか年間

としては２、３年かかるんでしょうか。そ

の点は、これは継続していかなければなら

ないいうことも、ここに書いておられるけ

ども、どの程度考えておられるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 
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○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  来年、令和４年４月から東地区につきま

しては小中一貫校になります。それに併せ

て西地区も東地区も準備会から学校運営協

議会に切り替えしまして、もっと学校に関

わっていただくような形態にしていこうと

思っております。 

  ただ西については、あまり会議を持てて

ないので、その切り替える時期はまだ検討

していかないといけないかなとは思ってお

ります。 

  というのは西地区につきましては、３小

１中が合併しますんで、それぞれに学校ご

とに特色ありますし、ＰＴＡもそれぞれあ

りますんで、なかなかやり方が違いますの

で統一するのは難しいなとは、私個人とは

思っております。 

  東地区につきましては、１園１小１中で

すから保護者もそのまま上がっていくよう

な環境下にありますんで、割と話はしやす

い環境にあります。それでもＰＴＡの在り

方は違ってますので、そこのそれぞれの御

意見を尊重しながら、取りまとめしていか

ないといけないかなとは思ってます。 

  最終目標は令和８年の義務教育学校です

ので、そこのところできちんとした形にな

ってスタートできるように、準備を進めて

いきたいなと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  なかなか丁寧にお話いただきましたし、

これからまだ、それこそ丁寧に、これ、や

っていかないといけない問題だなと痛感し

ました。これからの子どもたちの本当に明

るい楽しく通える学校ということでのスロ

ーガンが光風台小学校でもありますけれど

も、そういう基で、やはり子どもたちがわ

くわく通えるような、生徒さんもそうです

けども、皆さん大変ここに関わっていかれ

る方は大変だと思いますけれども、やはり

発足するに当たっては、何て言うのか、問

題の残らないような状況で慎重に進めても

らいたいと思うんですが、これ、いろいろ

この中でバス通学問題とかそういうのもま

た出てくるんでしょうね、これから。そう

いう問題もここで話し合われるというふう

に聞いておりましたけれども、この予算の

範囲内で全部そういうことが、これは令和

２年度のあれですけれども、引き続き計上

されていくということでよろしいでしょう

か。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  継続して今も令和３年度もさせていただ

いております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  私たちも地域の方たちもすごく期待感が

ありまして、この小中一貫教育になるいう

こと自身が、もう、やっぱり初めての経験

ですわね。コロナなんかも、こういうよう

に入ってきて大変な状況ですけども、しか

し教育体制が変わっていくいうことでの、

豊能町としてのすばらしい学校環境、教育

環境ができるようにと願っておられる方た

くさんおられますので、その点時間をかけ

て令和８年度が一斉開校ですので、それま

では十分話し合いができるということだと

思いますけれども、そこでいろいろなとこ

ろにぶち当たるいうこともあるでしょうけ

ども、何とか保護者の話も十分取り入れら
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れるような状況も作っていっていただきた

いと思うんです、要望ね。その中で今設計

て実施設計やら、ずっと進めていますね、

基本設計とか、この入ってますけど、その

中でＰＴＡなり今後は説明会も行われると

いうふうに聞いておりますけれども、その

中で要望があれば変更もあり得るというこ

とになるのかなと思うんですけれども、そ

こは慎重に進められるということでよろし

いでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  今のは要望でしょうか。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  こども未来部、八木です。 

  まず、学校運営協議会なんですけども、

今は、今年度は学校運営協議会設立準備委

員会という名前です。それは来年度、学校

運営協議会に変わります。これは地方教育

行政の組織及び運営に関する法律というの

がありまして、そこで令和４年３月３１日

までに置くように努めなければならないと

なっております。保護者とか地域との関与

ですけども、この学校運営協議会は来年設

立しますと学校運営の基本方針を承認した

り、学校運営の意見を教育委員会や校長に

述べることが可能となります。 

  もう１つが、教職員の任用について教育

委員会に意見を述べることができると。こ

ういう３つの大きな柱がありまして、学校、

教育委員会、保護者、地域の方が一緒にや

っていくということになります。教職員の

任用に関してというのは、例えばバスケッ

トボールを強くしたいんで、そういうバス

ケットに強い先生くださいというふうなこ

とで、この先生があかんからやめとけとい

うことではございません。 

  あと、この基本設計に住民さんに意見と

いうことですけども、この学校運営協議会

に、今は準備委員会ですけども、住民の方

も入っておられます。 

  また、説明会を基本設計上がりましたら

議会に御説明して、その後住民の方にもす

る、当然予定しておりますので、意見を聞

きまして改正言うか変更できるとこはした

いというふうに考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  何回も言いまけど大変な方向でこれ決め

ていかれるということなので、ぜひ皆さん

誠心誠意、頑張っていただきたいと思いま

す。コロナ禍での推進いうことでの大変さ

がありますけれども、御苦労様ですがよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  先ほど井川委員から言われました漢検、

英検の去年度の受験者数を述べさせていた

だきます。 

  英検です。東能勢中学校のほうは受験者

が３０名です。受験率４１％。吉川中学校

が受験者が１４４名、受験率は６２％です。 

  漢検につきましては、各小中学校の４年

生から６年生だけが該当という形で受験の

ほうしていただいております。 

  東能勢小学校のほうが３３名で受験率が

３９％。吉川小学校が２４人で５２％。光

風台小学校が６８人で５４％。東ときわ台

小学校が２４人で３８％です。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  決算書の１６９ページ。主要成果報告書
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の１９７ページですね。 

  学校教育充実事業ですか。これ、ここに

ですね１、２、３、４、５、６、７、８、

９、１０、１１、１２とたくさん書いてま

すんですけども、先ほども質問が出てるん

ですけども、保幼小中一貫校推進というこ

とで東地区は来年から一部。 

  私は子どもに関しては何の心配もしてま

せん。ただ心配してんのは親です。もうと

にかく大人の幼稚化というか何と言います

か、これからＧＩＧＡスクールの件もそう

です。ＧＩＧＡスクールはですね、私はこ

の中には入ってますわね。ＧＩＧＡスクー

ルは何番目やったかな、何番目かにあった

んやけど、どこやったかな、タブレットを

入れるデジタル強化のとこ、こんなんも含

めてですけど。ハード面は金かけたら終わ

るんですよ。ただそのＧＩＧＡスクールで

も、そのタブレットの使う子どもの教育の

ほうが先にやらなあかんなと。家持ち帰る

いうような話もあるますねんけど。家帰っ

て何を見てるんやというようなことやった

ら。今パソコンでも何でも子ども上手です

わ、わしらより上手です。だけど好きなこ

とはやるけども見なあかんことはやらなあ

かんで、家庭の中ですね、それをきちっと

指導するのは親ですわ。だから私は子ども

は全然心配してない親がどななってんかな

思って。今親の虐待防止の問題もこれ出て

スクールカウンセラーですか、家庭訪問の

話もあるんやけども、やっぱりまず親が、

やっぱりこれからの教育はどうなっていく

んかということをきちっと踏まえて、自分

の子どもは自分で育てなあかんわけですよ。 

  基本的にはまず、子どもが自分で考える

能力をつけるような環境づくりと経験をさ

せたらなあかんと思う。昨日あそこへ、議

会のポストへ東能勢中学校だより入ってま

した。これやっぱり中学３年生が修学旅行

に行ったこと書いてますんやけど、これは

私やっぱり東能勢中学校はすごいなと、何

も知徳体いうこと言いますけど、基本的に

はやっぱり体が一番ですわ。病気したら何

にもなれへん。その次にやっぱり学ぶ心の

問題があるんですね。ＧＩＧＡの問題でも

タブレット使う人間がどう使うかいうこと

が基本なんで、使い方もあるやろけど。 

  パソコンでも何でも持って帰って家で何

をしてるかと。家は家庭教育です。家庭教

育ができてなかったら、学校教育なんか進

みませんわ。基本は家庭教育、親の教育で

すわ。その親が非常に幼稚化してですね依

存度が高くて何でも頼ると。学校が悪いの

先生が悪いのそうじゃのうて、じゃあ自分

はどうなんかということを、やっぱ親がや

っぱりあれせなあかんです。親と子どもの

時間を作ったらなあかんということ、これ

にも書いてますけどね。親と子どもの時間

を作って実質的にそういう親と子どものふ

れあい、共通、そういうのがあればいいけ

どもその辺がどうなんかなと。 

○委員長（寺脇直子君） 

  質問をお願いします。 

○副委員長（西岡義克君） 

  分かってんねん。だから基本的に今後そ

ういうことするのに、修学旅行行ったら物

すごい褒められたと各地でね、子どもが。 

  それはもう教育ができてるからですよ。 

  頭がいいだけじゃ教育じゃないんでね。 

  ここで質問させてほしいのは、この教育

予算のほう私はえらい少ないなと思うんで

すよ。大体教育予算は３分の１ぐらいない

とうそですよ。偉そうに教育力日本一。 

  日本は教育大国日本言うとるんですよ。 

  口ばっかりで。だから今後この問題も例

えば１番の、学校教育充実事業に関しては

学習指導要領の目指す、「生きる力」をつ

けるというような話ね。豊能町では生きる
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力と。国では自己肯定感を育むて、自分に

自信をつけるいうことで。この辺の進行に

ついてどれぐらいいってるかですね。どう

いうふうな方向を取ってるかちょっとお伺

いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  こども未来部、八木です。 

  教育委員会の予算にエールを送っていた

だきましてありがとうございます。 

  教育委員会としまして今後、特にＧＩＧ

Ａスクールが入りましてそれの維持とか、

更新とかで多大の予算が今後要求が出てく

ると思ってます。 

  また、教育水準を維持するということで

漢検、英検もそうですけども、いろんな取

組をするのに予算が要ります。ただ教育委

員会としましても、予算が要らないような

学校運営協議会の話が先ほどありましたけ

ども、その辺の御協力をいただいて、町財

政が逼迫してるということも十分教育委員

会も知っております。 

  また、学校の設置についても、多額な予

算を近々また補正予算で、来年度になると

思いますけど上げることになると思います。 

  教育委員会としましては必要な分は予算

を計上していきたいと思てますけども、予

算をかけないでできるところにつきまして

は、委員会としても努力してやっていきた

いというふうに思ておるところでございま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  この１番の学校教育充実支援事業は1,２

００万かな、ちゃうわ１２０万ですわ。学

校教育ここの今の１９７ページ。 

○委員長（寺脇直子君） 

  成果報告シートは１９７ページですね。 

○副委員長（西岡義克君） 

  成果報告書は１９７の１番ね。 

  これ、１２０万ですわ。たった、そうで

しょ、１番、ちゃいます。予算１２０万で

っしゃろ。いやいや、決算報告や言うから

数字で言うてまんねん。 

  だからね１２０万ぐらいで何をするんや

いう感じを私はしてますんや。なかなか、

教育というのは結果がなかなか出ないから

予算つけにくい点はありますよ。 

  ただハード面はすぐ分かりますわ金額で

出てきます。ただ教育の面は金額で出てこ

ないし結果がすぐに出ない、先に出る。で

もそこにはやっぱり教育の予算はですね、

つけていかなあかん。この辺は財政のほう

総務のほうも考えてもらわなあかんと思う

し、町長も教育力日本一やるんやったらお

金はそのときいうこともないけども、これ

はやっぱり建設予算できちっと組んで、や

っぱり教育大国言うて国に言わなあかんわ。 

  そんな臨時対策債みたいなこと考えとっ

たらあきません。この教育こそ建設公債と

してがばっとつけて町の未来、子どもの未

来に向けて予算化していかなあかんと。こ

んな１２０万ぐらいのお金でやとったら駄

目ですよ。そういうやっぱり教育というの

は長期に、長期の展望に立って短期の実践

をしていくと。きちっと一つ一つ決めてい

くというのが基本やないかと思います。 

  １０番目のこどもの学習支援事業、具体

的によう分からへんのやけどこれでも１６

９万6,０００円ですわ。今の１０番目。１

０番に説明ありまっしゃろ。ありましたか。 

  ここのこどもの学習支援事業、学習及び

学校生活の支援を保護者及び周辺住民の協

力によって行う。これでも地域との共同体

制ですわ。私とこは、希望ケ丘はありがた

いことにもう保護者の方えらい頑張ってく
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れて、信号とこに立ってくれてますわ。 

  この間も一般質問に言いましたように、

本当に私は学校も頑張ったなと、中学生が

夏休み終わったら本来の通学路行き出した

と。これ今までずっと言うてきたんやが全

部近道して裏道行っとったと。小学生は通

学路通っとんですよ。同じ道を行けばやっ

ぱり中学生と子どもは一緒に行けるわけで

すよ。だからそういうことも含めて、そう

いう地域に予算を、教育予算を地域にもき

ちっと配分するような方向でやってほしい。

こんな何ぼでっか１５０万、 

○委員長（寺脇直子君） 

  質問に入ってください。 

○副委員長（西岡義克君） 

  だから、だから今後どれぐらいの考えで、

どれぐらいの予算をつけていくのかちょっ

と聞かせてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  すんません、何かぎっくり腰か知らんけ

ど腰が痛くなって。すいません。 

  私も教育に関するお金というのは結構か

けてるつもりです。財政の部分は非常に厳

しい状態ですけれども、学校に関しては未

来の投資、子どもさんがこれからというと

ころですので、全体バランスを作りながら

ということなんですけど。 

  今、西岡委員のほうから御質問ありまし

たように、細かいところでこれを教育の部

分は、物すごくたくさんのものが項目とし

てあります。これらが、いわゆる必要なタ

イミングもあるでしょうし、その辺をお伺

いするためにも細かく分けていただいてま

す。 

  今後もですね、全体のバランスを見なが

ら、将来への投資という部分ではしっかり

と予算をつけていかないといけないと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  あんまり言うたら、また決算委員会やか

らと言われるんで、あんまり言いまへんけ

ど。とにかく豊能の国の将来の子どもや。 

  豊能の将来の子どもにある。未来は子ど

もにかけるということで、その辺を踏まえ

てやっぱりハード面もさることながら、き

ちっとしたソフト面の充実。研修とか親の

教育がまず第一やと私は思いますわ。その

辺の予算云々含めて地域、学校、家庭が一

体となってやってほしいと思います。 

  今回はそやから本当にうれしかった。夏

休み終わってみんなが自然と通学路のほう

に行ったから、ほらもう感激してね。だか

ら立ってる人も喜んでね、何でやいう話や

った。これは学校、教育委員会、頑張った

成果やと思います。今後ともそういう意味

でハード面は、結果がすぐ出るからいいけ

ど、ソフト面はなかなか出ない。だけどソ

フト面のほうが主ですわ、だから主客転倒

せんように今後ともよろしゅうお願いしま

す。 

  要望しときます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望でよろしいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  成果表の１８１ページ、決算書の１６９

ページです。 

  就学援助事業なんですけれども、成果と

して７１７万7,２６３円上がっております

が、前年度は７４８万3,０００円です。 

  この令和２年度は支援金いうのが入って

おりプラスされておりますね。この差額と
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しては児童生徒が減ったいうことでの差に

なってくるのかその点ちょっとお伺いしま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江です。 

  委員御指摘のとおりでございます。 

  令和元年度では合計９７名の児童生徒に

対して支給をしておりました。令和２年度

決算では９１名の児童生徒に対して就学援

助をしてるということで６名減っておりま

す。その辺の影響が、増減に出てるのかと

思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ついでの質問で申し訳ないんですけど、

今コロナで厳しい家庭も増えてると思うん

ですね、この後どうなるか分からないんで

すけども、今の単に人数が減ったってだけ

じゃなくて全体の小中学生のパーセンテー

ジは同じようなもんなんですか。 

  それすぐ分かりますか。子どもの数が減

ってるから減るのは分かりましたけど全体

の枠で考えたらどのようなものでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江です。 

  正確な数字までは分からないんですけど、

大体１０％程度です。ここ６名減っており

ますけど児童生徒はもっと減っております

ので、恐らく今のコロナの状況が今のとこ

ろはそんなに顕在的にここに出てるとは思

っておらない。今後ちょっとどうなるか分

かりませんけど今のところ大きな変化はな

いと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  それでは、ないようですのでここで暫時

休憩いたします。 

  再開は２時５０分といたします。 

  次は１８８ページ社会教育費から２００

ページ保健体育費までを御説明願います。 

  再開は２時５０分といたします。 

  １８８ページから２００ページです。 

（午後２時４０分 休憩） 

（午後２時５０分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  １８８ページ社会教育費から２００ペー

ジ保健体育費まで御説明を願います。 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。よろしくお願い

いたします。 

  それでは、決算書の１９３ページ、主要

施策成果報告書２１１ページをお開きくだ

さい。 

  こちらは西公民館管理事業になります。 

  小事業としまして西公民館の改修事業を

行いました。こちらは老朽化しましたエレ

ベーターの更新、キュービクル、受変電設

備ですけれども、あと空調チラーの改修工

事を実施いたしました。西公民館トイレ改

修事業とまして新型コロナのウイルス交付

金を活用しましてトイレの自動水洗の設置

を行いました。ごめんなさい。そのコロナ

ウイルスの交付金を活用しましてその他に

大会議室、木工室、料理教室の空調改修工

事も行いました。 

  続きまして、決算書１９５ページ、主要

施策成果報告書２１３ページをお開きくだ
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さい。こちらは図書館運営事業になります。 

  小事業としまして図書館業務充実事業や

新しい生活様式に対応した図書館環境構築

事業において、コロナ対策としまして図書

の除菌機や指定ホーム支援のための図書購

入あるいはパーテーション等を購入いたし

ました。 

  続きまして、決算書１９７ページ、主要

施策成果報告書２１４ページを御覧くださ

い。こちら図書館管理事業になります。小

事業としまして図書館空調更新事業。こち

らは図書館の空調が開館以来大規模な更新

行っておりませんでしたので、全体的な空

調改修工事を実施するために実施設計を行

いました。工事は今年度６月の議会で承認

いただきましたので今年度１２月末までに

終了予定となっております。 

  続きまして、決算書１９７ページ、主要

施策成果報告書２１６ページをお開きくだ

さい。こちらは文化振興事業になります。 

  ユーベルホールの文化振興事業になりま

すけれども主要施策成果報告書の主な成果

のところを御覧いただきましたとおり、コ

ロナ禍で事業の半分ぐらいが中止になって

おりますが、緊急事態宣言と分けた段階で

開催可能な範囲において実施いたしました。 

  開催回数等はこちら主要施策成果報告書

に記載のとおりでございます。 

  続きまして、決算書１９９ページ、主要

施策成果報告書２１７ページを御覧くださ

い。こちらは文化財保護事業になります。

令和２年度の実績としまして、吉川古地図

という文化財がございますけれども、その

古地図のうち、文化財価値の高い１枚を補

修作業を行いました。 

  続きまして、決算書２０１ページ、主要

施策成果報告書２１９ページを御覧くださ

い。 

  こちらは体育施設管理事業になります。 

  こちらの体育施設管理事業については、

スポーツ広場とふれあい広場の管理事業に

なりますけれども、事業としては例年どお

りだったんですけれども、令和３年度から

令和５年度まで３か年、ふれあい広場、ス

ポーツ広場の民間管理委託を行うため、Ｎ

ＰＯ法人ヴィエントとよのと協定を令和２

年度中に締結いたしました。令和３年度以

降はヴィエントのほうで、業務委託で管理

をしていただいている状況でございます。 

  続きまして、決算書２０３ページ、主要

施策成果報告書２２０ページを御覧くださ

い。 

  こちら、シートス管理事業になります。 

  シートス管理事業としましては、小事業

の中でシートス改修事業、こちらはシート

スの施設としての老朽化により屋上防水工

事を実施するために実施設計を行いました。

工事は本年度、令和３年度に予定しており

ます。 

  もう一つ、小事業としまして、シートス

管理維持体制持続化事業でございますけれ

ども、こちらは新型コロナウイルス感染拡

大防止措置に伴い、指定管理事業者への財

政的支援を行い、持続可能な施設運営を図

るために指定管理者に対して支援金を交付

いたしました。 

  説明は以上となります。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  これより、質疑を行います。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  評価シートの２１７ページ、文化財保護

ですか、この関係でちょっとお伺いします。 

  先ほど一つ、例として、吉川の古地図の

補修というふうなお話もされておりました

けども、このページの右上に、主な成果と
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して埋蔵文化調査とか有形文化財の補修と

か、もろもろ書いてございますが、さっき

の吉川古地図の補修というというのは、こ

の有形文化財の補修の１件という、これに

当たるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  委員おっしゃるとおり、有形文化財保護

の補修というのが吉川古地図の補修になり

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  では、さらにそこの、主な成果のほかの

ものも聞いてみたいんですけども、まず一

番下の、滅失のおそれのある石造文化財の

保護２件とありますが、石造文化財いうて、

磨崖仏とか石仏とかという、そういうふう

な類いのものですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  こちらも委員のおっしゃるとおりです。

余野地区に石仏が２体発見されましてとい

うか、転がっていると言うたら変ですけれ

ども、このままではもうちょっと、どこか

に持っていかれても困りますので、そうい

うった意味で保護をして、今西公民館のほ

うに展示しております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  石仏が、余野の石仏ですね。それが転が

るんですか、転がるか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  余野の、ちょっとそのところに中世城郭

というのがありますけど、お城の城址、城

跡ですね。そこにあった石仏が２体、埋も

れていたといいますか、かつて昔、ちゃん

と祀られてたものが、地面の中に埋もれて

いる状態で発見されましたので、それを保

護するということで実施いたしました。 

○委員（中川敦司君） 

  今、西公ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  今は西公の、公民館のほうに展示、ロビ

ーのとこの窓ガラスに展示しております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  その展示されている石仏は、ずっとその

公民館に展示になるのか、それとも元あっ

たであろうところに戻すとか、そんなんで

もないんですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  そうですね。現在のところ、まだちょっ

と先はあれですけど、現在のところは西公

民館のほうに継続展示するか、あるいは郷

土資料館のほうで展示するかということで、

今のところは西公民館に展示しております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  いや、中世城郭の調査１２か所とありま

すけども、この城郭というのはどこのお城

のですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  １２か所、中世城郭ございまして、余野

本城、幣ノ木城、余野城、城の腰城、余野

山土塁、大平土居、高山城、向山城、水牢

古城、鳥坂城、吉川城、井戸城の全１２城

でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  たくさん城があるんやなというふうな認

識をさせてもらったんですけども、それは

城郭というのであって、その場所そのもの

は行けば何かそれらしきものはあったりす

るんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  私も実はちょっとこの調査に一緒に立会

いで行ったんですけれども、もう建物とか

そういうのは一切残ってはいない、土塁と

か下の石垣とかは残っている場合はあるん

ですけれども、建物自体はもう残っていな

くて、なかなかぱっと見た感じではちょっ

とそこに何かあったか分かりにくいという

ところではあります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そういうものって、形はもうないかも分

からんけど、ここには昔お城があったんだ

よという何かそういうふうな、立札みたい

なそういったものはどうなんですか、ある

んですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  なかなか道も、本当けもの道にもなるか

ならへんかいうような道ですので、そうい

った立札等はしておらない状況です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  先ほどの観光絡みでも話させてもらった

んですけども、その城郭というのが結構山

の中にあるとかいうふうなお話もございま

したけども、そういったものももしかして

観光の人に来てもらえるとか、要は交流人

口を増やすための材料になるんであれば、

そういったところにも何か手を加えて何か

やっていったらどないかなと思ったりもす

るんですけど、その辺はどうでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  今回、この文化財保護事業で成果を何点

か上げさせていただいたんですけれども、

そういった中世城郭も含めた、なかなか今

すぐにこれが交流人口の増加に直結すると

かって難しいかなと思っておりますが、今

後こういった事業というか調査を日々継続

していって、そういった交流人口の増加に

つなげていければというふうに考えており

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  １点すみません。その成果の一番上、埋

蔵文化財調査３件とありますが、これ何か

埋蔵されているものが見つかったか何かと

いうことですか、調査して。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 
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  この調査、３件行ったんですけども、３

点あるんですけど、大円城址、新光風台の

茶屋跡、あるいは上杉尾根、妙見参道の茶

屋跡というところで、まだ土器的なものと

いいますか、そういった瀬戸物といいます

かそういったもの的なものは、見つかって

はいるんですけれども、それがいつの時代

なのか、後から置かれたものなのかが分か

らないので、ちょっとそこまで詳しい調査

ができていないところではあります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  このわずか２０万7,０００円の中でよう

やってらっしゃるなとまず評価いたします。

多分お好きなのかな。 

  私、高山城と井戸城の跡は行ったことあ

ります。ちょっと雰囲気は石垣というかそ

んなんもあるし。 

  この後、それをまとめて次の展開を考え

ていらっしゃるのかどうか、今まだ調査中

でそこまで行ってないのかどうかというこ

とと、何しろこの２０万7,０００円でよく

やってらっしゃるなと正直思いましたので、

この後の展開を教えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  ありがとうございます。なかなか予算も

ない中で、職員で調査したらその資料をま

とめていったりとかはしていますけれども、

職員のほう兼務でやってますので、これで

専従でとはなかなか難しいので、調査に関

しては行き次第、行った場合には必ず調査

結果をまとめていきたいなと思っておりま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  この辺は昔、鉱山の跡、結構ありますよ

ね。高山からでしたら多分木のトロッコが

走る線路まで残っている場所を御存じです

よね、あるんですよ。ほこらの中に木の線

路がずっと奥まで続いています。ああいう

場所とか、保ノ谷もあります、ズリの落と

した跡とか。 

  ですから、そういう意味ではいろんな形

でこの町それなりにあると思いますので、

いろんな協力の方をつくっていただいて、

豊能町、歴史があるといいながら、実際は

その歴史的なものを語るものはほとんどな

いので、ぜひ頑張っていただきたいと思い

ますので、いろんなとこでネットワークを

広げていただきたいと思います。期待しま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望でよろしいですか。 

○委員（秋元美智子君） 

  要望でいいです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  続けて質問いたします。 

  さっき触れました１９５ページの図書館。 

○委員長（寺脇直子君） 

  別冊の１９５ページですね。 

○委員（秋元美智子君） 

  １９５ページ、で、説明書の２１３ペー

ジ、ここのところに流用が非常に書いてあ

るですね。備品購入費から、いやいや、修

繕費の下のところに備品購入費へ行ったり

とか備品購入費から入ったりとか、行った

り来たりやってるんですが、この下の図書

購入費の辺りまで。これはなぜですか、こ

の行ったり来たり、お金の行ったり来たり

の御説明をお願いします。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  確かに委員おっしゃるとおり、図書館運

営事業の流用というのはかなりちょっと行

ったり来たりが激しいんですけども、これ

何かと言いますと、書籍購入する場合とい

うのは消耗品で購入する場合と、備品の図

書購入費で購入する場合と２パターンござ

います。 

  当然消耗品で購入する場合、雑誌とか新

聞とかＤＶＤとかというもの、図書購入費

はある程度経費かかるものが備品として購

入させていただくというような支出の仕方

をしております。この図書館運営事業では

小事業として図書館業務充実事業というの

がございますけれども、こちらでも書籍の

購入費用、予算に計上しておったんですけ

ども、当初備品購入費である図書購入費で

ほとんど計上してました。ただ、実際購入

するときになったときに、どういった書籍

を購入するか精査する段階でＤＶＤの映像

資料、こちらは消耗品になりますけど、こ

ちらを優先して購入するべきではないかと

いうことで結論に至りましたので、ただ、

消耗品で購入するには予算が足りませんで

したので図書購入費のほうから流用して支

出をしたということになります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  国のとかそういうの関係ないんですね。

そのシステム上、購入するときは備品扱い

なのか消耗品扱いなのか分からないという

ふうのところがこういうふうな形に出てく

ると今後理解させていただいてよろしいで

すか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  その購入する書籍の種類で消耗品なのか

図書購入費なのかというとこになってまい

ります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  成果表の２１１ページ、それと決算書１

９３ページのところで、西公民館の管理事

業１、２、３というふうにありますけれど

も、管理事業としてここの右下に改善の方

向性というのが書いてあるんですけど、１

番目の丸と２番目の丸とではちょっと相反

する感じが伺われるんですね。引き続き修

繕、改修、更新を行い、安全な環境整備を

目指し、改善に取り組むというふうに書い

てあるんで、これは本当に住民の皆さんが

楽しみにして、西公民館はたくさんのサー

クルやら使っておられる、そういうところ

で重要な位置を示しているところ、場であ

りますので、これは守っていかなければな

らないと思いますし、皆さんも願っておら

れるんですが、次の②は社会教育の委員や

利用者の声に、意見を参考にしていうよう

なことなんですが、円滑な施設管理や運営

の在り方を検討するいうことで、再編とい

う立場ではどういうふうになるかないう不

安がすごく出てくるわけなんですけれども、

これ評価としてはＤ評価というふうに書い

ておられますけれども、この点はどのよう

な、これはこれからの委員会の中で決まっ

てくることで決定されるべきものなのか、

ちょっとその辺確認させてもらいたいと思

うんですけど。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 
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  生涯学習課、寺倉です。 

  委員おっしゃるとおり、毎日公民館も利

用者の方たくさんいらっしゃいます。そう

いった中で老朽化がはっきり、著しい老朽

化が出てきている施設であるんですけれど

も、そういった中で、例えば雨漏りであり

ますとかそういった部分について必ず緊急

性伴うものについてやらないといけないと

思います。 

  ただ、公共施設再編もございますので、

施設全体を触ろうとすると、本当に数億円

とか数千万円かかるぐらいになりますので、

緊急性を伴うものは例えば補正をしたりし

て上げさせていただいて、工事は行おうと

は思っておりますけれども、町施設の全体

として考える場合にはやはり公共施設の再

編検討委員会の答申を受けて町の判断とし

てどういう方向にいくかで、今後の全体の

大規模な更新改修というのは考えていきた

いと思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  これは要望でしかないんですけれども、

西、東、中央公民館、やはり住民さんがい

ざというときにたくさん集まれる場、そし

て、そこがまた避難場所になる、西公民館

もそうですね。そういうところの重要な位

置づけである場所ですので、これはちょっ

と、ぜひ継続していただくことを願ってお

ります。これは住民の皆さんも本当に高齢

化はしているけど、それだけに皆さんが集

って話ができる場、これは絶対にコミュニ

ティーの場として必要なので、その辺は要

望でしかありませんけれども、ぜひ町長も

その点継続ができるようにお願いしたいと

思います。これは要望です。 

  出てませんけど、再編によってどうなる

かいうとこら辺で物すごい危惧してる人が

大勢いてるので、その点でなくならないよ

うに、また、改善点では建て直すいうよう

なこともあるかもしれませんけど、なくし

てはならないという、再編いうことですの

でこれは整理していくという方向で、今学

校だって小学校３つがなくなるという話が

やっぱりあるわけですから、その辺での再

編がどうなるかが危惧されておるところで

すので、その点は要望として、しっかりと

残してもらいたいというふうに思っており

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私、こことは、西公とは違ったとこでち

ょっとお聞きしようと思ったんですけど、

今回は結構更新して、改修されてますよね。

中も結構手を加えてますね。壁塗ったりと

は言わないけど、おや、ちょっとここら辺

変わっているなというのが幾つかあるんで

すよ、壁の、壁面とか。あの状態を見てい

ると、今、この後、再編計画関係なく、今

回の手入れしたことであとどのぐらいはも

ちそうなんですか、あの建物、１０年ぐら

い、２０年ぐらいいけそうなんですか。要

するにエレベーターとかそういった耐用年

数のことから聞いています。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  委員がおっしゃった壁とかというのは、

大分汚くなってますので職員のほうで塗り

替えました。令和２年度にエレベーター更

新とあるいはキュービクル、空調のチラー

も改修して、あと、ほかの会議室と空調も

直しましたので、ただ、雨漏りがあります
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ので、これは箇所箇所雨漏りしてますので、

根本的に言えば直さないとというところで、

ちょっと具体的な金額は今日持ってきてお

りませんけれども、相当な額はかかるかな

というふうに思っています。 

○委員（秋元美智子君） 

  額じゃなくて、あのままでどのぐらい難

しい、もたせようとしているのか。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  あのままでもたせようとすれば、やっぱ

り雨漏りも直していかないと、水が回って

いきますとやっぱり軀体が傷みますので、

このままで何もしないでもたすというのは

ちょっと、実際利用されている方がいらっ

しゃる中ではやはりそういった雨漏り対策

をやっていかないといけないかなというふ

うに思っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  そうなっちゃうと、ちょっと手順が違う

んじゃありませんかと言いたいんですね、

私は、町の公共施設に対する視点は。お金

をかけてその後また壊したり何かしていく

よりは、やっぱりきちっとしたものを早急

に取り組んでいただきたい。これ要望です、

よろしくお願いします。 

  今度、ユーベルのほうなんですけども、

ユーベル、私が思った以上には。 

○委員長（寺脇直子君） 

  決算書は何ページでしょうか。 

○委員（秋元美智子君） 

  ごめんなさい、失礼しました。１９７ペ

ージなんですけども、こちらの説明書は２

１６ページかな。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ２１５ページですね。 

○委員（秋元美智子君） 

  これはもう、多分どうにもならないとこ

まで経費節減していたと思います。私はち

ょっと申し訳ないなというか、どうしてそ

うなのかがちょっと分からないんですね。

何で、一つこれを頼んだらずっとこう横に

派生していってこの金額になるのか、私自

身はそう思う、これが思い切った最高の経

費節減だと思ってますけども、もう一つそ

このところの説明をお願いしたいんです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  ユーベルホール管理事業につきましては、

決算の3,６００万のうち、業務委託料がや

っぱり2,５００万あります。 

  この内訳としまして、施設の一括管理を、

生涯学習施設は一括管理を業者のほうに委

託しておるんですけれども、この業務委託

料の2,５００万のうち、その一括管理、各

種保守点検ありますけれども、その一括管

理で1,８００万程度かかっております。 

  ユーベルの場合、特にかかるのは舞台と

か音響、照明器具といったほかの施設には

ないような専門的な器具がございます。そ

ういった舞台なんかはつり物もございます

し、危険性も伴いますので、定期点検をす

る必要がありまして、そういった点検も含

めて一括管理1,８００万かかっているとこ

ろがやはり大きな支出のウエートを占めて

いるかなというふうに思っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  まあこんだけの経費かけてやっていくに

はちょっと厳しい施設ですので、町として、

教育委員会としてかな、この先どうするか

というふうなのもやはり公共施設再編計画

の中で、来年、再来年ぐらいの回答かなと

いうふうな認識でよろしいですか。それと
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もこれは別途進めていらっしゃるのかな。 

○委員長（寺脇直子君） 

  川村副町長。 

○副町長（川村哲也君） 

  副町長の川村でございます。 

  秋元委員からの御指摘でございますけれ

ども、このユーベルホールにつきましても

公共施設再編検討委員会の中で、まず総論

の中で今年度中間取りまとめを出させてい

ただきまして、また、個別のユーベルホー

ルにつきましては、来年度方向性というの

を取りまとめさせていただくということで

考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  ないようですので、ここで暫時休憩しま

す。 

  次は、歳入に移ります。 

  １４ページの町税から２２ページの交通

安全対策特別交付金までを御説明願います。 

  再開は１５時半といたします。 

（午後３時１５分 休憩） 

（午後３時３０分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き、会議を開

きます。 

  次に、歳入に移ります。 

  １４ページ、町税から、２２ページ、交

通安全対策特別交付金までを御説明願いま

す。 

  順次説明を願います。 

  泊税務課長。 

○税務課長（泊 進君） 

  税務課の泊です。 

  款１・町税について説明いたします。事

業評価主要施策成果報告書の６ページ、決

算書６ページを御覧ください。 

  町税全体の収入済額は１７億7,９３０万

８０９円で、前年度と比較してマイナス1,

７７１万3,４０９円の減収、率にして約0.

９９％の減となっています。調定額に対す

る徴収率につきましては、町税全体の現年

度分で９9.３％となっております。 

  それでは、税目ごとに概要の説明をいた

します。 

  決算書は１４ページのほうを御覧くださ

い。 

  個人町民税については、決算額１０億2,

５３０万7,６１０円で、前年度と比較し、

マイナス1,９３３万５２９円の減収、率に

してマイナス1.８５％の減となっています。

減収の主な要因としては、就業人口の減少

に伴う所得割納税者の減少等によるものと

考えられます。 

  続きまして、法人町民税につきましてで

すけど、決算額3,８０８万9,１００円で、

前年度と比較しますとマイナス２４１万1,

５００円の減収、率にしてマイナス5.９％

の減となっています。この主な要因としま

しては、法人税割額の減によるものと考え

ています。 

  続きまして、固定資産税についてですけ

ど、決算額６億3,２５２万4,２６５円、前

年度と比較しますと１０５万7,５２９円の

減収、率にしてマイナス0.１７％の減とな

っています。この要因につきましては、地

価の下落に伴うものと考えられます。 

  軽自動車税につきましてですが、決算額3,

７３２万7,６００円、前年度と比較しまし

て、８５万6,９００円、2.３５％の増とな

っています。この主な要因につきましては、

新税率の適用車両の増加及び令和元年１０

月より新たな税目、軽自動車の環境性能割

が新設されたことによるものと考えており

ます。 

  続きまして、町たばこ税についてですが、

決算額4,５８２万4,９３４円、前年度に比

べ、３００万1,９４９円、7.０１％の増収
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となりました。 

  町税に関しての説明は以上です。よろし

くお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  行財政課、山内です。よろしくお願いい

たします。 

  決算書の１６ページ、地方譲与税から、

２２ページの交通安全対策特別交付金まで

を説明させていただきます。 

  主要施策成果報告書６ページを御覧くだ

さい。 

  歳入の概要としまして、前年度との比較

を載せております。 

  交付金の欄の法人事業税交付金が皆増と

なり、地方譲与税の欄の地方道路譲与税、

地方特例交付金の欄の子ども・子育て支援

臨時交付金が皆減となっております。地方

譲与税の増は森林環境譲与税の増によるも

の、交付金の増は地方消費税交付金の増の

よるものが主な要因となっております。 

  地方特例交付金は、子ども・子育て支援

臨時交付金が普通交付税として措置される

こととなったことから皆減となっておりま

す。普通交付税は基準財政需要額の高齢者

対策費の増などにより増額となったもので

ございます。 

  説明は以上となります。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  これより、質疑を行います。質疑ござい

ませんか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  １５ページの不納欠損額の個人、法人、

まあ町税ですね、２１万9,０００円から下、

４８０万とか出てますけど、それぞれの件

数を教えていただけますでしょうか。１件

なのか１０件なのかによっても違いますの

で、お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  泊税務課長。 

○税務課長（泊 進君） 

  税務課、泊です。 

  件数ということで、個人の町民税ですが、

２１万9,２８４円で、件数は８件となりま

す。 

  法人町民税についてですが、４０８万9,

４００円で、件数としては１２件。 

  固定資産税についてですけど、４５万8,

９００円で、件数としては５件。 

  軽自動車税につきましては、4,０００円

で、件数としては４件。 

  以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  軽自動車が４件、１件1,０００円かな。

これをお支払いしてないということは、こ

の町からはいなくなってしまって後を追い

かけられないという形での不納欠損が４件

という理解でいいでしょうか。そこをどう

理解していいか分からないのでお願いしま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  泊税務課長。 

○税務課長（泊 進君） 

  税務課、泊です。 

  件数の４件につきましては、これは軽自

動車の原付、原動付になりまして、1,００

０円の４年分という形で4,０００円という

形で計上させていただいてます。 

  納税者の方に関しましては、いろいろと

調査したのですけども、所在不明等で追い

かけられなくて、今回の不納欠損という扱

いにさせていただいてます。 
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  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  不納欠損で閉まったからどうこうは今さ

らいいのですが、隣の収入未収額も私から

見たらかなりなんですけども、やっぱりそ

ういう、みんな必死の中で税金を納めてい

るわけですから、町の職員も大変だと思い

ますが、かつては徴収するのにチーム的な

ものがあったようにも記憶しているんです

が、今はそういった取組されているんでし

ょうか。どういうふうな取組でこの収入未

収額の方に対して、未済額の方に対して取

り組んでいらっしゃるのか、そこだけ教え

てください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  泊税務課長。 

○税務課長（泊 進君） 

  税務課、泊です。 

  委員おっしゃるように、以前は府のほう

からＯＢの方に来ていただきまして、徴収

の専門家の方にこちらのほう来ていただき

まして、その人を中心に収納を進めていた

ところですが、その方が退任というか、こ

ちらのほうをお辞めになられて、現在は徴

収担当を２人で業務のほうを進めていると

ころです。よろしくお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ごめんなさい、度々。それで対応できま

すか。できているんならそれでいいんです。

やっぱり今役場の中の仕事、いろいろ忙し

いですし、何やもういろいろあるので、や

はりそういった方を考えるということも今

後、町長ぜひお願いします。これは役場の

中で話し合ってください。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望でよろしいですか。 

○委員（秋元美智子君） 

  要望でいい。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  その関連の質問になります。軽自動車税

の不納欠損額４件は、原付の件やとおっし

ゃってましたよね。その方の所在がもうつ

かめないというふうにおっしゃってました

けども、原付のバイクに関しましては、多

分ナンバープレートを返却して初めて、も

う税金を納めなくてもいいよというふうに

なるんかなと私は思っているんやけども、

この方多分、どこにいてはるか分からんけ

ど、ずっとオートバイ、このナンバープレ

ートをつけたままで使い続けておられるよ

うなことであれば、この４人の方はずっと

これから毎年毎年、不納欠損で必ずこの４

人は4,０００円、4,０００円て毎年計上さ

れていくことになるんかなと思うんですけ

ど、それでよろしいんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  泊税務課長。 

○税務課長（泊 進君） 

  税務課、泊です。 

  原動付の車両につきましては、恐らく廃

車等、物自体が多分ないというような形で、

ナンバープレートとかの回収、本来は廃車

届とかいう形で出していただいて、それを

基に課税のほうをしないことになると思う

んですけども、そういった形で車両のほう

いうか、車両も含めて所在不明という形と

いうことで今回も欠損の扱いにはさせてい

ただいているところです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 
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○委員（中川敦司君） 

  いや、要はその登録抹消なり何なりの手

続しない限り、この４名いうか４台はずっ

と永遠に、毎年請求はしようとするんやけ

ども結局所在不明で回収できないという、

そういうふうなことになるんですねという

質問なんですけども。 

○委員長（寺脇直子君） 

  泊税務課長。 

○税務課長（泊 進君） 

  税務課、泊です。 

  課税の発生という形になると思うんです

けど、こちらのほうで所有者の方と所在地、

そういったことを調べて、その方に対して

納税通知書という形で発送することで課税

が確定ということになります。ただ、こう

いった所在不明の方に対してはそういった

通知ができないところもございますので、

そういったところで所在不明という形で今

回不納欠損という、課税自体が成立してい

ないということで不納欠損扱いにしている

ところです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですかね。 

  ほかに質疑ございますか。 

  交通安全対策特別交付金まででほかに質

疑ございますでしょうか。 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  決算報告書１４ページで歳入の概要の６

ページです、主要成果報告書の。 

  この中で、子ども・子育て支援臨時交付

金、これは2,４９１万5,０００円、これが

出てますね。これは臨時交付金、子育て支

援臨時交付金で、今回初めてなのかどうな

のか、お聞きします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  行財政課、山内です。 

  主要施策報告書、歳入の概要の子ども・

子育て支援臨時交付金2,４９１万5,０００

円につきましては、令和元年度に特例交付

金として保育所無料化の分について特例交

付金として交付されたものになっておりま

す。それが令和２年度につきましては、普

通交付税で措置されるということになって

おりまして、決算額はゼロになっておりま

す。 

  参考としまして、令和２年度の普通交付

税の措置額としまして、需要額としまして2,

４２５万2,０００円増額となっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  そうすると、これ今後同じように子ど

も・子育て支援交付金でいけるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  行財政課、山内です。 

  地方特例交付金としては措置されず、普

通交付税として措置されております。基準

財政需要額の計算式の中に保育無償化によ

るものという算定式がありますので、そち

らで措置されております。 

  以上になります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  確認ですけど、じゃあ普通交付税で今後

交付されるということですね。分かりまし

た。 

○委員長（寺脇直子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  行財政課、山内です。 
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  西岡副委員長、おっしゃるとおりです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  ということは、これは基準財政需要額の

中に入り込むということですな。 

○委員長（寺脇直子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  行財政課、山内です。 

  基準財政需要額の中に幼稚園等の子ども

の数というところの算定式がありまして、

そちらの中に、保育無償化ということで令

和２年度につきましては2,４２５万措置さ

れております。 

  以上になります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  ないようですので、次に、２４ページ、

分担金及び負担金から、６０ページ、町債

までにつきましては、特に前年度と変わっ

た項目、また、特に説明をしておきたい項

目について、説明願います。２４ページか

ら６０ページです。 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  行財政課、山内です。 

  決算書、５５ページをお開きください。

主要施策成果報告書は６ページを御覧くだ

さい。 

  基金繰入金でございますが、総額２億4,

７５９万9,０００円で、令和元年度より２

億8,７５０万6,０００円の減となっており

ます。これは、財源不足による財政調整基

金の繰入金が１億円となり、令和元年度と

比べ、１億9,０００万円の減となったこと、

また、昨年度廃止した土地開発基金からの

繰入金１億3,６９８万円の減が主な要因と

なっております。 

  続きまして、決算書の６３ページをお開

きください。主要施策成果報告書、８ペー

ジを御覧ください。 

  ２２の町債の合計は、４億４４０万1,０

００円で、令和元年度より１億2,８２２万9,

０００円の減となっております。消防署通

信指令システム改修事業、シートス空調整

備事業の減が主な要因となっております。 

  歳入の説明は以上となります。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  これより質疑を行います。 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  主要成果報告書の中の６ページ、今、繰

入金、基金繰入金のあれがあるんですけど

も、これが減っているわけですね。今後は

基金繰入金はなかなか減っていくと思うん

です。というのが、今言われたように財政

調整基金が枯渇して、将来なくなるという

ようなことなんで、この繰入金に関しては

今後どういうふうな対応をしていくのか、

これ減るのを、だけど事業するにはやっぱ

り、建設公債やったらまだいいけど赤字公

債なんかになると、使うと将来にまた禍根

を残すということで、この繰入金に関して

は今後どういうような、そらいずるを制す

るもいいけども、事業を起こさな住民のた

めのサービスができないから、この辺のジ

レンマがあるんですけども、今後基本的に

はどういう体制でいきたいのか、これ町長

も含めてお伺いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  行財政課、山内です。 

  基金の繰入金につきましては、目的にな

っております。ふるさとづくり基金であり
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ますとか公共施設整備基金でありますとか

は目的基金になりますので、そういう事業

が行われるたびに取崩し・繰入れを行うこ

とになるかと思います。 

  豊能町の場合、基金の繰入れによって実

質収支がプラスになるような財政運営にな

っておりますので、今後も財政調整基金の

ほうは取崩しをして繰入れしていかなけれ

ばちょっと財政運営はできないのかなと考

えております。 

  それについては、行財政改革プラン２０

１９であるとか公共施設再編計画を進めて

いきまして、経常経費を圧縮しながら財政

運営を図っていきたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  どない言うたら、残念ながら監査委員さ

んが言われているのは、今後財政調整基金

が枯渇すると、将来なくなると、このまま

いけば。だから、このときもこれを使って

いくんやみたいな考えでは町が成り立って

いけへんわけです。だから、財政面だけや

のうて、全体でどうするかいうことを、こ

れにも書いてあるんやけど、総務が中心と

はなるけども、やっぱり各部署が今後の運

営に協力、一致協力する体制ではない。町

長を筆頭にして、そういう特別的な扱いを

せえと書いてあるんです、この決算報告書。

今までこんな特例記載事項なんかなかった。

よっぽどこれ厳しい状況が入っていると。

ところが残念ながら、ここにも書いてある

けど、あまり意識がないんちゃうかという

ようなことも書かれてます。これは正念入

れて、ここのとこを、今後の財政調整基金

をどう積み立てるのか、財政調整基金に代

わる運営資金をどうするのか。これは資金

だけの問題やのうて、やっぱり行政マンの

よう言われているようにシビックプライド、

シティプロモーションとか、偉そうなこと

を言うとるけども、行政はそういう具体的

な案を出して議会に、議会も協力体制を取

りながらやっていかんと、もちろん町民の

方にも無理言うところは無理言うと。ただ、

情報はなかなか行き渡ってないこともある

んやけども、その辺は町長が筆頭になって、

やっぱり一つにまとめて、みんなが同じ方

向でいかな、同じ方向でいくと１００のこ

とが２００になるんですわ。同じ方向でい

かないと１００は１０ぐらいしかでけへん

わけですよ。その辺を踏まえて、今後その

財政対策、人事も全部含めてやっていって

いただきたいと思うんですけども、町長の

決意をお伺いしたいと思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。監査委員さんと

もいろいろと我々の状況のものを、そうい

うものを共有しながらお教えも頂いてまい

ります。 

  今回我々のところでいくと、もう歳出の

削減の部分として、行財政改革プランと、

それから公共施設の再編、これらを含めて

歳出を抑えていくというところの中で、現

状として基金を取り崩していかなければな

らないという現実を受けながら、監査委員

のほうからは基金をためる考え方を一つは

変える。それから、緊急事態として本部を

つくるべきであるというような御意見も含

めてお伺いをいたしました。 

  これから、今、行財政改革プランの最終

幾ら、それから、公共施設も含めてこれら

を検討してまいりますので、町全体として

取り組んでいく決意は間違いありませんし、

このままでないと持続可能な町運営という

のはできませんので、その決意でおります
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ので、今回決意という形で御報告をさせて

いただきます。ありがとうございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  西岡副委員長。 

○副委員長（西岡義克君） 

  今、そやから、山内行財政課長から答弁

があったようなことやなくて、ここには基

金の取崩しを原則凍結する方向でいけと監

査委員は書いておるんですよ。その中で町

長を筆頭に議会も一体となってと書いてお

るんです。町議会においても十分御議論賜

りますようお願い申し上げますとこういう

ふうにくくってあるわけ。だから、これは

一つ、財政だけの問題やのうて、町のいく

べき方向をきちっと踏まえて、やっぱり議

会行政、住民一体となってやっていかんと

この町はなくなりますから。その辺よろし

くお願いして終わります。よろしいわ、答

弁は。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望でよろしいでしょうか。 

○副委員長（西岡義克君） 

  はい。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ２９ページのところの消防署のほうから

先に、消防署にあります駐車場の使用料、

多分あそこの、消防署の横の駐車場なのか

なと思ってはいるんですけども、箕面の消

防署の職員もここの駐車場を使っているの

かな。その場合幾らなのか、町の職員と同

じなのかどうかお聞きします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは後ほどということでよろしいで

しょうか。 

○委員（秋元美智子君） 

  ユーベルホールのここには使用料、２９

８万9,７４０円、５９ページのほうにチケ

ットのほうが４１万7,７９０円、合わせて

３４０万ぐらいなんですけども、これ今公

共施設再編計画を練ってます。もしかした

ら、これやめろと、閉めろというような答

えが出てくるかもしれない。いずれにして

も厳しい中ですので、そこにいく前にこれ

値上げするとかそういうふうな町のお考え

は現在あるのかどうか、お尋ねします。 

  それと同じようにして、公民館も同じで

す。やっぱりこれも十四、五年前に値上げ

したままだったと思います。そういうふう

な計画が財政改革編成の中であるのかどう

か、動きだけでもちょっと教えてください。 

  ついでに豊寿荘、永寿荘の使用料もどう

するか、３点お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  こども未来部、八木です。 

  まず、シートスですけども、今現在指定

管理者を募集しております。 

○委員（秋元美智子君） 

  私が求めているのはユーベルホールです。

ごめんなさい。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ユーベルホールにつきましては、使用料

の改正の予定があるかという御質問やと思

うんですけども、現在のところございませ

ん。以前、町全体で使用料、手数料の見直

しをやったのがもう１０年前ぐらいになる

と思います。そういうときに一斉に見直し

が教育委員会としてはふさわしいのではな

いかなというふうには考えておるところで

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  使用料、手数料全体の見直しにつきまし

ては、消費税が１０％になるときに一度全
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体として見直しを行っております。そのと

きに近隣の、例えば先ほど公民館等々も調

査をさせていただいたんですけれども、そ

のときに非常に比較がしにくい、要は会議

室の大きさも違うであるとかそういった面

もありまして、前回のときには消費税分の

アップ分のみを使用料、手数料の増加分と

しております。 

  今後につきましては、先ほど八木こども

未来部長からもありましたとおり、町全体

として使用料、手数料、これは公共施設を

今後どうしていくかも併せまして、いわゆ

る受益者負担分をどうするかというとこら

辺も全部で考えた上で、町全体としてもう

一度見直す方向は必要であると考えており

ます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。西岡副委員長が

何回も触れてますけども、監査委員会、非

常に厳しい監査結果が出て、町として、私

が感じるんですよ、町としてこれから何か

しら収入を上げていこうとしたら、やっぱ

りここの使用料ですとかそういうとこでし

か私には考えられないです。やはりこれは

きちっと、そんだけ切羽詰まったものです

から町としても取り組んでいただきたい。 

  それから、もう一つ心配するのは、例え

ばユーベルにしても何にしても、閉じます

といったときに住民はわっと騒ぎますよ、

前回そうだったように、なぜだと、文化大

事じゃないかとか。じゃなくて、やっぱり

その前に値上げして、せざるを得ないんだ

と、それでもやっぱり無理なんですという

流れをつくらない限り、住民というのはな

かなか分かってくださらない。だからそう

いう意味も含めて、早くこの使用料という

のは見直しというか先に進めていただきた

い。さっき、豊寿荘、永寿荘、どうなるか

分からないですけども、そういったことも

含めて、これ要望として終わります。 

  で、駐車場どうなりました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  豊寿荘と永寿荘はよろしいですか。 

○委員（秋元美智子君） 

  いや、だって返ってこないでしょ。永寿

荘、豊寿荘も入れてね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  箕面市のあれを確認してください、委員

からも頂いている分。 

○委員（秋元美智子君） 

  永寿荘も、豊寿荘も。 

○委員長（寺脇直子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課の小森でございます。 

  たしか歳出のときにも同じようなことを

ちょっと私言わせていただいたんだったか

なと思っております。施設再編の大きな流

れの中で、例えば豊寿荘につきましては、

豊寿荘であったり西公民館であったりとい

う、同じ場所に使用は、内容については大

体同じような内容で利用されているんです

けれども、片や高齢者向けの施設というこ

とで無料になっている、片や全年齢の方が

利用できるんですけれどもここは使用料頂

いていると、こういうようなところがある

と思います。 

  今後については、先ほど申し上げました

ように、施設再編の中で、例えばこれを合

築させて何らかの形で使えないかとか、そ

ういうのが今後議論されていく中でその使

用料についても、まあ場所については別に

高齢者向けだけであるとか、全年齢向けで

あるとかという、内容は一緒ですので、合

築するという方法もあるのかもしれないで
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すし、そういうときに併せて有料の話とい

うのはやっぱりついてくるのかなというふ

うに、担当課としては考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私がお願いしたのは施設再編計画の中で

はなくて、そこの答えが出る前に取り組ん

で、住民の方にやっぱりここまで町は厳し

いんですというふうな流れというか状況を

伝えていただきたい。じゃなけりゃ、前回

のようにエスカレーターのことやらユーベ

ルの閉める話があっただけで、やれ反対の

署名だの何なのと出てきてしまうわけです

から、やはりこれは前段階として、この使

用料の値上げというのはもう考えなくちゃ

いけない時期に来ていると思いますので、

併せてじゃなくて、前もってやっていただ

きたい。お願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  総務部の仙波です。 

  先ほど消費税の増税の際に見直しをした

というふうに申し上げました。そのときに

豊寿荘、永寿荘のほうもどうなんかという

検討もしておるんですけれども、そのとき

には福祉施設という位置づけである限り、

豊寿荘、永寿荘についてはそういう使用料

は取ることができないという結論でした。

ですので、要は施設としての位置づけを考

えないと、やはりそこについては今後ハー

ドルが高いものかと考えております。その

意味も含めまして、公共施設の再編検討委

員会の中で、今後町全体の公共施設がどの

ような形で考えていくべきなのかというの

を考えていくべきであると考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  申し訳ございません。先ほどお話があり

ました消防使用料の備考欄、駐車場使用料

の７万５２円でございますが、この分につ

きましては、厚生会が公共施設を借り上げ

しましてこの目的外利用で使わせていただ

いている土地代を払わせていただいている

と、その分のお金になります。実際のとこ

ろは、そこを借り上げておいて、厚生会の

ほうに実際使用している職員のほうから使

用料を徴収しているということになります

ので、この決算書の入のところに上がって

いる金額につきましては、あくまでも個人

の使用料ではなくて行政財産の使用料とい

うことで徴収しているものでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ということは、町が厚生会とかのほうに

一括で貸してました場所で、そこの厚生会

の方がそれぞれ借りる方からお金を集めて

ますという、そういう流れですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  委員おっしゃられるとおりでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私、もう一つお聞きしたいのは、箕面の

消防職員というのかな、その方はあそこを

借りているのかな。そこのあの方たちの駐

車場はどうなっているのか、駐車代金はど

うなっているかを聞きたいんです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田秘書人事課長。 
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○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  箕面市の職員につきましても、その消防

署のところの空いている部分、この部分を

使っていただいているだけでございます。 

○委員（中川敦司君） 

  料金のことは書いてないのですか。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  申し訳ございません。料金は同じでござ

います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  なぜ違った料金取らないんですか。町の

職員と箕面の職員とは違うと思うんですね。

それは消防署を委託するときからそう約束

になっていたのかな。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  消防の職員なんですけれども、今事務委

託させていただいて、箕面市さんのほうに

見ていただいているところなんですけれど

も、従前は豊能町の職員であったというよ

うなところで、実際も町の職員以外の団体、

例えば箕面市の職員の方とかというところ

で料金設定を見直すとかあるいは厚生会の

借りているところに含めるかどうかという

ようなところも、ちょっとこちらのほうで

も検討はしていってるところなんですが、

現状は今申し上げましたとおり、同じ金額

で徴収させていただいております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今後ちょっとそういうことも含めて検討

してください。 

  で、さっき言った福祉の関係だから無料

だと、それはそれでもいいですわ、ほかの

部分は違いますので。 

  私は違った意味で、こういうふうな方法

もあるんじゃないかってことで提案させて

いただいてますのでよろしくお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望でよろしいですか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  厚生会というのは職員組合のということ

ではなくて、そういうのを別につくっては

るんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  職員組合とは別人格の団体でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  それはどこが管理というか中心になって

やってはるんですか、財政的なことは。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  豊能町職員厚生会と申しまして、豊能町

のいわゆる正職員全員が会員、正職員と特

別職を含む豊能町の全職員が厚生会の会員

となっております。便宜上は私ども総務部

内のほうで事務局を行っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  この駐車料金はこの厚生会ごとで入に入

ってますよね、たしか入のほうに入ってま

すよね、駐車料金として。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 
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  職員厚生会が職員から駐車料を集めてそ

れを豊能町に支払っているという状況です。 

○委員（高尾靖子君） 

  もう一遍。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  豊能町職員厚生会が職員一人一人からお

金を集めて、それを一旦はまとめて、職員

厚生会が豊能町に支払った入がここに入っ

ている。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  そういうとこもあるかもしれないけど、

ここに書いてある、私が質問した消防署の

とこは違いますよね。まとめて先に借りて

いるんですよね。ですから、相手の厚生会

が１人当たり幾ら取ろうと、町は関係ない

ということですよね。ちょっとそこのとこ

ろを、今の部長の説明は、代わりに集めて

そっくり町に渡しますというような説明で

すが、こちらは違いますよね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  職員厚生会が一旦職員からお金を集めま

す。例えば中央公民館とか消防施設もそう

ですけれども、そこの町としては職員厚生

会に使用の許可を出します。で、職員厚生

会のほうから町に対してその分、中央公民

館は幾らであるとか消防は幾らであるとか

という費用をお支払いしております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  そういう説明でしたか、先ほどは、そう

いうことですね。ということは、さっきは

豊能町のほうが７万５２円で厚生会に貸し

ていると、そこで、その先個人から幾ら集

めてもいうか、関係ないように私の耳には

聞こえましたけどそうじゃなくて、そうじ

ゃないんですよね。要するに、そこの借り

ている方から合計７万５２円になるという

ふうな理解でよろしいですね。そういう説

明されてなかったように思うんですけど、

確認します。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田でございます。 

  今ちょっと消防施設のところで例に取り

ますと、７万５２円、これが町のほうに入

ってきていると。で、この７万５２円がそ

この消防施設に車なりを止めたときに、止

めた職員さんが払っている使用料というわ

けでは、これはございません。というのは

厚生会がこの消防施設以外にも結構いろん

な、役場の周辺の土地とかいろんなところ

を借受けしております。この借受けしてい

る金額というのがトータルで幾らというの

がまず出てくると。その反面でそれぞれの

利用形態によって使用料なりを徴収してい

ると。均等に日数なりで、使用日数で均等

に割った金額、この部分で実際に利用して

いる施設のところに、例えば消防施設でし

たら消防施設で使われている方の共通単価

で求められた金額を入れているというそう

いうことなので、イコールというわけでは

ございません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、ここで暫時休憩いたします。 

（午後４時１４分 休憩） 

（午後４時２０分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き、会議を開

きます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  すみません。豊能町職員厚生会では、こ
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ういった町有施設に車を止めている人の分、

それから、町有施設では間に合わへんので

民間の駐車場を借りている分、それらを一

括で、要は全部の金額を合計した金額、そ

れを職員数で割った金額を職員から一人一

人徴収をしております。職員のみんなから

集めた駐車場代をそれぞれの例えば消防の

駐車場であるとか中央公民館の駐車場であ

るとか、それを割り振りして厚生会が豊能

町に支払っている。で、箕面の消防職員に

ついても、町の職員と同様の形で全体の金

額を集めた、町職員と同じお金を支払って、

そこから消防施設使用料として支払ってい

るという状況です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  もう私こんなところで特に時間取るつも

りはなかったので、できたらまたそこに資

料を作ってください、こういう形の。 

  一応今のお話は分かりました。ただ、箕

面のほうの消防の職員が同じ金額というこ

とはちょっとやっぱり納得できないものも

ありますので、それは私の意見です。ただ、

仕組みとしてどういう形になってますかと

いうことはちょっと資料か何か、後ほど作

っていただけたら助かります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  それでは、質疑を終結いたします。 

  このまま討論に進めてもよろしいでしょ

うか。よろしいですか。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。本件は原案の

とおり認定することに賛成の方は挙手を願

います。 

（全員挙手） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手全員であります。よって第１号認定

は原案のとおり認定することに決定しまし

た。 

  以上で、令和２年度一般会計決算認定は

終了しました。 

  ここで、暫時休憩いたします。 

  次は、特別会計２１１ページから議題と

いたします。 

  再開は１６時半といたします。 

（午後４時２０分 休憩） 

（午後４時３０分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き、会議を開

きます。 

  ２１１ページ、特別会計、第２号認定、

令和２年度豊能町国民健康保険特別会計事

業勘定歳入歳出決算の認定についてを議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課の岡本です。よろしくお願いいた

します。 

  それでは、令和２年度豊能町国民健康保

険特別会計事業勘定歳入歳出決算でござい

ます。 

  決算書の２１３ページをお開き願います。 

  歳入合計２７億7,３１９万1,７３４円、

歳出合計２７億７７２万8,３９４円で、差

引残高6,５４６万3,３４０円を翌年度に繰

り越すものでございます。 

  事業評価主要施策報告書の２２７ページ

を御覧ください。決算書は２２０ページか

らとなります。 

  歳入でございますが、保険料及び保険税
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につきましては、５億6,６１６万2,１２６

円となり、令和元年度から約2,１７１万6,

０００円、3.６９％の減となりました。こ

れは、被保険者数が前年度より１６０人ほ

ど減少したことなどによるものです。なお、

収納率につきましては、現年度分９7.６

４％で、前年度から0.４９ポイント下がり

ました。現年、滞繰り合わせた収納率は９3.

５８％と若干、すみません、0.２１％上昇

しております。 

  国庫支出金の1,１７７万7,０００円は、

国民健康保険のシステム改修及び新型コロ

ナ感染症に関連する保険料減免に対する国

庫補助金です。 

  繰入金、基金繰入金につきましては、国

民健康保険事業財政調整基金を取り崩した

ことによる収入2,０００万円です。 

  次に、歳出でございますが、２２９ペー

ジを御覧ください。決算書は２３４ページ

からとなります。 

  事務事業の主なものは保険給付費でござ

いますが、事務事業５番目、一般被保険者、

退職被保険者等療養給付事業から１４番目

の傷病手当支給事業までが保険給付費に当

たるところです。保険給付費トータルの額

については、決算書２１６ページを御覧く

ださい。 

  款２・保険給付費の支出額１８億6,０５

９万3,５００円は、令和元年度から約7,４

３６万9,０００円、3.８％の減となりまし

た。被保険者数が減少したことに加え、新

型コロナ感染症による受診控えによる影響

もあると考えております。１人当たりの医

療費につきましては４２万5,６６０円、前

年度から1.６％の増となっております。 

  概要の説明は以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、これより本件に対する質疑を

行います。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。この評価シートの２２９ペー

ジで、事業名１番の国民健康保険事務事業

ということで、これ令和１年度と比べて額

がいうか、７０％ぐらい多いんかな。これ

はシステム改修とかの費用が大きく響いて

るということでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課の岡本です。 

  委員おっしゃるとおり、システム改修費

の差額とお考えいただければ結構かと思い

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  収入の未済に関して、分割とか何かいろ

んな形で取り組んでいると思うんですけど

も、実際どのような状況なのか、可能性、

今回も不納欠損出てますけども、今後の可

能性、滞納等が出ないようにしてほしいの

は当たり前ですけども、取組をちょっと教

えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課の岡本です。 

  現年分につきましては、まず納期から一

定期間を過ぎましたら督促状、それに加え

まして個別に相談などを行っております。 

  また、過年度分、滞納繰越分に関しまし

ては、税の徴収室のほうに移管をしまして、

一体的に相談に応じながら納付率の向上に

努めているところでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 
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○委員（中川敦司君） 

  同じく評価シートの２２９ページで、事

業名が３番目、国民健康保険料賦課徴収事

務事業で、これは令和１年と比べて、大き

く令和２年度は減ってますけれども、この

辺りの要因は何でしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  この賦課徴収費の令和元年度との差なん

ですけれども、令和元年度に口座振替の受

付方法として、ペイジーを活用した簡易な

手続で口座振替が申込みができるというシ

ステムを導入しました。そのときの初期費

用として、約３００万円の手数料を支払っ

ておりますので、その額との差となります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ごめん、ここの金額そのものは徴収にか

かった費用というふうな意味合いでよかっ

たんですかね。要は、別なところで何か徴

収費用の金額が上がってましたが、それと

はまた別なんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  すみません、さっき言うてたんはちょっ

と間違いです。あれは税金か、税金を納め

るのに手数料が要りましたいうのが、たし

か別な一般会計のほうであったのであって、

こちらまた別やね、そしたらね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  この費目は徴収に係る全般の事務費の執

行の額となります。具体的には保険料を算

定しまして各被保険者に通知するための印

刷費ですとか、あと、封筒を用意するもの、

そういう事務費、あとは口座振替、幾つか

ありますけれども、各金融機関への手数料

の支払いですとかそういったもの全般をこ

の費目から支出しております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ちょっと私勘違いしてるのかも分からん

けど、要は令和１年のときには４１３万で、

それから令和２年度では１３６万3,０００

円に減っているというのは口座振替とかを

やったからですというふうなことで、その

口座振替による手数料もこの１３６万3,０

００円に含まれてますいうことやから、言

うてみたら、令和元年と比べたら手数料、

何か結構豊能町としては支出が助かったい

うことなんですか、これ。 

○委員長（寺脇直子君） 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  保健福祉部、桑原です。 

  ペイジーの件なんですけれども、これは

令和元年度だけ契約手数料として３００万

円、これが必要だったので、平年で約１３

０万程度で移行していくものかと思います。

令和元年度だけ特別に３００万、上乗せが

あったと。 

  この額につきましては、特別調整交付金

の措置されますので、町の持ち出しはない

ということで理解いただきたいと思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  コロナ禍が多少、令和２年も係っており

まして、大変だったとは思うんですけれど
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も、資格証を発行、短期証を発行いうのは

あったのかどうか、お聞きいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  今回、令和２年度中の資格者証の交付は

ございません。短期証につきましては、一

部ございまして、４８名の方に納付相談を

受けながら短期証を交付するという形を取

らせていただいております。 

  また、今回のコロナ禍ということもあり

ますので、減免の相談なども受けまして、

そちらで対応させていただいております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  減免措置もあったということで本当によ

かったと思うんですけれども、短期証を発

行の場合は子どもにはどういうふうな対応

になってたのか、お聞きいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  短期証は通常３か月ごとに交付するもの

ですが、高校生以下のお子さんに関しまし

ては６か月とさせていただいております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。引き続き、評価シートの２２

９ページの１９番、事業名が国民健康保険

特定健康診査等事業となっています。これ

令和元年と比べたら、大幅に金額がアップ

をして、約３０数％アップしてますけども、

この要因は何でしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  こちらにつきましては、令和元年度まで

は特定健診の所管が健康増進課にありまし

て、令和２年度からは保険課というふうに

移行しております。この比較は健康増進課

のときの事業の費用で比較しておりますが、

その移行をしたときに、特定健診の特保の

被保険者の方の特定健診と、住民健診とし

て実施する健診の割り振りを改めて精査し

まして、その結果、国民健康保険のほうが

少し金額的には伸びたという形にはなりま

すけれども、総額としましては若干減って

いるということにはなります。なので今回

は対象者別に精査して、仕切り直して出し

た金額ということで、ちょっと国民健康保

険に関しては金額がアップしているという

ことになります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、今回増えているけども、

実際その増えた分は別な部門の金額がこっ

ちに回ってきたから増えてるんですという、

そういうふうなことですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  はい、委員おっしゃっているとおりでご

ざいます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  何かこの取組はええな思うて、メタボリ

ックシンドロームに着目した実施をしてま

す、何か検査実施してますいうことで、金

額が大幅に伸びているから、メタボ対象者

の方のチェックが大分増えたんかなとか、
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まあ私もそういうタイプかもしれませんけ

ども、そういうふうなことなのかな思うた

らそうでもないいうことなんですね。メタ

ボの人やからちょっと注意しないけません

よみたいなことで、今までよりも数多くの

人が来てくれて、何かいろいろ保健指導と

かしはったんかな思うたら、そうではない

いうことなんやね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  委員、今おっしゃった事業は、糖尿病の

重症化予防という事業がありまして、この

事業は令和元年度から引き続き行っており

ます。この費用に関しましては、この対象

の方は令和元年度は１１名、令和２年度は

１３名ということで、大幅にここの対象の

方が伸びたということではないんですけれ

ども、この取組につきましては、今年度か

ら事業を拡大しまして、今回の補正予算の

ほうに上げさせていただいているんですが、

未受診者への対策ですとかこの重症化予防

の引き続きで行うフォローアップクラスで

すとか、そういった事業を予定しておりま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  こういうのは非常に大事やなと私は思っ

てまして、私も実際保健指導を受けて、３

か月一生懸命やって５キロぐらい体重を減

らさせていただくことができて非常によか

ったなと思ってまして、やっぱり私みたい

なタイプの人はほかにも結構いらっしゃる

んかなと思うんで、しっかりとこういうの

を続けてもらって健康を維持してもらうと

いうか、それが大事やなと思ったんで、こ

れからも引き続きよろしくお願いしたいな

と思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望でよろしいでしょうか、今の。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  今は一般の健診とそれから特定健診いう

ふうに分かれてきておりますけれども、そ

の受診率というのは豊能町は府下的には高

いんですか。今までとどういうふうに変わ

ってきてるのかお聞きします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  大阪府の中で豊能町の特定健診の受診率

はトップレベルということになっておりま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  何％ぐらいですか、豊能町としては、年

齢的なあれがあると思いますけど。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  ここ数年ですけれども、おおむね５０％

程度で推移しております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  コロナ禍なので本当につらい話でござい

ます。しかし、保険料が高いというイメー

ジがずっとありまして、皆さんも本当に

年々、２年に１回ぐらい保険料が上がって

いるいう状況で、不納欠損も１５９万5,５
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００円、収入未済率が3,６４７万3,５８４

円と、おおむね合わせたら3,８００万ぐら

いの大きな額が計上されているわけです。

これをまた徴収するいうのは大変なことな

んですけれども、やはり高いがためになか

なか払えないいう方もいてはるわけですよ

ね。今収入が減になって生活に困難、食事

するのも困難いうような方が、豊能町だけ

でありませんけれども、豊能町はそういう

人は少ないかもしれないけれども、実際は

現実この数字が上がってきているいうこと

で厳しさがあるので、その点、私はちょっ

と全面的に賛成できないいう立場なんです。 

  で、資格証の発行など、子どもの短期証

６か月といえどもやっぱり発行すべきじゃ

ないいうことを従来訴えてきましたので、

この点について、やはり反対の立場で討論

といたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。本件は原案の

とおり認定することに賛成の方は挙手を願

います。 

（多数挙手４：１） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手多数であります。よって第２号認定

は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  それでは、２５３ページ、第３号認定、

令和２年度豊能町国民健康保険特別会計診

療所施設勘定歳入歳出決算の認定について

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  それでは、令和２年度豊能町国民健康保

険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決算で

ございます。決算書の２５５ページをお開

き願います。 

  歳入合計１億９７６万3,５４１円、歳出

合計１億１５４万2,７７５円で、差引残高

は８２２万７６６円、予算繰越しにより翌

年度へ繰り越すべき額４９万7,４２０円を

差し引き、７７２万3,３４６円を翌年度に

繰り越すものでございます。 

  事業評価主要施策報告書の２３５ページ

を御覧ください。決算書は２６０ページか

らとなります。 

  歳入では、診療収入につきましては、3,

６５５万8,７６３円で、これは外来診療に

係る診療報酬収入と、検査料、予防接種等

を含めたその他診療報酬収入等でございま

す。前年度決算額から3.０５％の増加とな

りました。 

  繰入金は6,４１２万3,０００円で、昨年

度より3,６９９万7,０００円の増額となっ

ていますが、これは主に令和２年度の新型

コロナウイルス感染症対策に関する補助金

を財源とした施設設備の整備によるもので、

各事業を実施するために増額した支出に見

合う額を繰入れしたものです。 

  次に、歳出でございますが、２３７ペー

ジを御覧ください。決算書は２６８ページ

からとなります。 

  事務事業２つ目の診療所管理運営事業に

おきまして、決算額が5,１２４万5,０００

円となり、令和元年度から3,８２４万6,０

００円の増額となっています。これは主に

医師の派遣に係る費用と、先ほど歳入で申

し上げました新型コロナウイルス感染症対

策に関する事業として施設設備の整備、各

種事業を実施したことによるものです。 

  概要の説明は以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  それでは、これより本件に対する質疑を

行います。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  質問というか、ちょっと理解できないの

で質問します。 

  ２５６ページの繰越金、1,０００円予算

現額上がってますわね。これが、収入済額

が８２７万1,５０９円、ちょっとここの説

明をどう理解していいのか分からないので

お願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  決算書２５６ページの繰越金のところだ

と思います。 

  こちらの予算現額1,０００円といいます

のは、繰越金というのが前年度の歳入と歳

出の差額を繰り越すものですので、予算編

成の段階ではこの繰越額が分かりませんの

で、枠を取るということで1,０００円の予

算を上げて、実際に繰り越すべき額を収入

として入れるという、そういう形になって

おります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  毎回こんなもんでしたっけ、ここ、分か

らない、1,０００円ぐらいかなというふう

な、そんな金額だったか、まあいいです。

ちょっとあまりにも、結果的に８２７万と

いうのが、この差があまりにもちょっと大

きいもんだからお尋ねしてみましたので。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  そうですね、おおむね歳出と歳入の予算

が同じようになるように予算を組むんです

が、どうしてもその差は出てきます。この

数年でいうと、令和元年度から２年度への、

繰越しに関しては７００万円程度というこ

とになっておりますので、ちょっと具体的

な数字、過去まで把握はちょっと今の段階

ではしていないんですが、おおむねこのぐ

らいの金額ではないかと思っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  評価シートの２３５ページをお願いしま

す。 

  歳入の概要という中で診療収入というこ

とで約、トータル的に３％、令和元年かな、

それと比べたら増えてますというふうなこ

とになってまして、これは増える分はいい

のかなと思っているんやけども、これを例

えば、内科と歯科と２つございますよね。

次の２３７ページには診療収入というふう

な形で右上に書いてますが、これは令和２

年度だけの分で書かれてありまして、これ

を令和元年度と比較して、内科、歯科それ

ぞれでどうなのかみたいなんを比べたらど

うなるのですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  内科と歯科の内訳に関してですが、内科、

歯科ともに実は診療件数はどちらも減って

おります。コロナウイルスの影響かなとい

うふうには思っている、受診控えの影響が

強いかなというふうに思っているんですが、

これに伴って、内科の診療のほうは令和元

年度が1,７６０万円程度、令和２年度が1,

５０３万円程度となっておりまして、若干

減っているということになっております。 

  歯科に関しましては、令和元年度が1,４
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６０万円程度、令和２年度が1,７３０万円

程度ということで、こちらが大きく伸びた

という状況です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  内科は令和元年と比べたら、診療の金額

かな、診療収入かな、それは減ってますい

うことで、歯医者さんのほうは結構増えて

ますというふうなことやったんですけど、

これ何か要因はありますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  内科に関しましては受診控えもあります

が、それに加えて薬の長期処方ということ

で、通常であれば２週間しか出さないお薬

を１か月分処方するということで、受診の

回数を減らして診療所の密を避けるという

取組を行いました。これによって受診回数

が減ると診療に係る費用、診療報酬が減り

ますので、その分が減っていると考えてお

ります。 

  歯科に関しましては、こちらは令和２年

度から新たにお迎えした歯科の医師が口腔

外科などもやっておりまして、かなり高度

な、口腔外科でしかできないような施術を、

診療を行っているということで、また各種

備品などを整備させていただいたことで環

境がかなり改善されましたので、これに伴

う加算などの算定が可能になりまして、そ

れによって診療報酬が伸びたという結果に

なっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そうですよね、私も行かせてもらって、

歯医者さんに。ちょうど私が行ったとき、

表から帰ってきはって、何か出張やないわ、

訪問診療いうか、訪問して歯の治療とかを

されるみたいなそんなこともやっておられ

て、あれはええ取組やなと思いまして、や

っぱりそういうの、まだまだ多分もしかし

て知らない方もいらっしゃるんかなと思っ

たりもするんで、もっともっと皆さんに知

ってもらったら、もっともっとここの部分

増えるんかなと思ったりもするので、その

辺りもちょっとしっかりとアピールとかし

てもらったらいいんじゃないかなと、この

ように思いました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  それでは質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。本件は原案の

とおり認定することに賛成の方は挙手を願

います。 

（全員挙手） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手全員であります。よって第３号認定

は原案のとおり認定することに決定しまし

た。 

  それでは、２７５ページ、第４号認定、

令和２年度豊能町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算の認定についてを議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  令和２年度豊能町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算でございます。 

  決算書の２７７ページをお開きください。 

  歳入合計５億8,３１１万8,７８４円、歳
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出合計５億6,４６１万5,８４１円、差引残

高1,８５０万2,９４３円を翌年度に繰り越

すものでございます。 

  事業評価主要施策報告書の２４３ページ

を御覧ください。決算書は２８８ページか

らとなります。 

  歳入でございますが、保険料につきまし

ては、高齢化に伴う被保険者数の増及び２

年に１度改定されます保険料改定により増

加をしております。 

  歳出につきましては、保険料相当額に当

たります後期高齢者医療広域連合納付金が、

歳入で申し上げましたとおり増加したため、

これに伴い増加しております。 

  概要の説明は以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  これは介護保険じゃありませんけど、介

護保険にはかかってない方が大勢おられる

中で、この後期高齢者医療では、先ほども

言いましたが、収入未済額が２７２万2,７

７３円、不納欠損が１５万9,６６６円とい

う数字はどのように判断というか思ってお

られるのか、その辺お聞きしたいと思いま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  後期高齢者医療の保険料の収納に関して

の御質問だと思いますが、こちらに関しま

しては、納付が難しい方などに関しまして

は減免の御相談に応じたり、分納などの対

応をして納付率の向上に努めております。 

  後期高齢者医療に関しましては、特別徴

収と普通徴収で、納付書で納めていただく

ような、納付書とか口座振替で納めていた

だく普通徴収がありますが、この納付書や

口座振替で納めていただくものに関しまし

ては、収納率が９9.５％という形で高い水

準を続けております。 

  ただ、一方で納付が難しい方というのは

一定数おられますので、この方々につきま

しては丁寧に対応して、納めていただくよ

うにというふうに努めております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今は払っているんですけど、例えばお亡

くなりになった場合、その方払わないまま

お亡くなりになった場合に、その親戚、そ

のまたって私追いかけていくかと思ったん

ですけども、行政としてはどのぐらいまで

追いかけて、まあ大抵は無理でしょうけど

も、ある程度は諦めなくちゃいけないし、

そこのところに力も割いていられないので、

そういったケースも多々これから出てくる

と思うので、その辺はどのように判断して

いますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  お亡くなりになった場合であっても、相

続人の方に保険料のお支払いをお願いする

のが基本となっております。 

  その対応で、ほとんどの方は御家族の方

が納めていただくということで対応してい

ただいております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  それでは、ないようですので、これより

討論を行います。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  後期高齢者、私従来反対してきているん
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ですけど、今回についてもやはり高齢者医

療特別会計、これは本当に始まってから１

０年もたっているかどうかぐらいかなと思

うんですけども、後づけでこれが出てきた

わけですね、老人医療保険がなくなり、こ

ういうふうな格好になってきたいうことで

廃止すべきだと思っておりまして、ずっと

言ってきました。 

  ７５歳以上の窓口負担も２倍化されてき

た中で、ますます、やはり支払いするのに

困難な方が出てくるということで、これ豊

能町だけではありません。全体的に大変厳

しい問題だと思っておりますので反対の討

論といたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  これより採決を行います。本件は原案の

とおり認定することに賛成の方は挙手を願

います。 

（多数挙手４：１） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手多数であります。よって第４号認定

は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  それでは、２９３ページ、第５号認定、

令和２年度豊能町介護保険特別会計事業勘

定歳入歳出決算の認定についてを議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  それでは、令和２年度豊能町介護保険特

別会計事業勘定歳入歳出決算でございます。 

  決算書の２９５ページをお開き願います。 

  歳入合計２２億9,４１１万4,８７５円、

歳出合計２１億5,４２０万7,０６０円であ

り、差引残高１億3,９９０万7,８１５円を

翌年度に繰り越すものであります。 

  事業評価主要施策報告書の２５１ページ

を御覧ください。 

  歳入でございますが、保険料については

前年度から大きな増減はなく、国庫支出金、

支払基金交付金、府支出金については、給

付費の増に応じて増加しております。 

  続きまして、歳出でございます。 

  ２５３ページを御覧ください。決算書は

３１６ページからとなります。 

  事務事業の主なものは保険給付費ですが、

７番目の居宅介護サービス費給付事業から

１７番目の介護保険給付関連事業までが保

険給付費に当たるところです。 

  保険給付費トータルの額につきましては、

決算書２９８ページを御覧ください。 

  款２・保険給付費の支出済額１８億6,３

０５万1,１０９円は、令和元年度と比べま

して約7,４８６万円、4.２％の増となりま

した。被保険者数が上昇する中でも年齢的

に介護の必要度が高まる後期高齢者の占め

る割合が高まり、要介護認定者数、認定率

ともに上昇しています。 

  新型コロナウイルス感染症の影響により

サービスの利用控えがあった一方で、事業

所における徹底した感染対策などによる提

供体制の確保と国の施策による加算算定等

により維持上昇したものと思われます。 

  概要の説明は以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  評価シートの２５３ページで、事業の番

号３番目、介護保険介護認定調査事業、こ

れについては令和元年と比べて約半分ぐら

いに決算費用、減っておりますけれども、

その辺りの要因は何でしょうか。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  こちらは国の施策によりまして、要介護

認定の際に訪問調査を受けずに認定内容を

継続するということが一部認められるよう

になりましたので、実地に訪問調査をする

件数が大きく減り、調査費の減少につなが

っております。 

  認定を受けておられる方の中には外から

人が来られることを拒まれる方も多くいら

っしゃいましたので、その対応としてこう

いう対応が取られたという経緯がございま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  要するに、たしか半年か１年かに必ず１

回対面で応対して、チェックして、要介護

のレベルがどう変わるんかみたいなのをチ

ェックするんやけども、もうコロナやから

それをやめてというふうな、そういうふう

なことですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  説明が不足しておりました。そもそもの

仕組みとして、定期的に、認定期間が終了

する前に訪問調査を受けた上で介護度を認

定するという手続がございますので、それ

を簡略化というか訪問調査と実地に行わな

くてもいいということになりました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  決算書の２９９ページですけれども、こ

こに、数字で言えば不用額が３億7,８１７

万９４０円、すごく多いんですが、この要

因についてはどのようにお考えですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  この不用額につきましては、予算額に対

して支出が少なかったという結果なんです

が、この予算額につきましては、款２の保

険給付費と款４の地域支援事業費につきま

しては介護保険の計画がございまして、そ

の計画に基づいた予算額となっております。 

  一方で、この介護給付費の伸び率を予測

して計画のほうは立てているんですけれど

も、これが思いのほか伸びなかったという

ことが大きな原因となっております。 

  また、地域支援事業に関しましては、今

回コロナの影響がありまして、実施できな

かった事業も多数ございますので、その影

響もあり、不用額の増加につながっている

というところでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  使わなかったいうことは、皆さんだけの

話じゃないですけれども健康な方が多いと、

それが言えると思うんですね。豊能町に、

私はずっと言っているんですけど、大きな

貢献をされている方が多いと思うんですね。

ですから、介護保険の給付基金が６億4,０

００万円もたまってきたというのが現実で、

今年度、令和３年度は1,２００万円だけ崩

しはったいうことがあって、少し第８期の

抑制につながりましたけれども、それでも

随分まだ給付基金がたまっているいうこと

で、この保険料は団塊の世代の方のために

置いておくいう話がずっとされております

からそれも大事ですけれども、これまで払
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い続けてこられた方の保険料でもあるとい

うことで、そういうことで、私はもっと今

回は、第８期は据置きすべきやいうことを

言うてきたんですけど、それぐらいでも十

分資金は給付基金として残せる問題やった

と思うんですけども、毎回３年ごとにこう

いうふうにたまってきたいうことで、私が

言うてきた引下げか据置きかいうのを今回1,

２００万円だけ、もう言うてきた中で取り

崩されたいうのは、それは評価できるんで

すけれども、この介護保険いうのは３年ご

との見直しで本当に高齢者にとってはだん

だんと厳しい、２割負担とかいうふうなこ

とも含めて問題だと思っておりますので、

今までどおりにちょっと反対の討論とさせ

ていただきます。 

○委員（中川敦司君） 

  それは、まだ。 

○委員（高尾靖子君） 

  すみません、勇み足でした。 

○委員長（寺脇直子君） 

  討論ではないですね、質問、質疑。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。質問です。 

  同じく評価シートの２５３ページの、い

っぱい事業がある中の１１番の項目ですか、

居宅介護住宅改修費、介護認定を受けた方

の介護サービス利用による保険給付という

ことで、これは住宅改修やから、例えば階

段に手すりつけたりとかいう、ああいうふ

うなんの費用のことですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  委員おっしゃるとおり、住宅改修に係る

費用というのは介護認定を受けておられる

方の住宅の手すりの取付けとか、段差解消

などに係る費用でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  これも前年比較、令和元年が約５００万

ぐらいで今回８７０万、結構な金額がアッ

プしてるんかなと思うんで、そういった意

味ではかなり今回、介護認定認定受けた方

が住宅改修をしておられるというふうに見

受けられるんですけど、そういうふうなこ

とですね。要は介護認定を受けた方が一生

懸命、増えたいうかそんなふうなことの要

因でよろしいんでしょうかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  住宅改修に関しましては、１人当たり最

大１８万円の支給がございます。ですので、

数件増えると支出額は大きく伸びるという

ことで今回大きく伸びておりますが、実際

件数が増えておりまして、ちょっと今正確

な数字は持ち合わせてないんですけれども、

今回コロナということもありまして、おう

ちの中を見直されたという方はたくさんい

らっしゃったと思うんですけれども、そう

いったことの影響もあり、件数が伸びたの

ではないかというふうに予測をしておりま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  例の、私、一般質問等で償還払い方式い

うて、昔は全額、例えば２０万工事費用か

かったら２０万全額を一旦負担せなあかん

というシステムから、受領委任払い方式を

してはどうやいうことで、たしか去年、１

年ぐらい前からやっていただいていると思

いますけれども、この受領委任払い方式に

なってちょっとやりやすくなった、使いや
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すくなったいう部分もあったりするんです

かね、実際利用される側からしてみたら。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  住宅改修の費用は委員おっしゃるとおり

２０万円までありますが、併せてほかの工

事をされる方もおられまして、一時的な支

出というのはかなり大きくなります。 

  その意味で、受領委任払いができるとい

うことは一定の利用促進になっているので

はないかというふうにも思っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  質疑を終結いたします。 

  先ほど討論、先ほどの討論で大丈夫。 

○委員（高尾靖子君） 

  もう討論させていただいてもしようがな

いんで。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。本件は原案の

とおり認定することに賛成の方は挙手を願

います。 

（多数挙手４：１） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手多数であります。よって第５号認定

は原案のとおり認定することに決定しまし

た。 

  それでは、３４３ページ、第６号認定、

令和２年度豊能町下水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  それでは、第６号認定、令和２年度豊能

町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

につきまして御説明申し上げます。 

  それでは、決算書の３４５ページ、事業

評価シート２５９ページを御覧ください。 

  令和２年度下水道事業特別会計の決算は、

歳入合計４億7,９０２万7,１６１円、歳出

合計４億5,２１２万5,４４８円で、予算繰

越しにより翌年へ繰り越すべき額６７万6,

５００円を差し引いた額、2,６２２万5,２

１３円を翌年度に繰越しをするものでござ

います。 

  続きまして、歳入歳出決算事項別明細に

ついて御説明させていただきますが、例年

と比べて特に変わっている部分などを説明

させていただきます。 

  まず、歳出より御説明申し上げます。 

  決算書の３５９ページ、事業評価シート

２６３ページを御覧ください。 

  款１・下水道費、項１・下水道管理費、

目１・下水道総務費でございますが、前年

度決算と比較して６６７万2,７６１円の増

となっています。主な要因は、下水道建設

基金積立金の増でございます。 

  次に、目２・下水道維持管理費でござい

ますが、前年度決算と比較して３７３万9,

２１９円の減となっています。主な要因は、

流域下水道の維持管理負担金が減となった

ことによるものでございます。 

  次に、決算書３６０ページを御覧くださ

い。 

  項２・下水道整備費、目１・下水道整備

費でございますが、前年度決算と比較して、

７４万5,８４２円の増となっています。主

な要因は、７月豪雨の際に発生した国道４

７７号の陥没事故に伴い、道路の空洞調査

を行ったため、流域下水道の建設負担金が

増となったためです。 

  次に、決算書３６２ページの款１・下水

道費、項３・浄化槽管理費、目１・浄化槽
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維持管理費、３６４ページの項４・浄化槽

整備費、目１・浄化槽整備費ですが、例年

と比較して、特に大きな変化はございませ

んでした。 

  款２・公債費、項１・下水道公債費につ

きましては、前年度と比較して1,６６８万1,

９５１円の増となっております。これは当

年度に、平成２１年度に起債しました下水

道債の借入時期に際し、残額の一括返済を

したためでございます。 

  続きまして、歳入の御説明をさせていた

だきます。 

  歳入につきましても、例年と比べ、特に

変わっている部分について御説明させてい

ただきます。 

  決算書の３５０ページ、事業評価シート

２６１ページにお戻りください。 

  款１・分担金及び負担金、項１・負担金

でございますが、前年度と比べ１０万9,６

００円の減となっております。これは前年

度に、新規の受益者負担金が東地区で１件

ありましたが、当年は新規の受益者負担の

対象がなかったためでございます。 

  款２・使用料及び手数料、項１・使用料

でございますが、前年度と比べ2,６５２万5,

０９４円の増となっております。これは、

改正後の消費税が通年であったことと、銀

行間の取引の関係によるもので、前年度は

曜日の関係で収納額が低かったためでござ

います。 

  同じく項２・手数料でございますが、前

年度と比べて４２万5,３００円の減となっ

ております。これは前年度が、責任技術者

並びに排水設備指定工事店の５年に１度の

一斉更新の年となっていたからです。 

  次に、決算書の３５２ページを御覧くだ

さい。 

  款５・繰入金、項１・一般会計繰入金で

ございますが、前年度と比べて1,４６６万8,

２５１円の減となっております。これは主

に雨水に関する工事が少なかったためであ

ります。 

  次に、決算書の３５４ページを御覧くだ

さい。 

  款５・繰入金、項３・基金繰入金、目

１・下水道建設基金繰入金でございますが、

前年度と比べて３６２万5,３００円の増と

なっております。これは、取崩し対象事業

が増えたためです。 

  次に、決算書の３５６ページを御覧くだ

さい。 

  款８・町債につきましては、猪名川流域

下水道建設費負担金分と下水道事業債の元

利償還に対する財政措置であり、特別措置

分を起債したものでございますが、流域下

水道事業の増加により、前年度より４７０

万の増となっております。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

御認定賜りますようよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  これより本件に対する質疑を行います。

質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  下水も大分老朽化しているところが出て

きているような気がするんですね。今回も

しそういうのがあったら、どこのどの工事

なのかちょっと私分からないので、どこの

部分ですかを教えてほしいんで、今後こん

な感じなのかなというのと、２点お尋ねし

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  大事業名の３で、事業評価シート２６３

ページのほうです。大事業名３の公共下水
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道建設事業費の部分に修繕というか改修の、

老朽化した部分の。 

○委員（秋元美智子君） 

  ここ、３５９ページの。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  そうですね、３５９ページ。 

  本町の場合、公共下水道の供用開始が昭

和５９年に敷設されているものですので全

体的に、古いところであればおよそ４０年

経過しております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  この、さっきの説明では２６３ページの

３の公共下水建設事業、まあ老朽化と書い

てます。これっていうのは３５９ページの

上の２の公共下水道運営事業の4,１９０何

万の中に入っているということなのかな。

もし違ってたら教えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  予算書３６３ページ。 

○委員（秋元美智子君） 

  予算書ではないよね。今予算書とおっし

ゃった。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  決算書です、申し訳ないです。３６３ペ

ージの款１・下水道費、項２・下水道整備

費のところに、２で公共下水道建設事業と

いう項目がございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  すみません、この頭に３５９と書いてあ

るからどこかなと思って。大変失礼しまし

た。ありがとうございます。 

  それで、先ほどの、戻るんですけども、

４０年というと大体その耐用年数というの

は何年と思ったらいいのか。この先どんな

ふうな形で進んでいくのかちょっと見えな

いのでお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  一般的には耐用年数５０年というところ

と言われております。で、４０年が経過し

ていると。 

  これらにつきましては、ストマネのほう

で順次計画を立てて、補助金を取りながら

やっていく予定をしております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。行政評価シート２６３ページ

で、事業名が大事業名１番の下水道運営事

業ということで、令和１年との比較で大体

２割程度、約６００万か７００万ぐらいア

ップしてますけども、この辺りの要因とい

うのは何でしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  決算書３５９ページのところの積立金で

金額が掲載されておりますが、これが一番

大きな要因となっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  令和元年と比べたら積立金がこの令和２

年は結構多めに積み立てましたという、そ

ういうふうな意味ですね。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  委員おっしゃるとおりです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  それでは私から１点。 

  成果シートの２６３ページの６番の公債

費償還事業ってこの起債償還って書いてい

るんですけども、令和２年度決算がちょっ

と増えているんですけども、ちょっと詳し

くというか説明していただきたいです、起

債償還、そのまんま、言葉のままと思うけ

ど。 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  これにつきましては、当年度に、平成２

１年度に起債しました下水道債の借換え時

期に際して、残額の一括返済をしたためと

いうことになります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  決算書の３５９ページの一番下の段で、

２の下水道維持管理費ですね、よろしいで

すか。ここで右側の一番下の段に１億７２

９万９４９円が上げられておりますけれど

も、この管理は町全体、西地域全体の管理

のことなのか、その辺ちょっとお聞きいた

します。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  西地区限定だけではありませんでして、

東地区も含めて、それプラス流域のほうの

負担金もここに計上されております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  さっきの話なんですけれども、ストック

マネジメントのときは負担金ついてますね、

前に。それに基づいて順次点検という中を

補修しながらやってきて、今回６００何万

がありましたよという理解でよろしいです

か。ちょっとそこが分からないんです、私。

あと１０年足らずで耐用年数来ちゃいます

というの、計画立ててますわね。で、今回

それにストックマネジメント計画に基づい

てやっていく中にかかったのが6,１００何

万ですよという、そういう理解でよろしい

ですか。それとも全く別な事項が起きてこ

の金額がかかったのか、ちょっとそこら辺

を教えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  この６００何がしにつきましては、スト

マネ以外に流域のほうの、ここにも負担金

が入っておりますのと、あと、ストマネで

はやってない通常の維持管理の管更生とか

こちらのほうにも反映されているというこ

とになります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  じゃあ私の認識としてこの後ストックマ

ネジメント計画、併せてきちっと将来に向

けてやっていきますと。そのときに入って

くる予算というのは、この部分ですという
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のがもしはっきり分かるようでしたら教え

ていただきたいし、それがちょっと無理な

らば、また別の機会にでも教えていただき

ますので、無理だったらもういいです。た

だ、今町としてはそういう計画に基づいて

着々と準備って変な言い方ですけども、や

ってますってことの理解で、まずはさせて

いただきますので。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  秋元委員の御質問で、事業評価シート２

６３ページの大事業名の３ですね。ストマ

ネにつきましては、ここだけに反映されて

いくような形になろうかと思います。 

○委員（秋元美智子君） 

  ３番ですか。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  そうです。 

○委員（秋元美智子君） 

  ここの３番のとこね。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  はい。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  この管の補修とかは多分、さっき５０年

言うてはったけども、今４０年ぐらいで残

り１０年したらみんなもう傷んでますみた

いな状況になるので、少しずつ、一気にで

きないから少しずつよくしていきますとい

うふうなことの説明やったと思うんですけ

ども、管をきちっと新しいものに替えてい

くとなると、あれって道路の下を走ってる

んですかね。そしたら道路を穴開けて、掘

って、管を取り出して、また新しい管を埋

めて、また埋めて道路をきれいにするとい

う、そういうふうな作業になるんですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  一から下水の管を掘り出してということ

ではなくて、老朽化している管の中に新た

に管を中に入れるという工法がありますの

で、道路を掘ったりとかというような大規

模なことはなく、そういう工法がございま

すので。 

○委員（中川敦司君） 

  何て言うんですか。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  すみません、専門用語で管更生と言うん

ですけども、既存の管の口径をほぼほぼ維

持したまま、その中に蛇腹の、イメージ、

何となくされましたでしょうかね。 

○委員（秋元美智子君） 

  前に紹介してましたね。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  はい、そういう工法でやっていくつもり

であります。 

  以上です。 

○委員（秋元美智子君） 

  やっていくつもり、やってるんじゃない

の。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  すみません、現場現場に合わせた最適な

工法というのを採用しますので、いろんな

工法が出てきます、ケース・バイ・ケース

で。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  その蛇腹の管を入れるいうのは通常のマ

ンホール、あそこからぐにゅっとこう入れ
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ていくいうことですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  委員おっしゃるとおりです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そういうやり方もあるけども、道路を掘

り返してやらなあかんような、そういう場

合も出てくるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  昨年の道路が陥没するような工事のとき

には管がもう陥没しておりますので、そこ

に蛇腹を突っ込むということはできません

ので、そういったときには道路を掘り下げ

て、管を取り出して入れ替えるというよう

な工法になります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  何が言いたかったかいうたら町道を、い

っぱいありますけど、結構傷んできてて、

今年はここやって去年はここやってみたい

な感じで一生懸命きれいに少しずつやって

いっていただいてるのを見てまして、結構

お金かかるなというふうなことを思うのと、

下水管を掘り返して、もしもそういうこと

をやるんやったら、そんときに合わせて道

路の舗装なんかも一緒くたにやったら費用

が半分、半分言うたらおかしいけど、安く

終わる、せっかく道路きれいにしたのに、

また掘り返して管を取り出してとかやった

ら非常に無駄やろうから、その辺りうまい

こと、もしも掘り返さなあかんような場所

があるんやったらそこの道路の補修はその

とき一緒にやるとか、何かそんなふうにし

たほうがいいのかな思うたりもしたんです

けど。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  今委員おっしゃったように、例えば建設

課とか、建設課の道路の修繕の予定があり

ます。それと、府の企業団、水道企業団の

ほう、そこも水道の入替えで舗装を入れ替

えたり打ち替えたりしますので、そこの関

係部署と連携を取りながら、こちらのほう

も安価で済むような形でタイミングを見計

らって、同時に発注したらこっちは舗装見

ないよとか、半分見てねとかいうような形

で一緒に進めております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  それでは質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。本件は原案の

とおり認定することに賛成の方は挙手を願

います。 

（全員挙手） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手全員であります。よって第６号認定

は原案のとおり認定することに決定しまし

た。 

  以上で、本委員会に付された案件は全て

終了いたしました。 

  よって、会議を閉じます。 

  本委員会の閉会に当たり、町長から挨拶
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があります。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  皆様お疲れさまでございました。 

  令和２年度歳入歳出決算認定に対しまし

て、我々もなかなか説明ができなかったと

思いますけども、しっかりと説明させてい

ただきました。今回認定に際しまして御審

査をいただきまして、本当にありがとうご

ざいました。 

  今回御提案といいますか御意見、もう町

の財政が非常に逼迫している、その中から

厳しい御意見と、それから御提言もござい

ました。これは今年度の執行に対してもそ

うですし、来年度の予算に対しても十分見

ていかないといけない内容でございますの

で、参考にさせていただきながらしっかり

と持続可能なまちづくり等をするための予

算編成、そして執行というところを努めて

まいりたいと思います。 

  今回、大変お疲れさまでございました。

どうもありがとうございました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  これをもちまして、令和３年豊能町議会

９月定例会議決算特別委員会を閉会いたし

ます。 

  皆様どうもお疲れさまでした。 

 

閉会 午後５時５１分 
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